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「全京都」集会では反執行部ともめる

 

日

民
青
系

12

五
・二
五事
件
は
、
学
反
逮
捕
を
契
期
に
大
き
な
転
換
京
を
迎え
る
一方
、
不
当
逮
捕
に
対
す
る
学
生
側
の対

応
は
、
二十
一日
の
教
養
部
、
文
学
部
、
教
育
学
部
の
スト
ラ
イ
キ
とい
う
形
で表
現
さ
れ
た
.
こ
の
ス
ト
で若

干
の
問
題
を
残し
つ
つも
、
更
に
、
逮
捕
拡
大
阻
止
の
た
め
の新
た
な
闘
争
が
要
請
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

去
る
五
月
二十
五
日
、制
服
警
官
が
西

部
構
内
に
立
入
った
こと
か
ら
端
を
発

し
、
学
生
一人が
、公
務
執
行
妨
醤
等

の
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
、京
大
全
大
学
人

の
問
で
論
議
の
中
心
と癒
っ
てい
た
警

官
学
内
立
入
り
問題
は
、六
月
下
旬
に

な
り
つ
い
に
教
養
ス
ト
と
いう
事
態
を

　擢 }
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迎
え
た
。
こ
の
六
・
二
一闘
争
は
教
養

部
・文
学
部
・教
育
学
部
で
スト
が
提

起
さ
れ
、
圧
倒
的
多
数
で
スト
擢
を
確

立
し
、
こ
の
三
学
部を
先
頭
にし
て、

警
冒
学
内
立
入
り
反
対
・
学
生
不当
逮

捕
反
対
な
ど
を
ス
ロ
ーガ
ン
とし
て、

全
京
大
が
京
府
都
警
に対
し
て抗
議
行

鹸 懸
鑑糠

'

塞

し
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か 覇 鞠
議嬉 衛
繊 ・熱》

・認 讐

を
識

動
を
展
開
し
た
。
六
月
二
十
一目当
日

は
ク
ラ
ス
ご
と
の
参
加
で
、集
会
。デ

モ
に
も
昨
年
六
月
四
日
の
三
府
県学
連

統
一行
動
を
上
回
る
学
生
の参
加
が
あ

り
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
大
学人
全
体

の
認
識
の
深
さ
が
お
し
はか
ら
れ
た
。

今
度
の
六
・二
一教
養
スト
は
、
教

麟輪、

ド
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三..昇望鱒7購芸では民胃系学生が反民青系学生をピケで入場阻止

二
十
八
日
(火
)
工
学
部
講
演会

「有
機
ハ
ロ
ゲ
ン
化
合
物
と
無機
塩
と

の
反
応
に
関
す
る
研
究
」京
大
助手
米

田
茂
夫
午
後
三
時
か
ら
合
成化
学第
一

講
議
室
が
。

一一十
九
目
(水
)
工
学
部
学
術
講
演

会

①
「
ヘテ
ロ
環
状
化
合物
の
重合

及
び共
重
合
に
関
す
る
研
究
」
稟
洋
ゴ

ム
眠多
田紘
一②
「コ
ポ
キ
シ
ド
覚
合

触
媒
とし
て
の
有
機
亜
鉛
化
合
物
に
関

す
る
研
究
」
東
大
助
手
石
森
峰
③
「ネ

オ
ペン
チ
ル
型
多
価
ア
ル
コ
ー
ル
の
塩

素
及
び
関
逼
反
応
に
関
す
る
研
究
」
東

洋
紡
績
照
渡
辺
一雄
、
午
後
一時
か
ら

合
成化
学
教
室
第
一講
議
室

三十
日
(木
)
昭
和
報
公
会
奨
学
金

貸
写
希
望
者
の
願
書
締
切
飼
生
課
学
資

掛
で七
月
一日
(盒
)
工
掌
部
講
潰
会

「衛
星
通
信
に
つ
いて
」
国
際
電
鷹
躍

宮
憲
一午
後
一時
か
ら
電
気
総
合
館
大

講
義
室
で。

三
日
(日)
臨
地
講
演
会

斑
鳩
の

古
化
財
探訪
(法
隆
寺
、
中
宮
寺
)
講

師
上
野
照
夫教
養
部
教
授
、
福
山
敏
夫

工
学
部
教授
、会
費
二百
六
十
円
、
六

十
五
人
限
り
学生
課
教
養
掛
で
。

養
部
常
任
香
黒会
が
ま
ず
最
初
に
提
都
集
会
に対
し
て
一回
生
文
学
部
な
ど

起
し
た
の
で
あ
る
が
、
C
常
任
委
多

の
多
数
の反
対
が
あ
った
に
も
か
か
わ

数
派
であ
る
統
一派
が
、
こ
の
六
・
ら
ず
、代
議
員
大
会
で
は
何
の
決
定
も

一=
ス
ト
を
民
胃
系
全
学
連
統
一行
な
さ
れ
てい
な
い
「全
原
都
」
集
会
に

動
に
集
約
レ
た
形
で
し
か
提
起
で
き
参
加
し
た
。
そ
の
あ
と
行
な
わ
れ
た
川

な
か
った
た
め
、
六
月
一七
日
の
代
端
署
ま
での
デ
モ
行
進
の
際
に
は
、
統

議
員
大
会
で
は
、
ス
ト
が
否
決さ
れ

一派
系
学
生
の
デ
モ
の
後
か
ら
執
行
部

の

る
と
い
う
事
態
に
お
ち
い
っ
た。
し

の
引
き
回
し
に
反
対
す
る
一回
生
文
学

か
し
、
六
月
二
〇
日
の
代
議員
大会

部
一組
な
ど
の
自
治
委
員
を
中
心
と
し

で
、
二
十
数
ク
ラ
ス
の
ス
ト
決
議
に
た
、
す
べて
の
セ
ク
ト
を
否
定
す
る
と

さ
さ
え
ら
れ
て
、
六
月
二
一日
の
ス

いう
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
約
七
百
人
の
学
生

下
橋
が
確
立
さ
れ
た
。

が
独
自
の
デ
モ
を
展
開
し
た
。
円
山
で

ま
た
二
一日
当
日
も
統
一派
執行
部
の

の
総
括
集
会
で
は
統
一派
執
行
部
に
対

一引
き
回
し
が
続
き
、
立
命
集会
では
警

す
る
批
判
の
声
が
強
か
っ
た
。

.属

題
に
は
関
係
の
な
い
民纂

象

ま
ず
早
朝
、京
都
駅
など
各
タ
ー
ミ

一ナ
ル
で
市
民
に無
給
医
の
実
態
を
訴
え

る
ビ
ラ
を
配
った
。
同
十
時
す
ぎ
が
ら

浅
山
病
院
長
と会
見
、
午
後
零
時
す
ぎ

か
ら
同病
院
で決
起
集
会
を
開
い
た
。

同
じ
く
一時
す
ぎ
か
ら
教
官
と
の
討
論

聾
顎

罷
難
.墜

連
、
医
学
部
自
治
会な
ど
の医
学
生
百

人
あ
ま
りが
出
席
した
が
学校
側
か
ら

は
山
田
医
学
部
長
が
出
席し
た
の
み
で

あ
っ
た
。
討
論
では
無
給
医の
有
給
化

に
焦
点
が
合
っ
た
が有
効な
案
は
提
出

さ
れ
な
か
っ
た
模
様
で
ある
。

図書館゜

午 し煎警会1

六 ・

星

塁昌

朝暑

琶

文
、

教
両
学
部
は
発
言
せ
ず

ピ
ケ
要
員
が教
養
部
各
門
に
ピ
ケ
を
張

り
、
登
校
して
く
る
学
生
に
対
し
て
闘

争
参
加
を呼
び
か
け
た
。
午
前
中
は
各

ク
ラ
スと
も
、
市
内
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
の

びら
ま
き
、
ク
ラ
ス
討
論
な
ど
を
行
な

い、
か
な
り
の
数
の
学
生
が
こ
の
闘
箏

に
参
加
し
た
。
十
二
時
か
ら
は
、
本
部

図
書
館
前
に
約
一干
人
の
学
生
を
集
め

て
、
五
者
共
闘
会
議
の
主
催
で
全
京
大

集
会
が
開
か
れ
、
各
団
体
か
ら
闘
争
報

告
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
闘
争
報
告
に
関

し
て
、
各
学
部
の
内
で
先
進
的
に
、
学

部
ス
ト
で
こ
の
六
・二
一闘
争
に
参
加

し
た
文
学
部
・教
育
学
部
に
対
し
て
闘

争
報
告
の
機
会
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た

集
会
後
千
人
が
デ
モ

た
め
、
会
場
は
一時
混
乱
し
た
が
、
結

局
こ
の
両
学
部
に
は
発
言
の
機
会
が
与

え
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
のあ
と
、
こ
の

場
に
集
ま
っ
た
一千
人
の学
生
を
中
心

に
デ
モ
を
組
ん
で抗
議
集
会
の開
か
れ

る
立
命
大
へ
と
向
った
。

繋

援
カ
ン
パ
に
五
千
円

学
友
の
不
当
遼
捕

救
援
活
動に
鮒
し
て

奥
田
総
畏
は
、
十
八
日
、
五
・二五
事

件
で
不
当
逮
捕
さ
れ
た
学
友
の救
援
カ

ン
パ
と
し
て
、
五
干
円
を
救
援活
動
を

行
な
っ
て
い
る
全
学
連
再
建
会議
の学

生
に
渡
し
た
。

立命館大集会

一
時
、学

生

が
退

場

二
つ
の
集
会
が
行
な
わ
れ
る

全
国
掌
生大
統
一行
動
の
京
都
総
決
起

集
会
が
、六
月
二十
一日
三
時
半
か
ら

約
干
五百
人
以上
を
集
め
て
、
立
命
館

大
学
で開
か
れ
た
。

同
日
昼
、
全
暴
大
集
会
が五
者
共
闘

で
、
図
書
館
前
で
行
ψ
れ
た後
、
デ

モ
に
う
つ
り
、
百
万
辺
・河
原
町
今

出
川
・
立
命
館
大
学
へ
と
行
進
し

た
。
立
命
大
の
校
門
で
反
民
膏系
の

デ
モ
が
あ
り
少
し
混
乱
した
が
、
三

時
半
頃
か
ら
集
会
が
、
京
大
、
立

命
、
同
志
社
な
ど
が
参
加
し
て開
か

れ
た
。
集
会
で
は
主
催
者
側
が小
選

挙
区
制
反
対
な
ど
を
主
議
題
と
レ
に

た
め
に
、
一一十
日
の
京
大教
養
都代

議
員
大
会
で
決
議
さ
れ
た
警
官
学内

慢
入
反
対
が
強
く
表
面
に
押
し
ださ

れ
な
か
った
。
そ
の
た
め
に教
養部

学
生
ら
が
抗
議
し
は
じ
め
、
一時
は

か
な
り
の
学
生
が
退
場
レ
た
。
レ
か

し
、
主
催
者
側
(民
膏
統
一派系
)

は
議
事
を
進
め
、
ま
た
、
日
共
京
都

府
会
議
員
ら
が
登
壇
す
る
に
及
ん

で
、
教
養
部
学
生
ら
は
こ
の
集
会
の

不
嵩
性
と
教
鍵
部
決
議
の
問
題
を
強

く
訴
え
た
。
そ
し
て
、
一部
の
人
々

(主
に
反
民
爵
系
学
生
)
が
発
言
を

求
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
主
催
者

側
は
、
強
い
抗
議
の
声
を
押
し
切
っ

て
小
選
挙
区
制
反
対
決
議
を
し
、
官

憲
学
内
侵
入
反
対
問
題
を
あ
ま
り
討

議
し
な
い
ま
ま
、
集
会
を
終
え
た
。

し
か
し
、
こ
の
集
会
に
抗
議
す
る
学

生
は
集
り
、
会
場
は
二
つ
の
集
会
が

開
か
れ
た
か
た
ち
と
な
った
。

,
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款
繍
で
診
療
ボ
イ
コ
ッ
ト

無
給
医
の
有
給

化
を
め
ざ
し

二
十
四
日朝
か
ら
無
給
医
の
有
給
化

を
目ざ
し
て全
国
の
無
給
医
局
員
、
欝

医
連
、
イ
ン
タ
ーン
生
と
呼
応
し
て
京

大
病
院内
でも
診
療
ボ
イ
コ
ソト
な
ど

で起
ち
あが
った
。

一

一
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雛 府学連統一行動

数 養 部
代議員大会

二
十

一
日
ス

ト
決
定

賛
成
・
五
四
四

反
対
・
八
四

圧
倒
的
多
数

で
可
決

六
・二
一教
養
部
ス
ト
ラ
イ
キ
を
め
ぐ

って
の
十
七
日
の
代
議
員
大
会
が
、
混

乱
の
う
ち
に
流
会
と
な
った
た
め
、
教

養
部
自
治
会
で
は
二
十
日
午
後
三
時
か

ら
新
徳
館
で
再
び
代
議
員
大
会
を
開
い

た
。
ク
ラ
ス
討
論
な
ど
に
よ
り
ス
ト
の

意
義
な
ど
が
か
な
り
の
学
生
に
ま
で
行

き
渡
った
た
め
か
、
出
席
数
は
六
八
三

と
か
な
り
前
回
を
オ
ー
バ
ーし
た
。大

会
は
ま
ず
教
養
郎
自
治
会
委
員
長代
行

の
基
調
報
告
に
は
じ
ま
り
、
次
い
で
一

股
討
論
に
移
っ
た
が
、警
官
の学
内優

入
反
対
、
不
当
逮捕
阻
止
、六
・
二
一

に
ス
ト
ラ
イ
キ
で決
起
とい
う
常
任
委

員
会
提
案
が
、十
七
日
の最
終
案
と
ほ

ぼ
同
じ
も
の
で
あ
っ
たた
め
、各
派
と

も
これ
を
原
則的
に支
持
し
、さ
し
た

る
混
乱
も
みら
れな
か
った
評
引
き
続

き
採
決
に
入
り
、
常
任委
提
案
に
対
し

賛
成
五
四
四
、反
対
八四
、
保
留
三
八

棄
権
一七
で、
これ
を
可
決
し
た
。

医
自
治
会
で
反
民

膏
系
自
治
委
圧
勝

委
員
摂
に
宮
原
君

医
学
部
自
治
会
で
は
、
こ
の
程
選
挙
が

終
わ
り
、
二
十
人
の
自
治
委
員
が
決
定

二十
一目
午
後
本
部
会
議
室
で
開
かれ

た
大
学
協
議
会
は
学
長
選
考
基
準
持別

委
員
会
(主
催
・田
畑
茂
二
郎
法
学部

部
長
)
の
答
申
に
従
って
学
長
選
挙権

を
従
来
の
教
授
の
み
に
与
え
る
方式
か

ら
奪
任
講
師
に
ま
で
拡
大
す
る
事
そ
の

}肇
灘
顯

り
教
授
の
み
で
あ
る
。
ζ
恥
に
つ
い
て

査
の
田
畑
法
学
部
部
畏
の
談
話
の
要

旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

田
畑
教
授
の
話
国
協
意
見
案
で
は
大

学
に
直
接
責
任
を
持
て
る
者
を
助
教
授

以上
と
し
て
い
る
が
実
際
上
助
教
授
と

請
帥
と
の
差
は
研
究
内
容
に
お
い
ても

取
り
扱
か
い
に
お
い
て
も
さ
ほ
ど
差
異

が
な
い
か
ら
選
挙
膏
資
格
者
を
専
任
講

師
で
拡
大
し
た
。
選
挙
方
法
に
つ
〆
て

は
東
大
で
行
な
わ
れ
て
い
る
推
角
制
も

充
分
ξ
慮
し
た
が
、
賢
格
者
の
意見
を

直
接
反
映
さ
せ
る
た
め
採
用し
な
か
っ

た
。
そ
の
他
優
秀
な
人
材
が
埋れ
な
い

よ
う
に
意
レ
た
。

周
学
会
書
配
長
の
話
今
度
の選
挙
極

拡
大
は
大
掌
の
自
治
を
守
る
戦
いの
一

環
と
し
て
教
職
風
が
ね
ば
り
強く
努力

し
て
き
た
成
果
で
あ
り
、
同
学
会
とし

て
敬
意
を
表
す
る
。
ま
た
これ
は
先
き

の
警
冨
立
込
り
事
件
が
直按
の契
機
と

な
った
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
この

程
度
の
拡
大
で
は
ま
だ
ま
だ
不
十分
で

一般
職
員
、
院
生
、
学
生
も
選
挙
にあ

た
れ
る
よ
う
今
後
も
痩
動
し
て
行く
。

京
大
に
お
け
る
総長

團
選
挙
払
大
の
動
き
は
、

三
十
八
年
平
沢
前
総
畏
改
選
を
ひ
か
え

て
総
畏
選
挙
権
対
策
委
員
(教
職
員
組

合
を
母
体
に
発
足
、
後
に
全
学
的
組
織

と
な
った
)
が
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
積
極

的
な
盾
動
を
行
な
い
、
少
な
く
と
も
惇

一任
講
肺ま
で
選
蕉

を
払
大
す
べ
き
だ

と
わ意
向を
打
ち
出
し
た
た
め
、
公
式

に
学
内
制度
委
が
発
足
、
そ
の
第
一小

委
員
会
が総
長
醒
挙
榴
ん拡
大
に
つ
い

て
の
検
討
を行
な
った
。
一時
、
学
内

候
補
者
は
五
十
曹
順
に
並
べ
る
(従
来

は
得
票
数
の
多
か
った
順
)
。
ハ
、
選

挙
立
会
人
を
五
人
以
上
に
す
る
(従
来

の
大
勢は
専任
講
師
ま
で
拡
大
さ
れ
そ

う
で
あ
った
が
、
第
一
小委
員
会
は
現

在
、
助
教授
、専
任
講
帥
ま
で
の
拡
大

は
適
当
でな
いと
の
決
論
を
下
し
た
。

三十
八年
十
一
月
の
奥
田
総
長
選
出

後
、
学
内
では
学
長
選
挙
権
払
大
に
つ

て
の
大き
な
動
き
ほ
み
ら
れ
な
か
った

が
、
制
度委
員
会
(当
時
、
畳
騎
稔
委

員
長
)
は
検
当
を
続
け
、
昨
年
二
月
、

①
学長
選
挙
罹
を
助
教
授
あ
る
い
は
専

任
講
助ま
で拡
大
す
べき
で
あ
る

②

そ
の場
合
ど
の
よ
う
な
選
挙
方
式
を
と

る
べき
であ
る
か
、
の
二
点
に
つ
い
て

決
定
す
る
こ
と
を
学
長
に
答
申
、
こ
の

具
体
的
検
討を
総
長
選
挙
椎
審
議
委
員

会
(委
員
長
田
畑
茂
二
郎
法
学
部
長
)

一に
依
託
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

今
度
の
決
定
も
(
年
三
月
の
国
大
協

の
大
学
管
理
選
営
案

結
論
と
ほ
ぼ
見

合
って
お
り
、
総
長
な
挙
精
は
学
内
の

〃法
的
人
格
"
を
衝
ち
う
る
責
任
を負

ま
で
を含
め
る
と決
定
し
た
も
の
であ

ろ
う
とみ
ら
れ
る
。
拡
大
に
伴
う
有
権

者
数
の
理科
系
の
比
率
拡
大
は
三十
八

年
当
時
から
の
ポ
イ
ン
ト
であ
って
、

今
度
の
②に
関
す
る
結
論
も
こ
れ
を
考

慮
レ
たも
のだ
が
、
そ
の
実
効
性
は
不

明
だ
と
す
る
むき
が
多
い。
完
全
に
学

校
当
局
によ
っ
て行
わ
れ
た
こ
ん
ど
の

一改
定は
脊
樫
者
数
約
三倍
への
"拡
大

"
の意
味
に
お
い
て
全
て
歓
迎
の
意
で

む
か
えら
れ
て
い
る
が
、
立
命
大
、
神

芦
大
方法
な
ど
の
学
生
参
加
への
視
点

は
全く
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
学
生
を
含

めた
これ
ら
の
視
点
か
ら
の
検
討
が
要

請
さ
れ
る
。
ま
た
総
畏
選
挙
椿
問
題
検

討
を
最
大
の
任
務
と
し
て
き
た
制
反
委

は
、
昨
年
来
ほ
と
ん
ど
そ
の
活
動
を
停

止
し
て
お
り
、
こ
ん
ど
の
改
定
に
よ
り

一応解
散
す
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い

る
。 え

る
畠
も
て助
教
叢

任
麩

。
喬
る
こ
と
が
でき
薯

の
指
圧

副
は
職
種
配
置
な
ど
にも
利
用
でき
る

も
の
で
、
今
後
の
研
究
が期
待
さ
れ
て

い
る
。
発
明
者
の
万
井
助教
授
は
大
正

九
年
四
月
生
れ
の
四
十
六
才
で
現
在
教

養
部
で
「運
劾
医
学
」
を
担
当
し
て
い

る
。

騨
大
阪
続
艘
鑛

二
±

日
壽

半
か
喚

大
阪
.
鶉

性
の
回
復
」

せ
ざ
る
を
得な
く
な
った
。
一転
し
て

昭
和
四十
年
、広
島
、
東
北
、
新
潟
の

各
大
学
に歯
学都
が
設
置
さ
れ
た
。
今

の
と
こ
ろ歯
学部
設
置
を
要
求
し
て
い

る
のは
京
大
、北
大
、
九
大
、
徳
島
大

な
ど
であ
る
。
原
案
は
七
月
は
じ
め
に

文
部
省
に提
出
さ
れ
八
月
末
ま
で
に
は

設
置
か
否
か
が決
定
す
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

し
た
。
こ
の
結
果
、
民
青
系
自
治
委
員

が
三
人
、
反
民
爵
系
自
治
委
員
が
十
七

人
と
大
差
で
反
民
青
系
が
大
勝
し
た
。

人
事
は
委
員
長
宮
原
患
夫
君
(本
科
二

年
生
)
副
委
員
長
二
村
昭
夫
君
(本
科

三
回
生
)
書
記
長
表
佳
吾
君
(本
科
一

回
生
)
と
決
ま
った
。

劇団風波

「
み
ん
な
我

が
子
」
公
演

劃
団
〃風
波
"
の
本
年
度
第
一回
公

演
「み
ん
な
我
が
子
」
(ア
ー
サ
ー
・

ミ
ラ
;
原
作
)
が
二
十
四
日午
後
六時

よ
り
京
都
府
立
勤
労
会
館
大
ホ
ー
ル
で

上
演
さ
れ
た
。
こ
れ
で
風
波
の
通
算
公

演
は
二
十
七
回
に
な
る
。
演
出
・林
久

永
君

3

誓

2一

●

韻
襲
議
薮
罫
麩
難
毅
磐
師辮
甥
韓

に
入
り
、
七
日
に
は
学
生約
八
百
人が

生
自
治
会
側
は
図
香
館
、
学
生
禦
、
教

集
ま
って
抗
議
集
会
を
開
い
た
が、
理
授
研
究
室
を
建
設
す
る
と
い
う
条
件
つ

事
者
側
が
団
交
に
応
じ
な
い
た
め、
さ
き
で
これ
を
承
認
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ら
に
古

票

ら
無
期
限
霧

スト
に

ず、
こ
れ
ら
の
条
件
蕪

視
濡

・珪

は
い
っ
た
。

事
者
側
への
団
交
要
求
も
無
視
さ
れ
た

ま
た
十
日
朝
に
は
同
大
学
正
門
に机

た
め
起
った
も
ので
、
同
大
掌
教
授
会

椅
子
な
ど
で
バ
リ
ケ
ード
が
築
か
も
、
去
る
八
日
の
教
授
会
で
「理
事
長

れ
、
学
生
約
三
百
人
が
『理
嶺
者側

は
早
く
学
生
に
会
って
事
態
を
収
拾
し

の
約
束
し
た
図
書
館
、
学
生
寮
、教

授
研
究
室
の
建
設
」
を
要
求
し
て総

てほ
し
い
」
と
の嬰
望
書
を
出
し
て
い

こ糧

殿難

誹
藁

四
「
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簗1漠葉襲蕪 鎖灘饗懇
学長選挙権拡大を決定
教授から専任講師まで

`1,

肥
後
橋
の
毎
日
ホ
ー
ル
で
、京
都
大
学

交
響
楽
団
第
九
十
九
回
定
期演
饗
会

が
、
元
日
本
フ
ィ
ル
者
副指
揮
の奥
田

道
昭
氏
を
客
演
指
掘
に
迎
え
て開
か
れ

た
。

一

今
回
は
京
大オ
ーケ
スト
ラ
創
V
五

十
周
年
記
、
と
し
て
毎
日
新
聞
社

・京
都
市
の後
援
を
得
て
、
例
年
の

大
阪
、京
都
のほ
か
名
古
屋
、
東
京

の
四大
都
市
で公
演
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
芦
田譲
治
京
大
苫
榮
部
畏

(理
学
部
教
授
)
の
挨
拶
の
あ
と
、

モ
ーツ
ア
ル
ト
交
響
曲
第
三
十
五
番

「ハフ
ナ
ー」
(学
生
指
揮
・門
艮

一
)
、グ
リ
ーグ
作
曲
「
ペー
ル
ギ

ュ
ント
」
組
曲
(掌
生
指
抽
・梅
田

文
一)
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
交
響
曲
第
二

番
(客
演
指
描
・奥
田
道
昭
)
の
三

曲が
演
癸さ
れ
た
が
、
特
に
ブ
ラ
ー

ム
ス第
二番
は
か
なり
の
出
来
で
、

ホ
ール
一杯
の硬
搬
は
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
いた
。

な
お
、
こ
の演
癸会
は
二
十
七
ロロ
・

京
都
(京
都
会館
第
一ホ
ール
)
、
七

月
二
日
・名古
屋
(愛
鮒
文
化
講
堂
)、

七
月
四
日
・東
尽
(摩
生年
金
会
館
大

(佐
古
純
一郎
氏
)

が
二
十
四
日
午
後
三
時
よ
り
教
養
部
尚

賢
館
で
開
か
れ
た
。
「間
の
領
域
」
と

い
う
言
栗
に
よ
り
現
代
社
会
に
お
け
る

人
間
性
(ジ
ン
カ
ン
セ
イ
)
の
問
題
が

一論
ぜ
ら
れ
た
。

歯学部設置原案を提出
7月初めに文部省へ申請

先
日
山
田
医
学

部
長
か
ら
学
長あ

て
に
歯
学
都
設置

脈
案
が
提出
さ
れ

た
。こ
の
原
案
によ

れ
は
・
医
竃
竺

内
で
、
近衛
趣
に

面
し
た
西
側
にな

る
模
様
。
主
な
講

耶
内
容
は
解
剖
、

生
理
、
医
化
学
、

薬
理
、
病
理
、
細

蘭
な
ど
で
医
学
部

と
ほ
ぼ
同
し
。
そ

の
他
社
会
医
学
的

な
も
の
と
し
て
予

大
商
大
で
無
期
限
スト

マ
スプ
ロ教
青
に
反
対
で

大
阪
府布
施市
に
あ
る
大
阪
商
業
大
学

学
生
自
治会
(学
生
数
約
五
干
人
)
は

　

二十
四
日
、
府
学
連
統
一行
動
が
行

な
わ
れ
、
京
大
支
援
統
一行
動
と
し
て

一
「小
選
挙
区制
粉
砕

大
学
の
自
治
を

守
れ
宮
憲
の
学内
侵
入
反
対
」
な
ど
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に七
百
人
の
学
友
を
結
集

し
京
都
府
警ま
でデ
モ
を
し
た
。
こ
の

デ
モ
で
は
学
生
二人
が
逮
捕
さ
れ
た
。

こ
の
日
、京
大
では
法
経
第
一番
教

室
では
一時
か
ら
京
大
集
会
が
行
な

わ
れ
、今
後
の
逮
楠
拡
大
に
対
し

て
、ク
ラ
ス
防
衛
隊
を
組
繊
し
、
全

学
防衛
委
員
会
を
設
け
る
こ
と
が
提

起
さ
れ、
夏
休
み
に
入
る
前
の
予
備

的段
階
の闘
争
の
形
態
に
触
れ
た
。

集
会
後
、立
命
館
に
向
か
い
、
同

大
、立
命
大
と
合
流
し
、
府
学
連
集

会
を行
な
った
。
府
学
連
集
会
に
は

府
立
医大
な
ど
か
ら
学
友
七
百
人
が

参
加
、小
選
挙
区
制
鴇
祝
日
法
反
対

イ
ンタ
ーン
制
度
廃
止
反
対
な
ど
の

ス
ロ
ーガ
ン
を
確
認
し
、
地
裁
、
府

警地
検、
府
序
の
順
に
デ
モ
を
行
な

い
。
フラ
ン
デ
モ
や
ジ
グ
ザ
グ
デ
モ

を
展開
し
た
が
機
勤
隊
が
出
動
し
て

結
局
二人
の
学
友
が
逮
捕
さ
れ
た
。

鼻
仕
高
知
大
農
教
授

畑
幸
彦
(農

助
教
授
)
奈
良女
大
理
教
授

石
割
晒

太
郎
(化
研
助教
授
)
奈
良
女
大
理
教

授

大
西英
一
(教
養
助
教
授
)

併
任

京大
評
議
員

長
谷
川
浩
(農

教
授
)

京
大評
議
員

膏
山
秀
夫
(

経
研
教
授

京大
理
付属
火
山
研
究
施

設
畏

田
村
雄
一
(理
教
授
)

配
置
換

数
解
研
教
授
伊
藤
清
(理

教
授
)

昇
任

教
餐
助
教授

奥
田光
郎
(教

養
助
手
)

農
助
教
授

鈴
木
正
治

(農
助
手
)

工
教
授

渡
辺
信
淳

(工
助
教
授
)

併
任

教
獲
教
授

池
田
静穂
(農
教

授
)

教
餐
教
授

小
林
稔
(理
教

授
)

防
災
研
究
所
付
属
白浜
海
象
観

測
所
長

岩
垣
雄
[
(防
災研
教
授
)

防
災
研
付
鵜
潮
岬
風
力
実
験
所畏

石

崎
溌
雄
(防
災
研
教
授
)

工
付属
超

高
温
プ
ラ
ズ
マ
研
究
施
設
長
桜
田
一

郎
(工
教
授
)

龍
谷大
学
の
加
藤
童
一郎
君
が
不
幸
な
事
故

に
謂
遇
して
か
ら
、
も
う
四
十
九
日
の
忌
が
あ

け
よ
う
とし
て
いる
。
生
前
の
同
君
を
知
っ
て

い
た
の
でも
、
現
場
に
い
あ
わ
せ
た
の
で
も
な

い
私
であ
る
が
、
こ
の
事
件
を
そ
う
簡
単
に
忘

れ
さ
る
こと
は
でき
な
い。

新
聞
報道
によ
る
と
、
加
古
川
市
教
育
委
艮

会
の依
頼を
う
け
て
、
同市
の
兵
耀
県

営
平
荘
工業
用
水
ダ
ム工
事
に
よ
り
水

没
す
る古
墳
の調
査
に従
事
し
て
い
た

同
君
ら
は、
さ
る
五
月
四
日
午
前
五
時

半
、
そ
の日
の
測
勉
作
業
の
た
め
に
、
箱
舟
に

乗
っ
て
ダ
ム
を渡
ろ
う
と
して
いた
。
そ
の
箱

舟
が
転
覆
し
て
、
同行
二名
の
う
ち
、
重
い
測

蚤
器
具
を
宵
に負
って
いた
同
君
の
み
が
、
水

底
に
沈
ん
で不
帰
の人
と
な
った
。

こ
の
事
故
には
、
さ
ま
ざ
ま
な
偶
然
の
要
素

が
か
さ
な
っ
て
いる
。
し
か
し
、
も
し
高
価
で

も
私
物
で
はな
い測
嚇
器
具
を早
く
水
中
に
棄

て
て
い
たら
、
も
し
女
全
な
好
を
川
い
て
箱
舟

な
ど
に
乗
らな
か
,た
ら
、
も
し
作
業
開
始
を

八
時
ご
ろ
ま
でお
く
ら
せ
て
いた
ら
、
な
ど
と

い
う
人
があ
る
なら
、
無
償
冷仕
かア
ル
バ
イ

ト
同
様
の
条
件
で
調
査
に
参
加
し
て
い
た
学
生

に
は
、
そ
の
ど
れ
も
が
回
避
で
き
な
か
った
状

況
のよ
う
に
み
え
る
。

無
償
か
ア
ル
バ
イ
ト
同
様
の
条
件
と
書
い
た

が
、
そ
こ
に
最
大
の
問
題
が
あ
る
。
ま
ず
、
い

ま
の
日
本
に
は
、
開
発
工
事
の
大
規
模
化
に
よ

り
、
各
地
で
文
化
財
の
破
壊
が
お
び
た
だ
し
く

発
生
し
て
い
る
。
千
年
も
二
千
年
も
以
前
の
こ

と
は
わ
か
ら
な
く
て
も
よ
く
、
建
隅
記
念
日
な

ども
適当
に
作
って
し
ま
え
ば
よ
い
と
い
う
政

治
家
は
べ
つ
と
し
て
、
こ
の
文
化
財
の
破
壊
を

他
を
決
定
し
た
。
特
別
委
員
会
の答
申

内
答
は
(-
)
教
授
・助
教
授
・専
任

講
働
を
掌
長
逃
挙
の
有
資
格
者
とず

る。
(2
)
イ
、
第
一次
選
挙
で
候
補

者
十
五
人
(従
来
は
十
人
)
に
し
ぼ

や
。
ロ

第
二
次選
挙
以後
に
つ
い
て

脳卍u灘

発

交
通
情
報
案

工
室

内
に
新
兵
器

騒

交
通
響
制
と
交
通
情
報
案
内
に
電
子計

算
機
を
応
用
し
た
便
利
な
方
法
が
、
工

学
部
電
気
工
学
教
室
で
開
発
さ
れ
た
。

これ
に
取
組
ん
で
い
る
の
は
同
教
室
の

坂
井
利
之
教
授
と
長
尾
輿
助
手
。
交
通

マヒ
も
限
界
状
況
に
き
て
い
る
大
都
市

の遵
路
地
図
を
ば
ら
し
て
交
差
点
、
三

一差
路
、直
線
な
ど
の
多
く
の
要
素
に
分

・解
し
て
、
これ
を
非
常
に
コ
ン
パ
ク
ト

な
形
で職
子
頭
脳
に
記
憶
さ
せ
る
方
法

で
、す
で
に
尽阪
神
地
区
の
道
路
網
を

対象
に
ナ
スト
さ
れ
た
が
結
果
は
上
々

と
い
う
こ
と
であ
る
。
梼
報
サ
ー
ビ
ス

の
面
でも
、あ
る
地
点
か
ら
あ
る
地
点

に
行
き
た
い場
合
①時
間
的
に
最
も
は

や
く
②
で
き
るだ
け
安
い費
用
で③
最

一
一

つ
馴
甥
㎜

短
距
雌
で
③
景
色
の
よ
い
と
こ
ろ
を
通

って
ー
な
ど
の
違
った
質
問
に
も
、
常

に最
適
な
コー
ス
を
回
答
し
て
く
れ

る
。
し
か
し
実
用
化
の
点
で
、
複
雑
な

現
丘
の
交
通
環
境
を
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素

に表
現
す
る
デ
f
タ
の
作
り
方
が
今
後

の開
発
に
残
さ
れ
た
大
き
な
問
題
で
あ

る
。万

井
助
教
授
が
発
明

瞳
血
圧
の
連
続
記
録
"

一正鰭
醸
羅
鰻
翻
塑

を
発
明
した
。
従
来
の
血
圧
測
装
置

は
、
一回
の測
疋に
時
間
が
か
か
る
う

え
、
速
続
的
に記
録
でき
な
いこ
と
が

一欠
点
で
あ
った
が
、
こ
の
指
h
討
で

は
、
血
庁
の
連続
記
録
が
とれ
、
グ
ラ

的
に
詔
録
する
こ
と
の
でき
る
指
11司
}ホ
ー
ル
)
で
も
、
それ
ぞれ
午
後
六
時

半
か
ら
開
かれ
る
。

佐
古
氏
購
演ク
ク
ク
ク
ク
ク

「人
間
性
の
同
復
」

京
大
慕
教
共
助
会
主
催
の
講演
会
「

医学
部長

防
歯
科
、
歯
科
材
料
学
な
ど
。
臨
床
幽

科
と
し
て
咽
喉
外
材
r
関
連
し
た
も
の

や
補
縄
歯
学
が
あ
る
。

す
で
に
斌大
で
は
昭
和
二
十
五
分
に
医

学
部
薬
字
科
、
同
歯
学
科
と
し
て
、
文

部
省
に
申
謂
し
た
。
薬
学
科
は
薬
学
部

と
し
て
認
可
さ
れ
た
が
、
歯
学
科
は
昭

和
二十
八
年
、
大
学
設
既
基
準
法
案
改

定
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
腺
案
を
変
史

あ

る
大
学

生

の
死

小

林

行

そ
の
ま
ま
放
置
で
き
な
い
と
い
う
の
が
、
国
の

文
化
財
保
護
委
員
会
や
、
地
方
の
教
育
委
員
会

の
一致
し
た
行
政
指
導
方
針
で
あ
る
。
そ
こ
で

破
壊
に先
行
す
る
調
査
が
要
請
さ
れ
る
。
と
こ

ろ
が
調
査
に
あ
た
る
人
が
た
ら
な
い
の
で
あ

る
。た
し
か
に
B
本
に
も
珍
古
学
壱
は
相
当
に
い

る
。
た
だ
そ
の
ほ
と
ん
ど
全
部
は
教
職
か
家
業

に
つ
い
て
い
る
の
で
、
調
査
の
た
め
に
、
い
つ

でも
時
間
を
さ
き
ら
る
と
い
う
状
態
は
な
い
。

ま
た
人
夫
は
使
う
と
し
て
も
、
学
者
一人
で
調

査
が
でき
る
も
の
で
も
な
い
。
考
古
学
の
知
識

.
世深
み
も
、も
う
手

一国
の
届
く
と
こ
ろま
でや

っ
て
来
て
、年
中
浮
か

れ
っ
放
し
の我

黒々
板

族
の
心
が
ひ
とき
わ
落

ち
着
き
を
失
う
こ
の
頃
で
あ
る。
同
学

会
、
教
養
部
自
治
会
の
選
挙
戦
、東
大

戦
な
ど
の
「戦
い
」
が
、
戦
闘能
力
を

失
った
我
々
の
闘
争
本能
をか
き
た
て

、
消
耗
さ
せ
、
や
が
て
「戦
いは
ご免

だ
」
と
ば
か
り
に
、
海
へ
、
山
へと
追

い
や
る
▼
こ
の
イ
カ
レ
たお
喋
り
が
読

者
の
目
に
とま
る
頃
には
同学
会
の
代

議
員
、
教
養
部
自
治
会
の正
副
委
員
長

は
判
明
し
て
い
る
こ
と
と忠
う
が
、
小

選
挙
区
制
問
題
、
警
官
侵入
事
件
な
ど

我
々
の
闘
争
本能
を刺
激
す
る
に
充
分

な
状
況
の
中
で
行
わ
れた
今年
の選
挙

[戦
は
な
か
な
か
タ
イ
ムリ
ーな
も
の
で

團
具
体
的
討
論
な
さ
れ
ず

鮪
郵
灘
濃
縮
き

京
大
入
試
に
関
す
る
討
議
が
行
な
わ
れ

た
。
今
回
は
具
体
的
な
討
論
は
行
な
わ

れ
ず
能
研
テ
ス
ト
・推
劇
入
学か
ど
の

を
も
った
大
学
生
の
協
力
が
、
絶
対
に
必要
に

な
って
く
る
の
で
あ
る
。
文
化
財
行
政
の
諸
機

関
も
、
大
学
生
の
参
加
を
当
然
の
こ
と
と
認
め

て
い
る
。

開
発
工
事
に
先
行
す
る
調
倉
と
な
る
と
、
ど

う
し
て
も
期
日
の
制
約
を
う
け
る
。
そ
の
た
め

に
無
理
が
生
じ
や
す
く
、
凋
査
中
に
学
生
が
負

傷
し
た
と
い
う
例
は
、
か
な
ら
ず
し
も
ま
れ
で

は
な
い
。
し
か
し
死
に
い
た
う
た
の
は
、
お
そ

ら
く
空
前
の
こ
と
で
あ
ろ
っ。
「私
な
ら
こ
れ

を
殉
職
と
考
え
た
い
。

た
だ
加
藤
君
と
市
教
委
と
の
間
に
は

正
式
の
麗
庸
関
係
が
な
い
。
当
日
は
調

査
主
任
が
現
地
に
い
な
か
っ
た
から
、

雄

命
令
に
よ
る
行
為
と
は
認
め
ら
れ
な

い
。
本
人
は
大
学
な
い
し
学
内
研
究
会
に
た
い

し
て
、
こ
の
調
査
に
参
加
す
る
と
い
う
手続
を

ふ
ん
で
い
な
い
か
ら
、
そ
の
力
嘲
か
ら
の支
援

も
え
ら
れ
な
い
。
す
で
に
調
査
終
了
の
予
定
期

日
を
過
し
て
い
た
か
ら
、
事
欣
発
生
後
の
ダ
ム

の
庄
水
は
中
止
し
な
か
った
。
こ
う
い
う
弁
明

が
正
当
な
も
の
と
し
て
通
嘱
す
る
挙
り
、
今

後
、
文
化
財
の
調
査
に
参
聞
雪
る
人
学
生
は
、

ど
の
よ
う
な
点
に
庄
軟
す
へ
き
か
は
、
お
のず

か
ら
明
口
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
加
蒔
君
の

死
の
教
訓
か
ら
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
こ
と
を

学
ぷ
へき
で
あ
る
。
(文学
部
講
師
・
考
古
学
)

¢

塞
回
は
七
月
十
八
日

資
料
を
作
り
検
討
し
よ
う
と
い
う
段
階

で
と
ど
ま
り
、
次
回
七
月
十
八
日
に
こ

れ
ら
の資
料
嵐
も
と
に
検
討
す
る
こ
と

にな
った
。

な
お
大
阪
大
学
で
も
十
四
日
、
入
試

制
蓬

営
責

会
(蓋

長

赤゚
塗

四郎
学
長
)
を
開
き
四
十
二
年
度
入

学
試験
に
っい
て
、
①
推
関
入
学
の

④
制度
と
能
研
テ
ス
ト
の
結
果
は
利

用
し
な
いO
出
題
は
G
方
式
(新
教

育
課
程
恥業
の志
願
者
に
っ
い
て
持

別
の
措
置
をレ
ない
)
に
よ
る
③
入

試
科
目は
四十
一年
度
ど
お
り
と
す

る
が
、学
部
に
よ
り
細
鄙
を
検
討
す

る
な
ど
が決
め
ら
れ
た
。

W
・
J

・
プ
ラ
イ
ス
原
著

西
野

治
監
修

放

射

R
。L
・

マ
ーレ
ー
著

遠
藤雄
三
訳

見
大敦
授

岩
片
秀雄
署

石黒
葵
種
著

牛
田
富之

昊

教授

関

敏郎
著

東
大
講師

山
田
圭
一薯

線

計

則

原

子

力

電

波

・

改
訂

電

自

動

車

現

代

化

関
口

晃
訳

一

A
5

四
八
八
頁

一一

◆
◆
∂

価

二
三
〇
〇
円

工
学

入
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ヤ

通
信

工
学
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)

子

工

学

工
学
(-
)嘱
蜘

学

技

術

史
A
5
四
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頁

価
玉
0
0
円

A
5
四
五
〇
頁

価
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〇
〇
円

A
5
二
六
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頁

価

六
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〇
円
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ニ
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〇
円
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二
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頁
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〇
〇
円
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あ
っ
た
。
特
に
六
・
二
一闘
争
の中
で

あ
ら
ゆ
る
セ
ク
ト
を
排
し
て
立ち
上
っ

た
「掌
生
大
衆
」
(い
わゆ
る
「運
動
家
」

と
区
別
し
て
)
諸
君
の
エネ
ル
ギ
ー
は

一注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
▼
「統
一」
を

排
し
、
ジ
グ
ザ
グ
を
排
す
る彼
等
の
「

良
識
」
に
呼
応
し
て
、
「京
大
良
識
派

」
な
る
ダ
ル
ー
ブ
が
誕
生
し教
養部
自

治
会
委
員
長
選
挙
に
乗
り
出し
た
▼
ど

う
い
う
綱
領
の
も
と
で
彼
等が
行
動
し

ょ
う
と
し
て
い
る
かは
わか
ら
な
いが

、
「良
識
」
と
い
う
言
葉
から
類推
す

る
に
「過
激
な
危
険
物
」
はな
る
べく

避
け
て
「曹
良
な
る
」
紳士
淑女
諸
君

の
「良
識
」
に
任
せ
よ
う
と
いう
のだ

ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
の
「良
識
」を
結

集
し
て
問
題
を
「改
良
」
し
ょう
と
い

う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
「良
識
」な
ん
て

き
わ
め
て
主
観
的
な
モ
ウ
ロ
ウ
と
した

も
の
だ
と
忠
う
の
だ
が

▽
し
かし
、

従
来
の
「学
生
運
動
」
へ
の
反
動か
ら

こ
の
「良
識
」
に
魅
き
つ
け
られ
る
学

生
も
多
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か。
な
に
「

し
ろ
今
の
「学
生
運
動
」
ほ
ど
「非
良

識
」
な
も
の
は
な
い
の
だ
から
。
こう

擁
翻
雛
器
繊
㎜

 はなか
る
つ
か
。
こ
れ
を
【棚
肉時
の
一

椿
嶺
」
と
片
付
け
て
は
な
るま
い
と
思
一

う
の
だ
が

。

フ
ラ
ン
ス
語夏

期
講座

七
月
四
目
(月

)

開講

七
月
二
十
三
日
(土
)

まで

毎目

申
込み

受
付中

授業

時間

午
後
四時

～
八
時

初級

から

上級

まで

各ク
ラ
ス

視

聴

覚

講

座

摂業

科
一
期
分

兀
○
○
円

製項

御希
望
の方

は庁
記
へ
お
問
いA口
わせ

Tさ

い。

関
西
日

仏
学

館

京
都
東一

鷺話

(77
)

西
三〇

一

曇べ

齢
すセ

東立碧

馨写
難 つ
く

大末 青
河 年
内川 の

_書

男博!!

 

獄
青
年
に
訴
う

人
間
い
か
に
生
く
べ
き
か

豊
か
な
体
験
と
叡
知
が
訴
う
生
き
た
学
問
論
、
社
会
的
入
間
論
、
読

書
論
。
本
書
は
山
積
す
る
現
代
の
課
題
に
、
現
代
の
視
点
に
立
っ
て

取
U
組
む
た
め
の
〈ひ
と
つ
の
指
針
〉
で
あ
る
。
こ
れ
は
青
年
の
書
で

あ
り
、
大
人
に
は
自
覚
の
書
籔

青
年
に
訴
う

ー
学
問
の隻
賎
は蘭
争
で
ある
1

社
会
科
学
を
ど
う
学
ぶ
か

【
対
話
篇
】

青
年
と
学
問

人
間
と
社
会

人
生
と
読
書

(
編
集
責
飯
V

栄

翔

穴
河
内

博
一
男

細鉛豊山井大宋
野蛸 元璃 川
武償 一晴_
男一稔郎丸男博

10
万
部

突
破

/

大
増
刷

出
来

71
"

現
代
青
年
の
超
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

末
川
博
.
豊
崎
稔
他
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甥

鍵
階
め

輔瑚

A
・
ハ
ッ
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レ
イ
著

谷
崎
隆
昭
訳

B
6
・
6
5
0
円

文
明
の
危
機

す.欝
霧

わ
れ
わ
れ
に
現
代
民
主
主
義
の
危
機
を
自
覚
さ
せ
民
主
主
義
の
義
務
を
守
る
方

禦
を
示
す
好
書
.

全

国

一
斉

発

売

中

〃
"

B
6
・
2
8
0
頁

3
5
0
円
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大
学

自

治

の

始

源

的

契

機

☆
…
,☆
本
に
お
け
る
近
代
的
な

　
口
H
一
大
学
の
制
度
は
明
治
に

☆
,,.…
☆
な
っ
てか
ら
始
ま
って

い
る。
すな
わ
ち
明
治
新
政
府
が
、
幕

府置
轄
の
学校
(昌
平
校
・開
成
所
、

医
学
所
)
を継
承
し
て
、
大
学
校
、
開

成
掌
校
と
改称
し
た
も
の
が
、
わ
が
国

の
近
代
的
な
大
学の
そ
も
そ
も
の
初
ま

り
で
あ
る
.し
か
し
て
こ
れ
が
の
ち
に

東
京
帝
国
大
学
とな
り
、
今
目
で
は
東

京
大
学
と称
せ
ら
れ
てい
る
。
レ
か
し

維
新
政
府
の
大
学校
に
先
ん
じ
て
、
大

学
的
な
事
更
上
の役
副
を
幕
末
か
ら
明

治
初
年
に
かけ
て果
し
た
も
の
は
、
福

沢
諭
吉
の
慶
応
義塾
であ
る
。
そ
れ
は

の
ち
明
治
二
十
七年
に、
大
学
の
名
を

用
い
る
よ
う
に
な
っ
て今
日
に
及
ん
で

い
る
慶
応
大
学
であ
る。
この
ほ
か
、

明
治
十
年
以
降
に
な
っ
て、
専
修
学

校
、
明
治
法
裡
学
校
、イ
ギ
リ
ス
法
律

掌
校
、
東
京
導
門
学
校な
ど
が
創
殴
せ

ら
れ
、
何
れ
も
の
ち
に
総合
的
な
大
学

に
発
展
し
て
い
る
。
例
え
は東
京
専
門

学
校
は
、
明
治
三十
五
年
に
早稲
田
大

学
と
な
って
今
日
に
いた
っ
て
いる
.

し
か
し
て
早
・慶
では
そ
れ
ぞれ
の
立

学
の
精
神
と
し
て
、
ひ
とし
く
「学

の
独
立
」
を
主
張
レ
た
の
であ
る
が

明
治
八
年
に
発
足
し
た
同志
社英
学
校

は
、
す
でに
明
治
二
十
年
以
前
に
、

「良
心
に
充
満
し
た
自
治
自
立
の
人
民

を
養
成す
る
」目
的
を
も
った
大
学
た

ら
ん
と
し
て、
神
学
校
・理
科
学
校
等

を
併
設
し
て大
学
開
設
運
勤
を
試
み
て

い
た
。
し
か
し創
立
者
新
島
裏
の
皐
班

の
た
め
、
大
学
を称
す
る
に
い
た
った

の
は
明
治
四
十
五
年
であ
った
。

京
都
大
学
は
、
明
治
三十
年
に
二
番

目
の
帝
国
大
学
と
し
て
、翼
理
探
求
の

た
め
に
発
足
レ
た
も
の
であ
る
が
、
大

正
ヰ
聞
に
な
っ
て
唱
導
せら
れ
る
に
い

た
った
大
正
デ
モ
ク
ラ
;齢
の
魁
と
し

て
、
そ
こ
に
学
問
の
自
由
の
ため
の
大

隔学
目
治
論
が
展
開
さ
れ
る
に
い
った
す

π
墾

、
い
鑑

る
沢
聾
隻

慧

大

学

自

治

の

忍鍛

 

ほ必

須

条

件

し
か
し
、
大
正
か
ら
昭
和
の
初
期
に

か
け
て
の
大
掌め
「よ
き
時
代
」は
、

昭
和
十
五
年
眠
に
き
ざ
し
始
め
た
大掌

に
対
す
る
軍
閥
と
右
誕
の
圧
廻
†
渉
に

よ
って
脆
く
も
消
え
去
っ
て
、
河
上璽

滝
川
幸
辰
、
河
合
栄
治
郎
、
矢
内
原
忠

雄
等
の
話
教
授
が
相
次
い
で
学
外
に
追

放
さ
れ
る
事
件
が
頻
発
し
た
。
そ
し
て

棄
大
、
九
大
等
に
は
軍
人
の
総
長
な
ど

一が
出
現
し
た
。
こ
の
よ
う
な
大
学
の
肖

落
は
中
国
慢
略
戦
争
に
お
い
て
極
ま
っ

た
の
で
あ
る
が
、
昭
和
二
十
年
の
敗
戦

を
契
機
と
し
て
戦
佼デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の

求

め
ら
れ
る

べ

3

条が
あ
り
、
ま
た
第
十
四
粂
の
平
尋

擢
、第
十
五
束
の
収
治
的
輪
利
、
第
十

九条
の思
想
と
艮
心
の
臼
由
樫
、
第
二

十
一条
の
表
現
の
目
由
桶
専
の
基
本
的

人
権
の
硝
規
定
も
、
当
然
に
大
学
の
自

治
の
援
慶
的
役
刮
を
果
す
へき
も
の
で

あ
る
こ
と
は
貰
言
を
畏し
な
い
と
こ
ろ

であ
う
つ。

か
く
し
て
、
総
論
的
な
「教
育
幽
本

法
」
(昭和
二
十
二
年
三
月
)
と
、
そ

の各
論
の
一
つに
当
る
「学
校
教
育
法

(同樹
に昭
和
二十
二年
三
月
)
が
制

定
智
られ
た
の
で
あ
る
が
、
教
育
基
本

法
にお
いて
は
憲
法
に
従
って
教
育
の

自
主
性
と學
間
の
目
由
を
駆
って
、
教

育
が
不
当な
支
配
に
服
す
へき
も
ので

き

鰐
灘
鋸
縫
韓
雛

鼠
簸
磯
詔
∂鰭
墜
鋸
姦
躍
雛
難
勃蝿

羅
鑛
謀
鞭
撒辮講
聯齪闘鍮
鵯
曝
樂
蓑
凝

け
る
目
治
を
も
必
豊
と
す
るも
の
でな

外
法
権
の場
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な

ま
り
大
学
が鐡
法
則治
外
法
杭
の
場
所

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
註
つ
ま
でも
なく

い。
た
だ
今
回
の
一暴大
事
付
の
場
合
の

で
な
い
と
欝
つ
こと
を
M刃
し
て
い
る

学
生
を
狩
別
極
力
関
係
下
にあ
る
も
の
如
く
に
、
治
外
法
移
の
場
所
で
な
い
こ

こ
と
に
通じ
る
もの
で
あ
る
。

と
考
え
て
伝
遣
す
る
こ
とほ
ど
封
建
的

と
を
U
実
に
し
て
警
察
梅
刀
が
、
不
当

大
学
国
治
の
一前
提
しじ
て
、
大
字

な
愚
行
は
す
く
な
い
であ
ワつ
つ・
文
都

不
法
に
か
つ
ま
た
礼
儀
に
反
し
て
大

人
は
須ら
く先
ず
目
ら
の
襟
を
正
し
て

省
や
学
部
人
事
等
に
つ
い
ての
学
部
教
一構
囚
に
侵
入
す
る
こ
と
は
断
じ
て
訂
さ
お
ご
ら
ず
、か
つ
罹
刃
.金
力
.泌
刀

授
会
の
自
治は
舶ん
ど絶
対
で
あ
ら
ね

れ
な
い
。
要
す
る
に
、
必
要
不
可
欠
な
等
の誘
患
を
断
乎
と
し
て
斥
け
る
へき

一事
は
、
大
学
が
憲
法
の
支
配
の
下
に

で
ある
、そ
れ
は
人
掌
目
治
に
紹
対
に

は
な
ら
な
い
が
も
これ
を
ぬ
な
　
ガ
　

魁難

灘
難

鱗

雛
難
膿励難て難
霊

究
筍
だけ
でな
く
同
じ
く
研
死者
た
る

学
生
、更
には
事
務
冒も
、
す
へて
の

大
学
関係
者
の参
加
す
る
こと
が
最
も
一

妥
当
で
あ
ろう
.
教
授
等
の代
麦
者
と

学
生
の
代表
者よ
り
なる
全
学
協
議
会

の
如
き
機
関を
設置
する
こと
も
、
高
}

度
の
大
学
目
撤
のた
めに
は
人
いに
必
一

襲
で
あ
う
つ
。
太
学は
、か
く
の如
く

に
し
て
始
め
て
、
新
励
嚢先
生
の
いわ

ゆ
る
「自
瘡
自
由
の
饗
風
が
常
に吹
い

て
い
る
」
掌
肘
的
状
態
を
俣馬
でき
る

の
で
あ
る
。
日
本
国
無
法は
実
に
この

稠
の
大
学
臼
浴
を
要
罰
し
て
い
る
の
で

あ
って
、
そ
こ
に
於
て
こ
そ
始
め
て
す

べ
て
の
学
生
を
曳
理
払
求
の
道
に
遙
』

せ
し
め
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
の
で
あ
一

"大

学

自

治

"

…

三

三
一三

一一=

.

・一一
二

胃.
の・

官

僚

主

義

的

文

教

政

策

と
、)て
、
佐
々
木
惣
一博士
等
の
奮
闘

努
力に
よ
っ
て
、
「制
度運
用
上
の
規

徳
と
し
て
の
大
学
自治
」を
護
得
す
る

に
い
た
った
。
時
の
文
相は
奥田
義
人

で
あ
った
。
当
時
制
度
上認
め
ら
れ
て

い
な
か
った
大
学
の自
治は
か
く
の
如

く
に
し
て
東
京
大
掌
等
にも
及ぷ
こ
と

に
な
った
の
で
あ
る
か
ら
、京
都
大
学

の
功
頼
は
ま
こ
と
に
大
で
あ
ると
営
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
官
私
大
学
の箆

別
を
撤
麗
し
た
の
は
大
正
七
年
の大
学

令
で
、
乙
れ
は
早
稲
田
大
学
の経
営
書

大
隈
重
悟
を
首
班
と
す
る
大
隈内
閣

(高
田
文
相
)
の
大
学
政
策
のお
か
げ

で
あ
り
、
こ
こ
に
実
学
主
義
の
私
大
の

ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
化
が
始
ま
っ
た
次
第
で

あ
る
。

一一:

,

強
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
諸
々
の
大
学
管
理
政
策

時
代
が
訪
れ
て
、
再
び
大
学
興
隆
の
時

犠
を
迎
え
得
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
昭
和
二
十
一年
十
一月
三

日
に
制
足
さ
れ
た
自
由
と
平
和
の
「日

本
国
憲
法
」
に
よ
って
、
大
学
目
治
の

根
本
原
則
が
規
定
さ
れ
た
の
が
、
そ
の

き
っか
け
を
つ
く
って
い
る
。
日
本
国

【篠
法
二
十
三
条
に
は
「学
問
の
自
由

は
、
こ
れ
を
保
障
す
る
」
と
あ
っ
て
、

「簸
法
上
の
大
学
目
治
」
が
始
め
て
認

め
ら
れ
る
に
い
た
った
か
ら
で
あ
る
。

か
く
し
て
大
正
の
初
め
に
獲
得
さ
れ
た

「制
度
還
用
上
の
大
学
自
治
」
が
質
的

に
高
め
ら
れ
、
従
って
ま
た
賃
的
に
も

拡
げ
ら
れ
得
た
の
で
あ
る
。
こ
の
第
二

十
三条
と
の
関
遅
に
お
い
て
教
膏
の
機

会
均
等
と
糧
利
を
規
定
し
た
第
二
十
六

な
い
こと
を
満
ら
か
に
規
定
し
、
ま
た

これ
を
基
本
と
し
て
学
校
教
青
法
は
、

五十
二
条
で大
学
が
学
術
の
中
心
的
地

位
泥
る
べき
教
育
機
閥
で
あ
る
こ
と
を

定
十
め
し
か
し
て
六
五
条
で
大
学
院
が

学
術
の深
興を
究
む
べき
学
問
の
府
た

る
べき
こと
を
定
め
、
似
て
夏
理
探
求

の
場
た
る大
学
の
精
神
が
か
く
の
如
き

学
問
の自
由
のた
め
に
大
学
の
自
治
を

必
畏
と
す
る
こと
牽
さめ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
のよ
う
に
学
問
の
自
由
を
本

旨
と
す
る
「憲
法
所定
の大
学
自
治
」

が
、
か
っ
て
の
「制
展
遡
用上
の大
学

の
自治
に
較
へ
て
、
遥
か
に
より
高
度

の
も
の
で
あ
り
、
か
つあ
る
べき
も
の

で
あ
る
こ
と
は
雷
を
ま
たな
い
。す
な

わ
ち
そ
れ
は
、
人
事
な
ど
に
つ
い
て
教

●●O

る
。
も
ち
ろ
ん
、
翼
理
掠
求
に
不
適
搭

の
掌
生
に
は
退
学
の
道
が
用
意さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.
し
か
し
「学

生
禰
導
」
な
ど
と
酋
う
君
葉
は
大
学
概

念
な
る
も
の
に
一致
せ
ざ
る
発
想
に
出

つ
る
も
の
た
る
に
す
ぎ
な
い
。

大

学

自

治

と

憲

法

自
民
覚
収
権
、
殊
に
池
田
内
閣
に
お

い
て
強
化
さ
れ
る
に
い
た
った
請
々
の

大
学
管
理
以
鎌
(き
わ
め
て
手
の
込
ん

だ
大
学
格
差
主
義
・学
長
学
部
長
等
の

裾
限
強
化
と
格
蕊
的
符
遇
・学
生
自
治

に
対
す
る
嵌
った
補
導
と
圧
廻
等

)々

は
、
す
べ
て悉
く
大
掌
と
窓
法
所
定
っ

大
学
自治
の
破
壊
を
目
的
と
し
た
官
僚

〈は
じ
め
に
〉

今
回
の
嘗
顕
問
題
は
す
で
に
終
った

と
いう
見
解
が
一那
に
あ
る
。
あ
る
い

は
大
学
当
局
が
事
態
を
収
拾
し
、
臼
治

は
守
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
見
解
が
一

一部
に
あ
る
。
し
か
し
依
然
と
し
て
捜
査

が
続
さ、
文
相
ら
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な

発
言
が
な
さ
れる
な
か
で
、
事
態
が
か

く
も
簡
単に
終
爆
す
る
程
、
旋
力
の
攻

撃
は
一時
の
エピ
ソ
ー
ド
だ
った
の
だ

ろ
う
か。
しか
し
そ
れ
に
し
て
は
こ
こ
一カ
月

間
の
攻
照は
あ
ま
り
に
執
拗
で
あ
り
、

深
く追
求
さ
れ
てい
た
。
そ
し
て
い
ま

も
なお
、表
面
に
は
現
わ
れ
て
い
な
い

が
、深
く
潜
行
す
る
攻
聡
の
不
気
味
さ

が
、
数名
の学
友
に
対
す
る
私
服
の
尾

行
と
証言
強
要
の追
求
、
或
い
は
泉
大

の
隅
を々
シ
ラ
ミ
つぶ
し
に
次

と々
調

べ
上げ
て
行
く
過
程
の
中
に
み
ら
れ

る。
一

.…ご

一F

一甲

我
々
はも
つ
一度
婦
況
を
把
握
し
直

し
、
我
々
が
埠
りれ
て
いる
ゼ
臥
を
っ

き
つ
め
ね
は
なら
な
い。

〈
「大
学
自
虐
」
の蟹
父
的
意
味
〉

か
って
62
算
福
田内
閣
は
「大
学
は

芭
命
の
場
に
乱
川さ
れ
て
い
る
」
と
し

て
、
大
学
智
押
法
とし
て
提
起
し
た
.

そ
れ
は
「大
学自
治
」を
、
政
治
的
臼

由
・政
治
的
民
t
」域
(患
想
8
諭
の

自
由
も
含
む
)
と
、大
学
管
理
体
制
の

問
題
に
分
離
し
、前
首
は
自
治
を
乱
び

も
の
と
し
て
切
り捨
て
、後
ξ
の
脚化

こ
そ
大
掌
の
自
治
強化
とし
て
提
起
し

た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
か
ら
「大
学
の
冒
樹
」問
題

は
新
た
な
展
聞
を
と
げ
る
事
と
な
っ

た
。
何
故
な
ら
戦
後
日
本
の大
学自
治

は
、
そ
の
形
成
、
確
立
、定
蕾過
程
か

ら
し
て
、
「教
授
会
自
禰
」
と
いう
大

学
の
も
つ
一定
の
"社
会
的
竹
梱
"

が
、
学
生
自
治
活
吻
、
あ
る
いは
大
学

知
識
人
の
政
治
的
言
駒
に
み
られ
る雌

治
活
勤
ー
政
治的
目
由
と
民
k
主
義還

動
に
支
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
戦

後
の
一般
民
主
上
旗
(帝
]
と
説的
反

動
と
対
抗
レ
た
)
の
重
畏な
権
鳳
要
素

と
じ
て
存
仕
し
た
と
ころ
に
そ
の筋
徴

が
あ
った
。
そ
れ
が
こ
の
と
きか
ら
、

産
学
共
同
な
る
独
占
の
饗求
を
蜆
つ人

㎜
躍属

墾
醐

II

卍゚

　
前 衛
7月号

「か
れ
ら
には
、

B
本
が
高
度
に達

し
た
箕
本
主
覇
国

で
あ
る
と
い
う
分

析
が
よ
り
く
、
ま

た
半
封
建
的
残
存
物
に
た
い
す
る
過
大

評
価
が
あ
り
、
そ
の
た
め
、
ア
メ
リ
カ

帝
国
主
説
と
日
本
独
占
籔
本
の
経
済
的

支
配
を
打
破
す
る
政
策
が
あ
り
ま
せ

8

　学
への
追
求
が
、
文
部
省
に
よ
る
天
学

管
理
と
し
て
提
唱
さ
れ
る
に
及
ん
で
〃

教
授
会
自
治
"
は
目
大
協
-
大
運
協
に

幕

垂

く
そ
れ
を
代
質

た

だ
形
Aに
お
い
て
〃自
治
"
を
宅
張
す

る
"特
稔
"
へ
と
転
化し
た
。
そ
こ
に

は
学
生
運
勤
の
後
退
と
大
学
知
識
人
の

掴
出
内
闇
と
の
ゆ
盛
が
、
民
ヒ
ま
義
U

議
会
制
k
よ
々
義
11
国
艮
生
拓
の
飯
短

全学防衛委員会設立を
真の大学 自治を守りぬき創生するために

夫康本
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三
度
警
官
問
題
に
つ
い
て

大
学
の
自
治
と
そ
の
課
題

:
帽…

五
・二
五
事
件は
、十
一日の
学
反

木
当
遠
捕
を
契
機
に
大き
な
転
換点
を

迎
え
、
更
に
予
測
さ
れ
る
今後
の
学
友

逮萎

蕾
めて
発
廉

で
の
新
た
な
る
闘
争
隠還
勧
方
針
が
模

索
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い。
二十
一日
の

教
養
部
、
文
学
部
、教
育
学科
の
ス
ト

ラ
イ
午
は
、
学
異
に
、
一定
の
末
当

逮
捕
に
対
す
る
抗
議
の
意
志
の、
外
的

器
勢
じ
て
把
鯉
さ
れ得
る
成
巣
を
収

め
え
た
と
し
て
も
、閥
題
は
単
に
極
面

的
な
闘
釜

現
象
の
皮
相婆
霰
と
、

そ
こ
か
ら
生
ず
る
楽
天的
主
儀
的
展
蔓

の
先
販
り
と
い
う
陥
鐸に
落
ち
い
って

し
ま
う
ζ
と
を
、
如何
に防
止
し
、
官

厳
の
以
後
の
弾
圧
に対
応し
、
大
掌
独

自
の
権
力
の
高
位な
保掬
と自
治
を
創

出
し
て
い
く
か
と
いう
こ
と
にあ
る
.

墨
なる
"僧
の
調
争
戦
術に
よ
っで
切

り
闘
か
れ
た
状
況
に、
安
易に
身
を
委

ね
る
こ
と
で
は
五
・
「笈
事
件
は
淡
し

て
解
決
さ
れた
こ
とに
は
な
らな
いし

事象
の
本
賀
の
根源
的
な
摘
出
を
望
み

う
る
地
点
で
の
、
高
々
自
己
の
幻
想
に

自
己
目身
が
行
助
す
る
こ
と
で
も
っ
て

現
実
的
保
証
を
担
い
得
る
と
い
う
こ
と

に
す
裏

い
。

二
十
一日
三
学
部
ス
ト
ラ
イキ
は
、

以
上
の
よ
う
な
意
殊
で
、
決
し
て
満足

す
る
の
に
足
り
う
る
よ
う
な
も
の
では

な
か
った
し
、
更
に
、
明
き
ら
か
な
こ

と
は
、
立
命
館
大
集
会
の
局
面
にお
い

て
露
呈
レ
た
と
こ
ろ
の
現
同
学
会
執
行

郎
と
教
獲
部
自
治
会
常
任
委
員
会
の
、

あ
ま
り
に
餓
舌
す
ぎ
た
政
治
的
組
織的

な
セ
ク
ト
主
義
の
無
効
性
で
あ
り
、
こ

の
地
点
で
、
一般
大
衆
学
生
と
の唯
一

の
接
点
で
あ
った
「警
冨
学
内
慢
入
」

問
題
を
も
消
滅
さ
せ
よ
う
と
レ
κ超
無

感
覚
的
痴
果
性
で
あ
った
の
で
あ
る。

二
十
一日
ス
ト
ラ
イ
串
が
単
な
る
学
友

逮
捕
に
対
す
る
抗
議
憲
志
の
外
的
表
現

形
態
に
と
ど
ま
り
得
な
い
喪
因
を
顧
憾

す
る
な
ら
は
、
二
十
一'日
ス
ト
ラ
イキ

は
明
自
に
失
敗
で
あ
った
し
夏
休
み
に

入
ろ
う
と
す
る
税
在
、
如
何
な
る
閻
題

意
識
を
醸
或
し
、
そ
れ
を
持
続
さ
せ
て

行
く
の
か
と
い
く
こ
と
が
固
わ
れ
ね
は

な
ら
な
い
し
、
そ
れ
は
究
極
に
は
、
大

学
目治
の
再
構
藥
と
理
念
の
創
生
と
い

う
地
平に
ま
で必
然
的
に
到
達
す
る
も

の
であ
り、
そ
れ
を
如
何
に
組
織
的
に

保
趾
し
、集
約
し
て
い
く
か
と
い
う
こ

と
が追
求
さ
れね
は
な
ら
ない
の
で
あ

る
。

ニ
マ

ニ十
一日
を
頂
点
と
し
た
警
菖
構
内

立
入り
問
題
に
対
す
る
協
議
闘
争
は
終

罵
した
か
のよ
う
に
見
え
る
け
れ
ど
も

事
件
の
本
質
が
も
た
ら
し
た
京
都
府

瞥
の
介入
と
、
更
に
は
文
部
岱
、
検
祭

岸
の
介入
と
あ
い
ま
って
、
事
件
が
現

在
の段
階
に
と
ど
ま
り
え
な
い
ご
と
を

明
確
に現
出
さ
せ
た
も
の
と
し
て
、
八

月
の
馬
場
検
耶
総
長
の
発
言
が
あ
る

し
、
これ
を
甲心
軸
に
据
え
つ
つ
、
大

学
は
直
接
攻
畢
を
行
な
お
う
と
す
る
今

後
の京
都
府
警
の
助
向
は
概
陥
、
想
定

さ
れ
う
る
と
い
え
る
。
と
す
る
な
ら
ば

今
後
引
き
起
さ
れ
よ
う
と
す
る
箏
象
の

連
続
的な
把
握
と
、
こ
れ
に
如
何
に
大

学
当
局が
対
応
し
、
学
生
一人
一人
が

対
応し
て行
く
の
か
と
い
う
こ
と
は
非

常
に
1天
な
意
味
を
持
つと
ハわ
ざ
る

を
得な
い。
何
故な
ら
ば
、
例
え
は
す

で
に
、
大
学
職
員と
五
月
二十
五
日
事

件
現
場
に
い
た
学
生
の
証
醤
喚
問
が進

行
し
つ
つ
あ
る
から
で
あ
り
、
証
君
そ

の
も
の
が
意
味す
るも
の
が
事件
に無

関
係
で
あ
る
と
い
う
主
彊
が
認
めら
れ

な
い
ば
か
りか
、
証
苫
と
い
う
行
為
そ

の
も
の
が
、
行
潟
さ
れ
る
点
に
お
い

て
一つ
の
事
件
の
嬰
件
を
認
め
る
こ
と

と
な
り
、
事
件
の
一構
成
関
与
と
し
て

く
み
こ
ま
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
ある
。

十
三
日
の
総
長
団
交
で
確
認
され
た
証

言
、
捜
査
の
一切
の
拒
臼
と
い
う
扇項

は
、
わ
る
く
と
も
学
生
部
長
と
、
総
長

の
み
で
あ
っ
た
し
、
如
何
な
る
蹴
員
、

学
生
の
態
度
決
定
と
し
て
あ
る
も
の
で

は
な
か
っ
た
。
二
十
一日
ス
ト
ラ
イ
キ

で
足
毅
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
抗
謡
慰
志
の

内
部
か
ら
切
り
崩
さ
れ
る
危
険
性
は十

分
予
想
さ
れ
る
し
、
こ
の
一例
か
ら
見

て
も
、
も
は
や
事
件
の
本
質
が
「慣

行
」
と
い
っ
た
問
題
で
は
包
摂
さ
れ
得

な
い
領
域
に
ま
で
深
北
し
た
こ
と
を
示

す
に
十
分
で
あ
ろ
う

大
学
人
一人
}人
が
現
¢
、
翼
に
自

問
し
な
け
れ
は
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
自
己

が
「大
学
」
と
い
う
場
を
離
れ
た
場
合

に
、
果
し
て
霞
己
の
生
活
領
域
の
申
に

お
い
て
も
「大
学
目
治
」
を
思
惟
し
、

あ
る
い
は
冨
繰
の
学
内
慢
人
に
反
対
し

得
る
か
と
い
う
、
自
己
が
依
細
す
る
論

拠
と
、本
質
的
な
反
対
意
志
の
猛
盤
を

持
ち
縛
、
ま
た
形
成
し
う
る
か
と
い
う

こ
と
であ
る
。
現
突
か
ら
規
定
さ
れ
る

自
己
の
立物
と
、
観
念
的
自
己
幻
想
と

か
ら
生
じ
る
軋
鞍
の
な
か
か
ら
、
果
し

て
、大
学
目治
を
維
存
し
続
け
る
こ
と

の
でき
る
強
圓
な
思
想
は
見
出
し
つる

か
と
いう
こ
と
であ
る
。

:
三
・

大
学
目治
や
一つ
の
理
忘が
、
い
わ

ば
先
験
則に
所
与
のも
のと
し
て
、
す

でに
目己
の眼
前
に
物
質
と
し
て
認
識

さ
れう
る
も
のと
し
て
は
沢し
て
あ
り

掲
な
いこ
と
は
、
こ
の
五
・二
五
事
件

を
引
き
あ
いに
出
す
ま
でも
な
く
明
確

な
事
笑
と
し
て
認
め
ね
ば
な
る
ま
い
。

だ
が
し
か
し
一艮に
自
己
の
観
念
的
幻
想

が
現
笑
的
物
質
体
と
し
て
、
ま
さ
し
く

あ
ら
ね
は
な
ら
ぬ
「当
為
」
の
も
の
と

し
て
の存
位
が要
舗
さ
れ
る
時
、
自
己

の行
為
り規
笑
的
意
昧
と
行
為
が
現
笑

に作
用
化
する
重
大
な
意
毅
を
、
自
己

は
苦
し々
く
も
思
い
か
え
さ
n
は
な
ら

ぬ
とい
う
経
験
のい
く
た
ぴ
か
を
現

笑
の
生
活
の中
に
見
出
さ
ね
ぱ
な
ら

ぬ
。二十
一日
の
スト
ラ
イ
キ
に
よ
り
反

糧
力的
な
慰識
がよ
り
尖
鋭
化
さ
n、

あ
る
い
は
学
内
民
主勢
力
の団
結
と
協

同
は
一層
密
接
と
な
り
、
二
十
一日
ス

ト
ラ
イ
キ
は
勝
ち
と
ら
れ
た
な
ど
と
い

う
楽
天
痴
果
主
淡
者
の
不
毛
な
餅
舌
と

は
す
で
に
無
縁
の
地
点
に
問
題
の
本
質

は
あ
る
。
現
契
の
規
制
す
る
自
己
の葡

拮
と
M
場
と
を
解
き
ほ
ご
す
も
の
は
、

唯
一絶
対
の
自
己
以
外
に
あ
り
得
な
い

し
、
そ
れ
故
に
こ
そ
、
自
己
は
五
・二

五
導
件
の
本
質
の
核
心
を
、
自
己
の
思

想
釦
域
の
中
で
、
あ
る
いは
拡
大
の中

を
想し
て
の
把
握
が
必
嬰
と
され
る
の

で
は
な
い
か
。
「確
笑
厄
現実
把
握
」

と
い
う
こ
と
は
の
、
裏
の
慧
味
にお
け

る
限
り
、
絶
対
に
確
笑
な
現
実
把
握
と

い
う
も
の
は
、
ま
さ
し
く
自
己
幻
想
と

の
か
い
腱
に
他
な
ら
な
い
し
少
な
く
と

も
目
己
目
身
に
対
し
て
賀
任
の
とれ
る

意
見
の
み
を
言
葉
を
媒
介
に
語
づ
う
と

す
る
と
き
、
現
笑
的
朱
解
決
状
況
の
渦

中
に
自
分
自
身
が
介
入
す
る
こ
と
を
も

って
、
内
的
矛
盾
の
外
的
解
決
を
図
る

も
の
で
あ
って
、
そ
こ
に
生
す
る
ハ三

的
直
親
を
統
覚
的
な
意
識
に
ま
で
昇
傘

さ
せ
て
い
く
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

そ
の
意
味
に
お
い
て
、
全
大
学
人

(職
員
、
教
冨
、
総
長
)
の
、
大
学
目

治
と
理
念
を
主
題
と
す
る
全
掌
テ
ー
チ

・イ
ン
を
行
な
う
こ
と
を
提
唱
す
る
。

と
政
冶
のル
ー
ル
ー1
民
主
1
義
の
個
別

間
題
化
11
高
度
或
長
と
域
治
梅
造
の
近

代
化
(二官
樋
機
構
の晃
成
)
と
い
う

日
本
資
本
主
揚
国
家
の
新
た
な
国
民
的

幻
想
を媒
介
に
雌
行
し
、
そ
れ
を
大
学

自
身
が
技
術
L樋
、
経
験
1
義
-
生
産

力
恐想
でも
って
国
累
目
独
占
故
策
と

の績
台と
し
㍉
止
め
.0
過
程
か
あ
っ

た
。

3

乙:
,

ん
。
アメ
リ
刀資
本
と
日
本
独
占
資
本

の
人
民的
統
制
、
国
有
化
へ
の
移
行
の

問
題
はま
った
く
提
虐
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
(中
略)
か
nら
が
、
高
度
に
発

達
し
た資
本
主
義
團
、
日
本
の
革
命
を

新
し
い人
民
の民
主
王
輔
単
命
か
ら
社

会
主
義
革
命
へと
想続
地
に
発
振
し
て

い
く
展
整を
も
つも
のと
し
て
、
正
確

に
っ
か
ん
で
いな
い
こ
と
のあ
ら
わ
れ

です
。
」

こ
れ
は
縫造
改車
派
の代
々
木
派
擬

制
副
衛
覚
に対
す
る
批
判
で
は
な

い
。
「前
衛」
(口本
共
産
覚
申
央

委
員
会
理
論
政
治品
)
七
ロ72
"反
党

教
条
軍
義
者
の本
1嵐と
需
埋
"と
題

す
る
下
司
順吉
の論
文
に載
って
い

る
一節
て
あ
り
、最
近
、表
面
化
し

て
き
た
日
共
の内
部
分
饗
に関
す
る

解
放
戦
線
派
(親中
共
派
)
への
宮

顕
・代
々
木派
の喧
瞳状
な
ので
あ

る
。
さら
に
「主
緊打
攣
の
方
向
」

論
に
君
及
して
次
の
よ
う
に
述
へて

い
る
。
す
なわ
ち
、
「平
和
、
独

立
、
民主
主
義
の
徹
底
、
人
民
全
体

の生
活
を
向
上
さ
せ
る
全
人
民
的
課

題は
、日
本
の
杜
会
経
済
礎
蓮
か
ら

し
て
、論
埋
卵
に
も
、
実
践
則
に
も

闘
箏
の
一定
の発
綴
放
哨に
お
い

て
、
日
本
の独
占
實本
の
政
治
的
、

経
済
的支
配
に対
す
る
全人
民
的
な

闘
争
集
甲
せざ
る
を
え
な
い
」
と
い

う
看
目
圧
次郎
の言
炎を
例
に
あ
げ

て
、
「日本
の
独
占
寅
本
を
中
心
と

す
る
反勤
拗力
を
打
例
す
る
闘
争
そ

れ
自
身
の
中
に
アメ
リ
カ
帝
国
主
義

と
の
択
定
的な
闘
争
をみ
る
と
いう

立
場
こ
そ
が、
革
命
国、
弁
証
法的

な
立
崩
であ
る
」
と
す
る
解
放
戦
線

派
の
視
慮
を
"誤
て
る
主
要
打
離
論

の
閲
執
"
とし
て己
の右
に
も
左
に

も
(無
鯖
、そ
れ
は
彼
辱
一流
の
自

己
論
理
に
よ
っ
て、
そ
う
醤
え
る
の

か
も
知
れ
ぬ
が)
断誰
を
下
す
の
で

あ
る
。
か
く
て
「い
く
ら
口
先
で
ア

メ
リ
カ
鵜
国
ユ
義
の
支
配
を
打
破
る

と
い
♪て
も
、
実
際
に
は
佐
藤
以
府

だ
け
が
人
民
の
敵
と
な
り
、
「
一つ

の
敵
」
論
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
帝
国

主
義
を
免
罪
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
、
日
本
反
勤
、
佐
藤
域
府
と
闘
う

力
を
も
弱
め
て
し
ま
う
」
と
い
う
彼

等
一流
の
「二
つ
の
敵
」
論
が
出
て

く
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
ア
メ

リ
カ
幣
国
多
義
と
目
本
反
動
、
佐
藤

政
府
と
い
う
言
葉
を
い
れ
督
え
て
み

れ
ば
ど
つな
る
の
か
。
ま
さ
に
反
日

共
マル
ク
ス
じ
義
者
が
擬
制
前
衛
・

日
本
共
産
覚
に
対
し
て
、
過
去
一貫

し
て
批
判
し
て
き
た
、
日
共
の
〃鬼

潜
米
英
"
式
発
想
に
よ
る
誤
て
る
民

族
モ
義
枇
刈
の
苫
葉
と
な
る
の
で
は

な
い
か
。
学
牛
逼
動
に
限
定
し
て
言

え
ぱ
、
三
十
ヒ
年
秋
、
全
国
の
大
学

で
大
鷲
法
闘
争
が
取
組
ま
れ
て
い
る

爆
中
、
一横
田
基
地
へ
行
こ
う
一と

呼
び
か
け
、
学
生
還
勤
の
分
断
を
図

った
の
は
、
日
共
子
飼
い
の
民青
・

統
「派
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
「学

校
の
便
所
に
ト
イ
レ
ソ
ト
ペ
ー
パ
ー

が
無
い
の
も
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
が

悪
い
か
ら
だ
」
い
う
論
法
を
行
っ
た

の
も
民
費
で
は
な
が
っ
た
の
か
。

が
、
と
も
か
く
、
終
焉
せ
る
擬
制
は
今

な
お
擬
制
の
ま
ま
に
、
ブ
ヨ
ブ
ヨ
と
肥

大
し
つ
つ
あ
る
よ
、つ
だ
。
そ
れ
故
、
彼

等
は
自
己
以
外
の
者
を
自
己
以
外
の
者

の
言
某で
断
翠
し
は
し
て
も
、
決
し
て

己
れ
の
言
葉
で
語
り
は
し
な
い
の
で
あ

る
。
と
い
う
よ
り
、
彼
尋
に
は
己
の
言

葉
な
ぞ
、
始
め
っか
ら
創
造
し
え
な
い

の
か
も
知
れ
な
い
。

ま
し
て
や
、
「日
本
の
置
国
主
義
復

活
と
反
吻
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
と
題
す

る
誌
上
匿
談
会
の
中
で
、
ニ
イ
チ
ェ

の
思
想
は
ケ
シ
カ
ラ
ン
、
ベ
ル
グ
ソ

ン
も
ケ
シ
カ
ラ
ン
、
西
田
幾
太
郎
も

〈
権力
介
入
と
「大
学
自
治
」
〉

だ
が
そ
つし
た
幻
想
が
解
体
す
る
と

共
に、
大
学
の矛
穏
は
激
化
し
、
支
配

階
級
をし
て
治
加簡
題
の
焦
点
と
ムわ

せ
し
め
る
地
点
に
血
って
い
る
。
母
大

闘
争
し
か
り
、
横
国
大
闘
無
し
か
り
で

あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
闘
躯
は
官
僚

的狩
杜
化
し
た
「教
授
会
目
治
」
と
対

抗
し
て個
別
的
で
は
あ
る
が
敏
底
し
た

民
宅
⊥義
の闘
争
と
い
う
内
容
を
も
っ

た
の
であ
る
。
ま
さ
に
そ
の
時
本
来
の

椛
刀
が
、
「教
授
会
目治
」
の
形
式
的

存
統
の
〃弱
さ
"を
楠
伐
し
て
人
学
の

中
に
公然
と
奪
勘し
てき
た
ので
あ
る

　

。
卑
入
へ
の機
勤
隊
栴
八し
か
り
。
あ

る
いは
前
田
一か
ら
仏
躁、
永
山
、
石

井
、中
村
に
か
る。
日
不
の独
占
貧
本

と
政
治
要
員会
が
口を
摘
乳て
学
生
の

斗
い
を
犯
非
視し
、
治
ま間
題
と
し
て

取
り
上
け
「教
授
会自
治
」
の無
能
を

上
げ
ら
い
、
一方
で勅
力
の
掌囚
桜
査

榊
、
介
入
櫓
を
要
求
し
、他
力
で大
学

管
列
似
化
を
写
々
す
る
と
いう
情
況
で

あ
る
。
ま
さ
に
こ
の
時
、
京大
への
制

服
驚
冒
侵
人
は
、
F
茗
の
班
捕に
エ
っ

て
〃公
拐
"
と
し
て
認
め
る
単を
大
学

に
要
求
し
、
そ
れ
に
敵
刈
す
る行
為
の

〃取
り
鞠
り
"
に
協
力
し
、
犯
鼻
とし

て
認
め
る
扇
を
大
学
に
要
求
し
て
いる

。
六
月
八
日
に
全
国
検
事
長
-文
相
台

同
会
議
が
開
か
れ
、
二
十
一日
に
全国

国
立
人
学
長
ー
文
相
合
同
会
議
が開
か

れ
、
ハ
や
学
生
自
治
活
効
を
犯
謬視
し

、
椛
力
の
直
掻
介
入
で
取
緬
る
り
、ハ

や
学
生
自
治
活
動
は
外
部
勢
力
によ
っ

て
動
か
さ
れ
、
そ
れ
を
大
学
管
理
体制

強
化
に
よ
って
取
り
絢
る
箪
を
t
腰し

て
い
る
嬢
の
タ
イ
、、、ン
グ
の
良
さ
を
指

摘
す
る
の
は
偏
見
だ
う
つ
か
。

〈現
荏
の
抵
抗
>

F
君
釈
放
以
降
の
柵
力
の
双
緊
は
極

め
て
潜
行
的
に
荘
ん
で
い
る
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
執
拗
で
あ
り
、
数
名
の
学
友

が
凪
d
を
強
制
さ
れ
て
い
る
。
F
君
の

起
癖
i
有
罪
判
決
(地
裁
は
釈
放
の
際

認
め
て
い
る
)
を
め
ぐ
っ
て
、
拡
大
追

逮
彌
任
懲
出
頭
、
阯
人
喚
問
、
疹
考
人

辱

「呼
び
出
し
蓼

ゆ
る
霞

を
醤
て
、

大
学
介
入
、
学
内
授
食朴
、
スパ
イ
后

動
等
を
既
成
畢
笑化
しよ
っ
と
する
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
は
り
れ
われ
が
「大
学

自
治
擁
護
」
を
叫
ん
で
いる
と
僧と
に

か
か
わ
ら
ず
、
観
々
人
L対
す
る
椎
力

の
洞
喝
と
し
て
双
く
こ
と
を追
求
す
る

だ
ろ
う
。

わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
目冶
椎
碓保
と

は
、
こ
の
よ
つ
な攻
寧
に
われ
わ
れ
自

身
が
大
衆
的
に
ど
こ
ま
で
、拝
肌し
、

阻
止
し
、
そ
り
甲
か
ら
新し
い駅
識
を

・

全
学
的
に
形
成
し
術
る
か
であ
る
。
大

学
秩
序
、
大
学
の
仔
伐
様
式
の変
更
が

、
政
治
的
自
由
、
民
ヒ
t
覇
の枇
力的

圧
殺
を
軸
と
し
て
、
思
想
。
冨
論
へ
の

干
渉
に
庫
∫っ
て
推
遮
され
、
それ
が

ま
さ
に
日
本
の
机
ロ
形
態
、
国
観支
配

秩
序
の
変
更
の
一漏
を
想
っ
て
い
る時

、
我
々
の
抵
机
と
闘
い
は
、
戦
後
初
期

の
掌
園
民
し
化
へ反
し
、
一闘
敏
と
歴

史
的
に
比

,.O
へき
、
そ
し
て
戦

一後
自
治
籔
払
」の
り
の
を
止
揚
す
る
へ

き
闘
い
と
し
て
廻
求
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。《全
掌
防
衛
婁
員
会
を
〉

以
上
を
み
る
時
、
戒
々
は
形
式
的
組

織
関
係
の
共
闘
で
な
く
、
直
接
に
学
内

各
階
脚
一個
人
主
体
に
W
脚
し
、
そ
れ

を
一つ
の
勅
一的
な
盛
机
体
へ
と
形
成

結
熱
鶴
甜
り饗

機
関
であ
り
、
行
動
機
関
で
あ
る
全
学

防
衛
委
員
会
(仮
称
)
を
創
出
し
、
緊

急
時
(遵
休
み
中
も
含
め
て
)
の
行
動

と
ス
ト
権
確
Vや
註
、口叔
否
等
の
恒
常

的
な
闘
いを
追
求
し
、
そ
の
中
か
ら
柵

力
への
拭

の々
騨の
括
机と
、
そ
れ
を

血
し
ての
、
確
猛さ
れ
っ
っ
あ
る
日
本

の帝
国
主
義
國累
へ
の
或
々
の
民
の
撚

仇
とそ
の
思想
、
大
且
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

も
、
戦
後
民
主
碁
編
も
逐
に
目
本
ナ
シ

ョナ
リ
ズ
ムに
勝
利
し
え
ず
、
そ
れ
は

常
に知
識
人
の
椿
力
への
敗
北
と
し
て

結
果
し
てき
たか
を
戸求
し
て行
か
ね

一ぱ
な
ら
な
い・
(京
天
珊
掌
都
二
回

一生
)

ケ
シ
カ
ラ
ン、
は
て嬬
ず
けち
よ
や

檀
木な
ど
も
ケ
シカ
ラ
ン
と
召
つに

到
っ
ては
、
[体
、
こ
の
勅
～が
日

本
共
産
党な
ど
と
名棄
る
オ
プ
イ
と

ころ
の発
行
す
る
も
のか
、
そ
れ
と

も
カ
ソバ
か
旺
文
社
あ
た
り
の
発
行

3.雪
13日総長団交のあとで川端署へ抗議デモ(5、25事 件)

 

す
る
も
の
な
の
か
、
疑
問
を
禁
じ
え

な
い
。
が
、
ま
め
ト
イ
レ
に
入
づ
て

読
む
程
皮
の
暇
つ
ぶ
し
用
の
雑
誌
と

し
て
は
最
通
か
も
臼
れ
な
い
。〈
旭
〉

鰍

通
教
五
年
制

で
反
対
運
劾

大
学
設置
規
準省
令化
反
対
闘
市が

ま
きお
こ
って
いる
が
、
通
信
教
育
部

の
あ
O法
政
大
学
で
も
反
対
闘
籔
が
あ

り
、通
教
五年
制
に対
し
昨
年
か
ら
運

動
が
続
け
られ
て
いる
。

四
十
年
三
月
に
答
甲さ
れ
た
設
置
規

準
改
定
に
よれ
れ
ば
、
畳
間
部の
授
集

時
聞
の
一・
五
倍
化
に
応
ずる
形で
「

夜
間
学
部
の
教
暫
内
容
を
充
実
弾化
す

る
た
め
、
そ
の
修
業
年
隈
を
五年
とす

る
必
要
が
あ
る
「颪
伯
敦
育
の
允
実
を

図
る
と
と
も
に
、
年
聞
の
ス
ク
ー
リ
ン

が
の
期
間
を
短
紹
し
つ
る
よ
う
大
学
通

信
鼓
育
の
修
ズ
年
限
を
五
年
に
改
め

る
」
と
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
一運
の
改
患
に
対
し
、
慶

大
、
玉
川
大
、
中
大
、
日
大
、
日
女
大

法
大
で
結
成
さ
れ
て
い
る
大
学
通
儒
教

青
学
生
会
は
、
五
年
制
反
対
の
態
度
を

表
明
し
、
そ
れ
ぞ
れ
積
極
的
な
運
動
を

展
開
し
て
い
る
。

(甲大
新
聞
六
月
十

日
号
か
ら
)

・

東京神田一ツ禰
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脚
詮
経
済
学
上

都
留
重
人
訳

《
下
119
月
下
旬
発
売予
定
》
A
5
削ノ
九
〇〇
円

も
し
あな
た
が
締
済
学
の
学習
を
志
す
な
ら
ば
、鰻
初
に
『サ
ム
エル
ソ

ソ
・縫
厨挙
」
を
ひ
も
と
かな
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
この
露
を
精
密
に読
む

こ
と
によ
って
、
あ
な
た
は
経済
学
の
簾
本
命題
と
入
門
的
な
分
析手
法

か鵡薩
た
翼
冊で
き
る
。則
晰
で
平
易
な叙
途
。懇
切
で
手
際
よ
い
説朗
。

全
き
配
慮
のも
と
に
轡
か
れ
た教
科
霞
で
あ
り
、他
の
追
随
を
許
さ
ぬ経

済
学
入門
需
で
あ
る
、
一九四
八
年
以
来
、
既
に十
六
力
園
踏
に
訳
され

世
界
で
百数
十
万
人
の
説
者か
ら
迎
え
ら
れ
た
文与
通
り
の
「百
万
人の

経
済
学
」の
轡
。
特
望
久
し
き日
本
版
こ
こ
に
なる
。

(金
2
冊)

産
業
革
命
の
研
究

高
橋
幸
八
郎
編

英
59仏
に
お
け
る
工
場制
度
の
翌

と
展
業構

造
の
憂
化
とを
看
機
的
に
把
握
し
つつ
、
世
界
史
上の
圃
期
的
專
件
であ

る
産
業
革命
を
本
格
的
に
分
析
。

A
5
判
/
=
二〇
〇円

経
済
科
学
の
創
造

平
田
】滑
明
曲看

歴
史
的省
察
に
又え
ら
れ
た政
策
論
的
接
近
と
発

生
史
的
-ー
論劃
的
分
析
に
よ
っ
て
「経
済
表
」
に
凝集
し
た
ケ
ネ
ー
経
済

齢藝

内
容
蒙

な
労
作
。

A
5判
/
二
三
〇
〇
周

現
代
価
格
体
系
論
序
説

高
須
習
ハ義
憧
一著

薯

利澗
を
め
ぐ
る
縮
貿
本の
競
争
形
態
を
導

入
し
価
格
理
論
の静
魍
論
的
欠
陥
を偽
服
し
て
藤
業資
本宅
義
と
独
占
資

本
主
義
の
価
藻
系
挽
解
明
。

A
5
判
/
五
五
〇
円

幾

経
墓
造
の計
最
雰
析

篠
原
三
代
平
編

高纂
嚢

、農
寂
癒

、財
政
、
預
貯
金
変
動

な
ど
§
冨ざ
ま
の角
度
か
ら
統
計
的
分瓢
を
試
み
、
地域
経
済
の
構
造
と

そ
の
変
動
の
過
糧
を追
求
す
る
.

B
5判
/
ニ
ニ0
0
円

経
済
成
長
の
理
論
と
計
測

稲
田
献

一
・
内
田
忠
夫
編

経
済
成
長
の
理
論的
該
心
を
解

明
し
つ
つ
日
本
経
済
の成
長
の
型
と
特質
を
マ
ク
ロ
・ミ
ク
ロの
両
面
が

ら
分
析
。
理
諭
鮒
・計
測
漏
・資
料
瑠
より
な
る
。
A
5
判
/
=
二〇
〇
円

経
済
学
の
考
冗
方

ロ
ビ
ン
ソ
ン
著

冒
盈
=
訳
古
典
派
・新
古
豊
馨

学
か

ら
現
在
に
至
る
縄
済
学の
進
歩
の
胡
流
を
辿り
、
各
学
派
の考
え
力
を
分

析
・批
判
し
て
経
済
学と
ほ
何
か
を
醗
く
.

B
6
判
/四
〇
〇
円

社
会
変
動
の
理
塾醐

官
闘・氷
催
=

著

社会
の
昴
展
を
「産業
化
」
と
い
う
観
点か
ら
捉

え
経
済
体
系
と
社
会
体
系
との
関
迷
を
明
塗

し社
会
の
梅造
と
変
動

と
の潔

を
器

的
に
筋
。

A
5
判
/
嗣8
0
円

アヌ
リ
カ
外
交
の基
本
問
題

G
・ケ
ナ
ン
著

松
杏
昌治
編
訳

ア
メリ
カ
外
交
の
歴
史を
辿
り

つ
つ政
策
の
か
た
く
な
さ
を鋭
く
批
判
し
、
中国
と
い
う
現
築
を蕗
め
よ

と説
く
元
駐
ソ
大
使
・外改
轡
門
詠
の
箒

の
書。
B
6
判
∠
二〇〇
円

エ

リ

τ

ト

と

社

会

T
・B
・ボ

ツ
ト
モ
ア
著

費

霊
眉訳

バ
レ
康

来
のエ

リ
L
論
を
新
た
な
官.燭
から
批
評
し
、
エ
リ
ート
と
民
主
主
義
とい
う

現
代的
な
門
題
に
つ
い
て
馨
な
視
角
を
提
起
。
B
6
判
∠
二五〇
周

ア
ヌ

リ

カ

の
沖

縄

統

治

宮
里
政
玄
著

米国の浦課
冶に関する諺

分析。曲緬

政
策
の推
移
と
人
民
の
反
応
の交
鐙
葦

そ
の
実
態
を政
治過
程

の
方
法龍
に
よ
り
動
態
的
に捕
く
。

B
6
判
/
三
〇〇
臼

経

験

法

学

の

研

究

川
島
武
宜
編

経漿
の影
から法墓

と法蟹
箪
の

接
点
にあ
た
る
現
藻
を
法
現
象全
体
の
中
に
位
置
づけ
法
律
学
の
方
法論

睾

接

与
し
5ヌ
テ
る.

.

A
5
判
/
δ
O
O田
、

法

社

会

学

と
法

解

釈

学

渡
辺
洋
三
著

太嚢
墓
華
と法蟹駅学との関係諌
か

に
考
え
る
べき
か
と
い
う
問
題
意餓
の
も
と
に涯
律
学
の
課
題
を
追
求し

た
意
欲的
な
試
み
で
あ
る
。

A5
判
/
七
〇
〇円

新

商

事

判

例

集

-

小
町
谷
操
三
観
蛮
め桶厩小霧

が葦
に
号
着心

編
集
さ
れた
画
期
的
な
藁
績
.
最新
の
判
例
を
残
らず
収
録
し
た
完
聾
な

商
覇
例
螂
天
成
。(金
玉
巻
》

B
5
判
/
八
ヨ
0
0周

マ
ッ
ク
ス
・ヴ
ェ
ー
苧

研
究

大
塚
久
雄
他
三
氏
著

ヴ
ェ
ー
パ
圭
讐

年
を
記念
し
て

彼
の彪
大
な
業
績
を
分析
し
そ
の
現
代
的
意
義を
探
った
四
人
の学
轡
の

協
力に
よ
る
注
目
す
べき
研
究
の
成
果
。

A
5
判
/
一〇◎
0
円

コ
ト
バ
の
哲
学

山
元

口
郎
著

世
界
と
・簡
・人
間
と・簡
と
の
間
に
、套

の

同
路を
開
発
解
説
す
る
コト
パ
の
営
み
を
哲
学的
認
識
の
生
態
とし
て
と

ら
え
その
幕
礎
碧
論
を説
く
.

A
5
判
/
一六〇
〇
円

中
江
兆
民
の
研
究

桑
原
武
夫
編

冑尖
人
文
科
羊
研
究所
の共
固
労
作
に
な
る兆
民

の
新
研究
。
「民
約
訳
解h
註
解
、
欝
簡
『凍
西新
聞
』
論
説
、兆
民
の

死
に
開す
る
新
資
料
等
を収
む
。

A
5
判
/
幽三
〇〇
円

近
代
文
体
発
生
の
史
的
研
究

山
本
正
秀
著

近
代
日
杢
v花
史
ヒ
の華
禽
題
で
あ
っ
た
禽文

一致
運動
につ
い
て
多
く
の新
資
斜
を
紹
介
し
、文
章
史
上
の
新
見
解を

提
出
す
る
。著
者
多
年
の研
究
。

A
5
判
/
三
〇
〇
〇円

日
本
美
術
の
特
質
第
二版

矢
代
幸
雄
著

日
本美
術
を
ひ
ろ
く
世
界黍

の
間
緩

き
、と

く
に
西
洋
・中
国
と
の
比較
対
照
に
お
い
て
そ
の特
質
を
探
求
し
た
香り

高
き
日
本美
術
史
、
芸
術
論
。

四
六
倍
判
・別冊
付
/
七
五
〇
〇円

古
代
歌
謡
ど
儀
礼
の
研
究

土
権
隅奮
西著

古
代
の
儀礼
習
俗
と
歌
.葡に
つ
い
て豊
冨
な
資
料
によ

り
意
欲
的
な考
察
を
展
開
し
、民
衆
が
生
活
感
情
を生

と々
表
現
し
て
い

る
炎
を
閃
ら
かに
す
る
。

A5
判
/
八
〇
〇円

道
元
と
世
阿
弥

西
尾
実
著

世
阿
弥
の
能楽
論
と
そ
の
源
流
を
なす
禅
的
な
も
のの

霊
流
と
な
っ
た道
元
の
体
験
と
目覚
を
申
轡
又
学
の
根底
に
極
置
づ
けそ

の
特
質
を
解
き
明か
す
。

B
6判
/
六
五
〇
円

偏
微
分
方
程
式
論

溝
畑
茂
著

現
代
的
官鰯
享
法
に
よ
って
展
開
套
川た
偏
微
分
方

霧
式
論
。
古
典的
閥
題
に
も
具
体
的
に籍
え
る
。
最
も
新
しい
標
遇
的
教

科
書
と
い
え
よ
う
.

A
5
判
/
一六
〇
〇
円

位
相
幾
何
学

河
田
敬
義
編

位
相
幾
何
学
は代
数
学
・解
析
学
と
なら
ん
で
数

学
を
学
ぶ
者
に
不可
欠
な
部
門
で
あ
る
。初
学
者
を
対
象
に
、内
容
を
要

約し
、
問
題
の
解
法を
かす
.

A
5
判
/
一
二〇
〇
円

人
間
と
機
械

山
内
恭
彦
編

僅
商
題
シ
ン
ポ
ジウ
ム

・簡
の
捜
羅
能
に

対
し科
学
の
ウ場
から
新
し
い
照
朋
が
あ
て
られ
て
い
る
。
こ
の問
題
を

斜
学
者と
暫
学
名
の酎
論
で
がす
ユ
ニ
ー
クな
馨
。
A
5
判
/
五
〇〇
円

ウ
イ
ル
ス
の
生
物
学

川
喜
田
愛
郎
編

現
代
生
物
学
の
飛躍
畢

の
留

と
な
った

ウ牙
ルス
は
、
今
や
ウイ
ル
ス
学
な
る
斜野
を
形
成
し
た
.
生
物
学的
側

面
から
そ
の
現
状
を
明ら
か
に
す
る
。

A
5
判
/
一〇
〇
〇円

土
と
微
生
物

土
壌
微
生
物
研
究
会
編

研
究
会
の
これ
ま
での
盛
{宰

心
に
、内
外
の
多
く
の論
文
翌
引
用
し
つ
つ
、+
覆
微
生
物
の
生
物
学と

そ
の
農学
への
応
用を
解説
す
る
。

A
5
判
/
騨二
〇
〇円

数
学
と
は
何
か

ク
ー
ラ
ン
ト
、
財
ビ
ン
ズ
著

森
口繁
一縮
肌
整
を
有

機
的
な金
体
と
し
て
ま
た
科学
的
な
思
考
の
基礎
と
ず
る
ね
ら
い
を
以て

巨
匠
ク
ーラ
ン
ト
が
初
学
看の
た
め
に
編
ん
だ
。A
5
判
/
闘四
〇
◎円

C
B
A
化
学

C
B
A
委
員
会
編

玉
虫
文
藍
訳

B5
判
/
二
竃
0
0円

初
簿
化
単教
脅
は
、
と
かく
在
来
の
型
を
破
り
に
くい
.
化
學
結
合
論な

ど
、
現
代
秘学
の
成
果
を
と
り入
れ
た
教
程
に
よ
って
、
初
等
的
な
内容

を
将
来
の勉
学
に
結
び
つ
け
る
こと
は
至
難
と
され
て
き
た
.
ア
メ
リ
カ

を
甲
心
とし
た
一連
の
科
学教
青
改
草
運
動
の
一環と
し
て
生
ま
れ
た
本

富
ほ
、
こ
の問
題
客
見摩
に
乗り
超
え
、
化
学
の学
習
を
知
的
翼
味
に溢

れ
た
も
の
にし
て
いる
。
高校
お
よ
び
大
学
初
級め
化
学
を
学ぷ
学
生
・

生
徒
に
と
って
好
伴
侶
だ
るは
勿
論
、
教
師
にと
って
も
今
後
の
化牽
敦

胃
に
示
唆ず
る
所
は
大
き
い.

本
又
二
色
刷/
別
冊
葵
験
賢
何
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〈あなたのヴエ トナム〉より

しなやかな竹 とアオザ イの

ヴエトナムの娘たちに平和を

一

 

敬康

 

木

者蟹

齢舳蜘"

い

壌
嚢
籐
鯉轟
難
識購概

水
の前
」
に
だ
った
。
彼
女
が
そ
の
中

で
」
の
「深
刻
そ
う
で
」
に
ひ
か
っ

で不
良
少
女
を
演
じ
た
の
は
、
も
う
十

か
った
。

三年
も
昔
のこ
と
に
な
る
。

マリ
ナ
プ
ラ
デ
ィが
春
闘
の
デ
モ
を見

「O
S
S1
1
7
、
東
京
の
切
り
札
た
と
し
ても
「聖
者
の
行
進
」
?
(京

は
ハ
ート
だ
」
"フ
ラ
ン
ス
版
0
0
都
の
べ
平速
は
毎
月
第
一月
曜
日
、次

7
4
の
日本
ロ
ケ
で
京
都
に
や
っ
て
来

回は
七
月四
日
、
六
時
に
京
都
市
役
所

た
彼
女は
、
日
本
の
印
象
を
「皆
が
忙
前
に
集
合
、円
山
ま
で
十
数
名
で
あ
る

し
そ
う
で、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
深
刻
い
て
いる
。

そう
で不
思議
な
国
ね
」
と
語
った
の

せ
ひ参
加
し
て下
さ
い
。
称
し
て
「聖

が
朝
日
の
〃お
茶
の
時
間
"
に
の
っ
て

者
の
行進
」?
)
を
見
だ
わ
け
で
も
あ

いた
。
彼女
が
妙
に
目
だ
け
が
印
象
に

る
ま
いし
何
を
さ
し
て
、

残
る
俳優
兼
監
督
の
ロ
ベ
ー
ル
オ
ソ
セ

潔
刻
そ
う
で
と
い
った
の
か
き
き
た

い
と思
った
。
マリ
ナ
ブ
ラ
デ
イ
よ
り

一月
は
や
く
乗
馬
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

それ
に
モ
ダ
ン
ジ
ャ
ズ
の
す
き
な
〃陽

気な
ヤ
ン
キ
ー
娘
"
が
日
本
に
や
っ
て

来た
鶴
見
俊
輔
さ
ん
の
言
葉
を
借
る
な

らば
四
月
二十
三
日
滴
水
谷
公
園
で
お

こな
わ
れ
た
べ
平
連
の
デ
モ
で
学
生
た

ち
は
芳紀
劇
さ
に
二
十
二
歳
?

サ

ラ
・ロレ
ン
ス
大
学
の
S
・サ
バ
ー
さ

リカ
人
は
短
期
滞
在
に
限
り
ど
ザ
を
必

要
とし
な
い
と
い
う
法
の
琶
点
を
つ
い

て
一行
六
人
は
四
月
十
四
日
ヴ
ェト
ナ

ムに
飛
び
立
って
い
った
。
彼
等
が
サ

イゴ
ン
に
滞
在
す
る
こ
と
に
よ
って
、

ア
ヌ
リ
カ
人
の
中
に
も
ヴ
ェト
ナ
ム
戦

争に
反
対
す
る
平
和
活
勤
家
が
い
る
こ

とを
ヴ
ェ
トナ
ム
人
の
中
で
明
ら
か
に

した
し
、
マ
ス
テ
イ
が
い
う
意
味
で

いう
サ
バ
ー
さ
ん
が
ク
エ
ー
カ
教
徒
と

し
て絶
対
の
平
和
主
鶉
者
で
あ
る
し
南

部キ
リ
ス
ト
指
導
者
会
議
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て公
民
描
還
動
に
参
加
し
五
回
の

投
獄経
験
蒼
持
って
い
た
と
U
て
も
、

今度
の五
日
聞
に
わ
た
る
ヴ
エ
ト
ナ
ム

..・

行
きは
単な
る
〃良
い
経
験
"
だ
け
で

は
な
か
った
は
ず
だ
。
血
と
硝
煙
の
匂

い
の
す
るサ
イ
ゴ
ン
の
「チ
ユ
ド
ー
通

」
をサ
バ
ーさ
ん
は
、
ど
ん
な
「心
摘

」
で
あ
る
いた
こ
と
だ
ろ
う
…・

「レ
イ
・コ
ック
ミ
イ
・ク
ッ
デ

イ
ー
」
「ダ
ア
ダ
オ
レ
イ
・コ
ソ
ク
ミ

イ
」
/
い
つど
こが
ら
手
り
ゆ
う
弾
が

と
ん
でく
るか
わ
か
ら
な
い
、
国
籍
不

一
明
の
サイ
ゴ
ン
の
街
角
で
サ
バ
ー
さ
ん

は
何
を
見
て来
た
か
知
り
た
か
った
。

彼
女
たち
が
小
数
の
日
本
人
の
見
送
を

9
う
け
て
羽
田か
ら
飛
び
た
つ
時
、
彼
女

たち
は
友人
た
ち
に
詳
細
な
〃身
上
関

査
"
の
リ
スト
を
残
し
て
い
った
。

「私
たち
の中
に
は
力
下
リ
ッ
ク
も
い

ま
す
。自
殺
な
ど
し
ま
せ
ん
」
と
笑
っ

て
答
えた
とい
う
け
れ
ど
、
は
た
し
て

そ
う
だ
った
ろ
うか
、
雨
ベ
ト
ナ
ム
の

す
べ
て
の現
実
が
米
園
に
よ
って
支
配

さ
れ
て
いる
中
で、
南
ベ
ト
ナ
ム
膏
年

週
動
指導
暫
ニヤ
ット
・
ハン
師
の
言

葉
を
借り
る
な
ら
ば
「い
ま
で
は
ド
ル

で
買
えな
いも
の
は
何
も
な
い
政
治
家

でも
将
軍
でも
ベ
ト
ナ
ム
女
性
で
も
、

場
合に
よ
って
は
宗
教
指
導
者
さ
え
も

〃生け
る
商
品
"
な
の
だ
」
と
更
に
必

要
と
あら
ば
う
ら
若
い
二
十
二
歳
の
サ

バ
ーさ
ん
の
生
命
だ
って
ド
ル
で
か
う

こ
とは
出来
る
だ
ろ
う
。
理
由
は
な
ん

思
い
描
け
な
い
希
望

深
刻
な
夜
は
始
ま
る
だ
ろ
う
か

ん
を
見
て
「
マリ
ア
」
の
よ
う
な
・…

と印
象
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

「私
は
戦
争
に
対
す
る
恐
怖
心
か
ら
還

動
に
参
加
し
た
の
で
す
」
と
い
う
サ
バ

ーさ
ん
が
非
暴
力
行
動
委
員
会
か
ら
派

遣さ
れ
た
八
十
一歳
の
マ
ス
テ
イ
を
団

畏
と
する
一行
の
中
で
も
っと
も
年
若

く
か
わ
い娘
ち
ゃん
で
あ
った
。
ア
メ

「ヴ
ェト
ナ
ム人
が
何
を
考
え
何
を
思

っ
て
い
る
のか
自
分
の
目
でた
レ
か
め

て
見た
い」
と
いう
。
彼
等
の
目
的
以

上
に
彼女
た
ち
の
行
為
は
僕
に
と
って

深
刻な
こ
と
であ
った
。

ロ
ロ

に
対
す
る
恐
怖
か
ら
ヴ
ェ

齢
峯

ト
ナ
ム
戦
争
に
反
対
す
る

ロ
ロ

抵
抗
運
勤
に
参
加
し
た
と

と
で
も
つ
け
る
こと
が
出
来
る
。
〃生

命
は
保
証
レ
な
い
"と
お
ど
か
さ
れ
、

サ
バ
ーさ
んた
ち
が
、
カ
ラ
ベ
ル
ホ
テ

ル
の
支
配人
室に
監
桑
さ
れ
た
時
「戦

象
へ
の
恐
怖
」
から
こ
の
還
動
に
参
加

レ
た
と
い
う
彼女
が
自
分
の
生
命
に
対

す
る
恐
怖を
醸じ
な
か
った
と
は
誰
れ

も
い
え
な
いだ
ろう
「ア
メ
リ
カ
の
良

心
と
日
本
」
とア
メ
リ
カ
の
ヴ
エ
ト
ナ
一が
椿
で
あ
る
こ
と
は
誰
れも
知ら
な
か

ム
政
策
に
反対
し
て
、
六
月
八
日
、
京

った
。
雲
な
が
る
る
は
て
の
「く
ち
な

都
に
ゃ
って
来
た
、
ラ
ル
フ
・フ
ェザ

し
の
花
」
の
宅
島
櫨光
や
は
る
かな
る

ー
ス
ト
ー
ン
にし
て
も
二±
二戴
の
若

山
河
の
沢
田
泰
男
を
薯

一度
よ
み
な

さ
で
あ
った
し
、
朝
鮮
戦
争
の
時
に
は

お
し
て
ほ
し
い
。メ
ナ
ン
ド
ロ
ス
では

想
像
も出
来な
か
った
。

な
い
が
「神
々
に
、
愛
され
た
も
のは

灘

蒙
韓
襲

藷
韓
無
疇
ない

。
。

数
が芝

な
い
に
し
て
も

。
。

九
三
七年
夏

百
、
ス

ヴ
ェ
トナ
ム
の
こと
を
含
め
て
グ
ロ
ー

〈
哺

ペ
イ
ン
のア
ン
ダ
乃
ノ
シ

バ
ル
に
も
のを
見
る
目
を
持
って
い
た

ロ
ロ

ア
地
方
で
そ
の日
も
激
し

し
、
ハ
ワ
ード
・ジ
ン
氏
に
い
た
って

い
戦
闘
が
つ
づ
い
て
いた
。
その
時
小

は
テ
イ
ーチ
・イ
ン
の
中
で
幸
穂
秋
水

高
い
丘
の
貴
重な
位
置
を
占
あ
てい
た

を
よ
ん
で
いる
こと
を
つげ
た
。
「レ

味
方
の
機関
銃
手
は
思
いが
け
ず
敵
の

イ
コ
ッ
ク
ミ
・ク
ヅデ
イ
〃
」
と
い
っ
右
翼
に
お
そわ
れ
そう
な
形
勢
に
な
っ

て
い
る
だ
け
では
す
ま
さ
耽な
い
僕
の

た
。
フ
ォ
ソ
ク
スは
これ
を
知
ら
せ
る

ア
メ
リ
カ
へ
の無
知
を
あ
ら
た
め
て
知

た
め
に
身
を
かが
め
て
なん
の
遮
蔽
物

ら
さ
れ
た
。

も
な
い
空
地
を
駆け
出
し
てい
った
。

人
種
差
別
反対
運
動
に
つ
い
て
漠
然

こ
れ
は
死
ぬ
こ
と
であ
り
彼
も
そ
れ
を

と
は
知
っ
て
い
ても
一九
六
〇
年
二
月

知
っ
て
い
たが
、彼
は
そ
れ
を
必
要
だ

一日
グ
リ
ーン
ズ
ボ
ロ
ー
で
始
ま
った

と
考
え
た
〉
これ
は
倣
沼
さ
ん
の
か
か

公
民
椴遅
動
のデ
モ
が
そ
れ
以
後
の
ア

れ
た
ラ
ル
フフ
ォ
ソク
スー

そ
の
生

メ
リ
カ
の反
体
制
還
動
の
発
展
に
ど
ん
一涯
と
評
胎
の
一節
だ
が
、
オ
リ
ー
ヴ
樹

な
意
味
を
も
っ
て
いた
か
知
ら
な
か
つ
の
茂
る
ス
ペイ
ン
の
丘
に
短
い
生
涯
を

た
。サ
バ
ーさ
んが
い
ず
れ
中
国
に
行

閉
じ
た
「す
ぐれ
た
ヒ
,ー
マ
ニス
ト

っ
て
見た
いし
、ア
メ
リ
カ
人
の
中
国

で
コ
ミ
ュ
一一スト
」
のフ
ナ
ソク
ス
。

観
は
中国
臼
身
を
知
ら
な
すぎ
る
の
で

、
三
十
年
前
の
「昨
日
は
す
べて
過

は
な
いか
と
いう
意
味
で
僕
ら
は
ア
メ

去
」
な
の
だ
うろ
か
?
ス
ペイ
ン
を
生

か
す
か
殺
す
かは
今
日の
ヴ
ェト
ナ
ム

リ
カ
か
らも
っ
と
学
ば
ね
ば
な
ら
な

を
生
か
す
か
殺
す
かに
通
じ
は
レ
な
い

い
。僕
自身
学者
でも
な
け
れ
は
、

だ
ろ
う
か
、
今
必要
な
のは
悪
夢
の
バ

な
ん
でも
な
いが
、
竹
内
好
の
「私

親饗
叢
壕
難

難
緩
.嚢

葬

の
た
め
に
は
・行
く
べき
所
に
行
き
見

イ
.ク
ツ
ヂ
イ
」も
「ベト
ナ
ムに
平

和
を
」
も
戦
線
を
統
一し
な
け
れ
は
な

る
べ
き
も
のを
見
聞
く
べ
き
こ
と
を
聞

ら
ぬ
。

か
ね
ば
なら
ぬ」
の
一句
だ
け
は
胸
に

つ
か
え
た゚

「おれ
は
葛
たち
の選
択
次
第
、
君

つ
ね
に
過
去
にめ
を
む
け
冷
酷
に
僕
た

た
ち
の
決
定
次第
、
そう
だ
お
れ
は
ス

ち
を
監
視
し
て
いる
竹
内
好
を
よ
み
始

ペ
イ
ン
だ
」オ
ーデ
ン
の詩
は
ダ
ー
ウ

ィ
ン
の
蕾
孫
コ
ー
ン
フ
ォ
ード
が
ど
ん

め
て
以
来
「希望
」
を
描
い
て
は
い
け

な
に
神
々
に
愛
さ
れた
か
の意
味
に
お

な
い
こ
と
を
知ら
さ
れた
。

い
て
「ヴ
ェ
ト
ナ
ム
」
の
言葉
に
お
き

ア
メ
リ
カ
を
学
ぷ
こ
と
は日
本
を
学
ぷ

こ
と
に
通
ず
る
し
・中
国
を
学
ぷ
こ
と

か
え
れ
る
。
「あ
な
た
の声
は
爆
膏
よ

に
も
通
ず
る
だ
ろう
。

り
大
き
く
聴
え
る
」
と
ヴ
ェト
ナ
ム人

ロ
ロ

教
え
て
いる
百
五
十
名
の

が
サ
バ
ー
さ
ん
に
蹟
レた
君葉
は
、六

誘
鞭
筋
離
諺

毅
課
選
霧
剛彩

か
よ
ん
で
い
な
か
った
し
、
ま
し
て
や

見
た
い
と
、
日
本
の憲
法
にあ
こが
れ

「知
覧
」
な
っ
て
いう
地
名
が
、
ど
こ

て
来
た
の
に
」
と
ビう
徳
粟
と
とも
に

に
あ
る
の
か
、
三
月
の知
覧
に
咲
く
花

印
象
に
残
る
。

お
れ
は
君
た
ち
の
選
択
次第
か
、脅

さ
れ
て
い
る
の
は
あ
な
た
がた
であ
り

彼
等
自
身
で
も
あ
る
か
ら
だ
.今
夜
も

ま
た
ビ
ヤ
ー
ガ
ー
デ
ン
は
襲
レ
いネ
オ

ン
に
ジ
ョ
ソキ
が
泡
だ
ち
そ
の下
を
聖

者
の
行
進
が
進
み
ク
リ
ス
テン
ゼ
ン
を

Z
ヲン
ス
に
お
い
や
っ
てレ
まう
、禾

思
議
な
国
の
夜
が
た
っ
て
いく
.忙
し

そ
う
で
エ
ネ
ル
ギ
ュ
シ
ュな
こ
とほ
わ

か
る
と
し
て
も
、
は
たし
て深
刻
な
夜

が
た
って
い
く
の
だ
ろ
う
か
、ま
だ
僕

に
は
わ
か
ら
な
い
。
(朱
雀
高
校
教

触
)

文学的立場

5、6月 号

「近
代文
学
」
が

戦
後
の目
覚
し
い

役
割か
ら
自
然
と

自
己
の機
能
を
果

さ
な
く
な
り
終
刊

す
る
に至
った
過

程
は
、
象
徴
的
な
も
の
だ
った
。同
人

の
七
人
の
侍
の
う
ち
叢も
若
く
、
最
も

〃活
勤
的
な
"
小
田切
秀
雄
は
四
十
年

七
月
か
ら
踊
月
間
の
こ
の雑
誌
を
十
二

号
発
行
を
目
的
と
し
て創
刊
し
た
。
そ

の
趣
旨
に
臼
く
「
一、文
学的
立
場
か

ら
政
治
・社
会
・芸
術
い
っさ
い
の
問

題
を
論
ずる
。
二
、戦
後民
主
主
義
の

逆
流
た
る
反
動
的
。浪
慢
的
傾
向
に
流

す
る
。
三
、
戦
後
文学
の神
髄
を
ま
も

り
現
代
の
新
し
い
状
況
の中
で
再
建
、

発
展
さ
せ
る
」
向
人
は
小
田切
、
西
田

勝
、
和
泉
あ
き
、
伊
藤成
彦
、
古
林
尚

ら
。

×

×

×

西
田
は
一
・二
月
号か
ら
「個
の
権

威
、
文
学
の
樗
威
」
「民主
主
義
の
樫

威
」
「個
人
主
義
の比
重
」と
「民
主

文
学
」
の
津
田
孝
、蔵
原
惟人
と
論
争

を
展
開
し
て
い
る
。
これ
は
要
す
る
に

「精
神
原
理
と
し
て
の個
人
主
義
の歴

史
的
の
鴛
さ
を
謂
価
」
し
、レ
かも
「

個
人
主
義
は
・・社
会
性
に対
立
す
る
も

の
で
は
な
い
」
と
す
る
のは
西
田
の立

場
で
あ
り
「文
学
固
有
の齢
理
、
法
則

」
の
絶
対
(西
田
)
であ
る
か
否
か
(

津
田
)
の
問
題
に
な
る
と
政治
と
文
学

の
問
題
に
な
る
。
(普
)

1

●
一

原 子炉実験所

原子炉部門(第1還 営部)

一原子炉設備部門(第2運 営部)

一ホットラポ設備部門(第3運 営部)

一計測装置部門(第4運 営部)

物処理設備部門(第5運 営部)

線管理部門(第6運 営部)
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村
、
し
い
て
いえ
ぱ
霊
葱
と
溜
池
の
農

大
阪
天
王
寺か
ら
阪
和
線
で
約
三
十

村
、
大
阪
府
泉南
郡
熊
取
町
に
つ
く
。

分
、
何
の
変
哲も
な
い
大
阪
の
近
郊
農

原
子
炉
実
験所
は
こ
の熊
瓶
駅
か
ら
野

ぞ噸、脚
騨

㌔

冨

、ー
婁
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弓
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菜
畑
の
中
を走
る
素
晴
し
い
舗
装
道
路

を
歩
く
こと
三十
分
、
朝
代
と
よ
ば
れ

誘
置
運動
の
盛ん
であ
った
熊
取
町
に

お
ち
つ
い
た。

交通
が不
便
、
冷
却
用
水
の
確
保
が

厄
介
、な
ど
は
甘
じ
て
受
け
て
も
、
何

よ
り
地
元
の
誘
地運
動
が
救
い
で
あ
っ

た
。
と
い
っ
ても
、
こ
こ
で
も
隣
の
泉

舵
野
市
か
ら
の猛
反
対
が
あ
った
こ
と

は
つ
け
加
え
てお
か
な
け
れ
は
な
ら
な

い
。「関
西
に
原
子
炉
を
」
の
モ
ソ
ト
ー

は
、
研
究
者
、行
政
関
係
者
、
そ
れ
に

財
界
の
涙
ぐま
し
い、
対
東
京
意
識
の

あ
ら
わ
れ
と
も
い
える
。
「東
の
研
究

者
か
ら
遅れ
を
と
っ
てし
ま
う
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
」
「関
西
財
界
の
起
死
回

生
を
」
「わ
が
町
を
原
子
の
町
に
」
種

種
なお
もわ
く
が
と
ぷ
一方
、
住
民
の

方
か
らは
、そ
のこ
ろ
安
全
性
に
疑
鶴

を
は
さ
ん
だ立
教
大
の
武
谷
三男
教
授

ら
の
発言
か
ら
示
唆
さ
れ
て
、
自
発
的

原
子
炉
(通称
K
U
R)
は
、
水
泳

プ
ー
ル
系
、
タ
ンク
型
炉
心
固
定
、
臨

界
質
髭
ウ
ラ
ン
ニ
三五
、
三
。三
附
、

定
格
出
力
、熱
出
力
{O
O
O
♂
ぜ
、

強
制
循
環
、
熱交
換
器方
式
、
二
次
冷

知
水
に
は
井
戸
水
を使
用
。
研
究
用
原

子
炉
と
し
ては
大
き
く
も
小
さ
く
も
な

い
。
炉
室
は
、外
部
よ
り
低
気
圧
に
な

っ
て
お
り
、
炉
室
内の
汚
染
空
翼
が
外

部
に
流
出す
る
のを
防
い
で
い
る
。
写

真
に
見
え
る
エ
ント
ツ
(原
子
炉
に
エ

ン
ト
ツ
と
は
?
)は
、
そ
の為
の
排
気

塔
で
あ
る
。

研
究
は
、
原
子炉
そ
のも
の
、
あ
る

い
は
、
放
射
線
に
関す
る
研
究
、
そ
れ

と
、
一定
時
間
被験
物
に教
射
線
を
照

射
し
て
そ
れ
を
トレ
ー
スす
る
、
被
験

物
の
二
つ
が大
き
く
い
って
考
え
ら
れ

る
。後
者
の
研
究
力法
によ
れ
ば
、
従
来

で
は
放
射
性
廃
棄物
は
、
所
内
の
処
理

工
場
で
濃
度
に
応
じ
て完
全な
処
理
を

行
な
って
い
る
。
中
央
観測
所
で
は
周

辺
の
気
象
観
測
も
併
わ
せ行
な
って
万

金
を
期
し
て
い
る
。
所員
は
フ
ィル
ム

バ
ソ
ジ
を
常
に
携
行
し
て
被爆
調
査
を

毎
月
、
三
カ
月
に
一回
ごと
に
は
血
液

検
査
を
行
な
っ
て
い
る
が
現
在ま
で
に

異
常
は
認
め
ら
れ
て
いな
い。

×

×

×

と
こ
ろ
で
、
K
U
Rは
関
西
と
し
て

は
も
ち
ろ
ん
、
大
学
研
究用
の原
子
炉

と
し
て
も
初め
て
の
も
の
であ
る
。
京

都
大
学
付
置
と
い
っ
て
も
、た
てま
え

は
あ
く
ま
で
、
全
国
大
学
(国公
私
立

を
問
わ
ず
)
の
共
同
利
用
施
設
であ

る
。
京
大
は
そ
の
管
理
機関
に
過
ぎ
な

い
。
一月
四
週閥
のう
ち
、
一週
を
所

内
研
究
者
の
利
用
遍間
、
一週
を
所
外

研
究
に
開
放
、
残
り
二週
を
原
子
炉
保

サ
ー
ビ
ス
機
関
か
研
究
機
関
か

る
所
に
ぐ
る
り
の
田園
風
景
に
い
さ
さ

か
不
釣
合
の
異
様な
姿
を
あ
ら
わ
し
て

い
る
。
ふ
り
返
っ
てみ
れ
ば
、
昭
和
三
十
一

年
十
一月
、漏
川
透
樹
教
授
(基
礎
物

理
研
究
所
)
を初
代
委
員
長
と
す
る
研

究
用
膜
子炉
設澱
準備
委
員
会
の
初
会

合
が
開
かれ
て以
来
、
三十
九
年
六
月

二
十
五
日
午後
五
時
五
十
五
分
、
鴎
界

実
験
に
成
功す
る
ま
で
の
過
程
は
、
一

つ
の
ド
ラ
マ
であ
った
。
宇
治
、
阿
武

山
、
交
野
、
四条
畷
と
い
ず
れ
も
地
元

の
反
対
にあ
い、
三十
六
年
秋
、
最
も

考
え
さ
ぜ
る
助
手
の
待
遇

大
衆
的
な反
対
運
勤
が
展
開
さ
れ
た
。

「さ
ま
よ
え
る
腺子
炉
」
と
異
名
を
と

う
た
の
も
こ
の
ころ
であ
る
。

結
局
、
住
民
瞥
理機
関
に
近
い
大
阪

府
原
子
炉
問
題冨
聾
調
(大
阪
関
係
の

研
究
者
、
行
政
者
、
住
民
代
表
で
構

成
)
が
、安
全
確保
、
損
冨
禰
償
の
解

決
を
は
かる
こと
で決
暫
を
み
た
の
は

四
年
の
ち
だ
っ
た
。

×

×

×

実
験
所
は
丘
陵
地
術約
十
万
坪
に
点

在
、
所
内
は
芝
生
が
植え
ら
れ
、
舗
使

道
路
が
行
き
交
っ
て
いる
。

の
研
冤
方
法
より
闇
単
に、
し
か
も
明

瞳
な
結
果
を
得る
こと
が
で
き
る
。
研

究
テ
ー
マ
は
、
物
理学
、
工
学
、
化
学

生
物
掌
と他
方
勘
にわ
た
る
。
例
え
は

「岩
石
鉱
物
の
(U)
反
応
に
よ
る

U
、仙
の分
析
」
「純
鉄
の
中
性
子
照

射
損
暢
」
「原子
炉
照
射
し
た
金
属
酸

化
物
の
化
学
反
応性
」
「花
粉
及
び
胞

子
に
及
ぼ
す
放
射
線
の彫
響」
(年
次

要
覧
よ
り
、
共
同
利
用
の
一例
)
な
ど

原
子
炉
は
、
いく
ら
保
安
設
備
に
心

を
砕
い
て
も
、
こ
れ
で絶
対
安
全
と
い

う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
「実
験
所
」

全
な
ど
に
費
し
て
い
る
。

機
構
図
を
見
る
と
一目
瞭然
な
の
は

そ
の
械
構
が
、
研
究
体制
のそ
れ
で
は

な
く
、
管
理
体
制
用
の機
構
だ
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、各
部
門
は
、

学
部
の
教
室
の
体
制
(た
だ
異
な
る
の

は
助
手
が
十
名近
く
と
非
常
に
多
人
数

な
こ
と
)
を
し
い
て
、
原則
的
に
研
究

体
制
を
意
図
し
て
い
る
。
助手
が
多
い

の
は
共
同
利
用
研
究
者
の
週
にな
る

と
、
所
外
利
用
者
の
プ
ライ
ベ
ート
な

世
話
か
ら
実
験
器
具
、
材
料
の
調
達

と
、
た
だ
ち
に
事
務
職
的
職員
に変
身

ー

1

し
て
も
ら
う
た
め
で
あ
る
。
管
理
体制

を
し
い
て
い
る
為
、
一部
門
の
助手
と

教
授
と
は
噂
門
が
違
r、て
教
え
を
受け

る
こ
と
な
ど
と
ん
で
も
な
い
と
、
い
っ

た
事
態
が
多
い
。

し
か
も
、
教
授
、
助
教授
は
研
究
者

と
し
て
よ
り
蟹
珊
者
と
し
て所
皿
に接

す
る
こ
と
が
多
く
な
る
の
は当
然と
い

え
ぱ
当
然
で
あ
る
。
新
し
い研
究所
が

た
ち
ま
ち
封
建
的
な
機
構
にな
って
し

ま
う
か
も
し
れ
な
い
の
で
ある
。そ
乙

で
、
非
公
式
な
機
栂
と
し
て
、
昨
年来

か
ら
、
木
村
毅
一所
長
の
肝
煎
り
で

「所
員
会
議
」
な
る
も
の
が
作ら
れ

た
。
ま
た
、
昨
年
夏
に
は
聡
大
職
員
組

合
原
子
炉
支
部
が
つ
く
ら
れ
た
(加
入

率
は
八
〇
%
近
い
と
い
う
。
し
か
し
、

瀦
原子炉内部、本体は、置径約2m、 深さ約87nスイミ
ングプール系タンク型研究用原子炉

 

瑠
務
官
、
員
は
ほ
と
ん
ど加
入
し
て
い

ず
、
助
教
授
も
「管
理
者
」
であ
る
が

ゆ
え
に
加
入
し
て
い
な
い)
こ
こで
、

助
手
を
中
心
と
し
た
所
員
たち
は
、
充

実
し
た
研
究
体
制
を
要
求
し
てい
る
。

「実
験
所
」
が
所
外
研
究者
に対
す
ろ

サ
ー
ビ
ス
機
関
と
な
り
っ
っあ
る
現
状

で
は
、
助
手
の
身
分
が
、研
究
者
な
の

か
、
サ
ー
ビ
ス
機
関
の
従
築
員
な
の

か
、
不
明
確
で
こ
こ
ろ
もと
な
い
。
所

員
会
議
を
通
し
て
研
究
召と
して
の
身

分
保
証
を
要
求
し
て
助
手
の闘
いの
火

が
か
す
か
に
と
も
さ
れ
始
め
たわ
け
で

あ
る
。
(海
)

盤黎河出書房≡≡≡箋≡≡≡≡≡≡≡望≡塁蟹塁塁 ≡望 塵

東
尿
神
田
小
川
町
3
の
6

英
霊
の
聲

勢
轄

三
島
由

紀
夫

二
・二
山公
犀

の
決
起醤

と
特
農

の
着
者
冗ち
の
栄
光
の
死
が
汚

れ
た
の
は
な
ぜ
か
?
"人
閥
天
皇
々
宣
言
と
いう
歴
史
的
主
題
に
鋭く

迫
る
問
題
の
小
説
。
話
題の
『憂
国
」
戯
曲
「十
日
の
菊
』
ほ
か
併
載

孤
独
な
る
戴
冠
揃

石
原
慎

太
郎

石
原
債
太
雌
全
エ
ッ
セイ桑

衰
弱
し
た
現
代人
は
、
い
か
に
し
て
人

間
と
し
て
戴
冠
し
う
るか
ー
「太
陽
の
季
節」
で
、
価
値
素
乱
老
の光

栄
を
担
って
登
場
した
石
原
慎
太
郎
の
十
年間
の
総
決
算
。

孤
立
鉦
援
の
思
想

高

橋

和
巳

、

鋤

ハ

♂

¥

寳
禰
和
巳
全
エ
ッ
セイ
集

「悲
の
器
」
…
属磁
な
る
党
派
h
の著
者
が

深
い
洞
察
力
と
該博
の
知
識
に
立
ち
停滞
状
況
の
根
源
を
衝
く
。文
学

思
想
面
に
新
し
い活
路
を
ひ
ら
く
峻
烈
な
エ
ッセ
イ
集
。

書
き
下
ろ
し
長
篇
小
説
叢
書

神
の
鼻
の
黒
い
穴

い
い
だ

・も
も

¥480

戦
後
二
十
年
、
狂
走
す
る
現
代
日
本
社
会に
照
射
を
あ
て
、
若
者
の生

態
と
論
理
を探
ぐる
。
新
し
い
リ
ア
リズ
ムを
求
め
て
、
既
成
の文
学

概
念
に
果
敢
な
挑
戦を
試
み
る
新
鋭
の野
心的
異
色
作
九
〇
〇枚
/

光

る

聲

糊

真

継

伸

彦

ハン
ガ
リ
ー
動
乱に
揺
れ
る
一九
五
六
年冬
、
ス
タ
;
リ
ン
主
義暴
露

を
め
ぐ
っ
て
、
苦悩
す
る
知
識
人
と
学
生た
ち
の
群
像
・共
靡
克細
胞

崩
壊
に
ま
で
追
い
こん
だ
歴
史
的
轟件
の全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
。

憂
馨
な
る
党
派
凱

 
高

橋

和

巳

政
荷と
社
会
と
愛
にか
け
た
戦
葉
峯
生
たち
の
栄
光
と
欝

、
そ
れ

は
凝
膨
な
る
覚
派
の屍
な
の
で
あ
ろ
う
か
.学
生
運
動
を
め
ぐ
る
、敗

戦
の
残
響
に
耐
え
た世
代
の
自
己
主
機
。今
年
展
最
高
の
作
品
と
好評

青
年
の
環

野

間

宏

全
4巻

各¥580

 

第
1
巻

翠
や
か
な色
彩

第
2
巻

鐸台
の
顔

壌
3
巻

表
と
裏

と
衰

第
4
巻

災
の場
所
(豪
刊
)
現
代日
本
の
多
角
的
追
求
を
試

み
る
五
八
〇
〇
枚
の
元成
閥
近
の
巨
傭
。
第
3巻
刊
行
/

現
代
日
本
の
革
新
思
想
欄

梅
本
褒
己
/
佐
藤
昇

葦
新
勢
力
に
お
く
る批
判
と
展
望
。
全
面
講
和か
ら
安
保
闘
争
を
つ
ら

丸山
寓
男

ぬ
く
、
戦
後
日
本
の
思想
的
源
泉
を
革
新
思想
の
側
に
立
って虚
崩
す

る
注
目
の
シ
ン
ポジ
ウ
ム。
刊
行
と
同
時
に各
界
に
衝
撃を
与
え
た
。

王
木
描の
日

記

糊

岩
佐
氏

健
訳

±
天
の
罠

りと
な
っで爆
死
し
た
王木州/そ
の
暮
班篶

は
中

闇
全
土
に
"‡
夫
描に
学
べ
μ運
動
を
捲
き
起
した
。
彼
の
生
活
と
思想

の
全
貌
を
伝
え
る
擢人
民
B
報
"
掲
載
の革
命
闘
争
の
記
録
を
訳出
。

ド

ス
ト

エ
フ

ス
キ

ー

同
時
代
人
の
回
想

ド
リ

ー

昌

ン

*

野

忠

炎
訳
、

海
マ
ン
デ
ィ
ア
ル
グ

昂

田

一

良
訳

≡;愚

¥800

 

数
多
く
の
研
究
に
も
かか
わ
ら
ず
、
ド
ス
ト
エフ
ス
キ
ー
の
謎
は
ま
す

ま
す深
く
な
っ
て
い
る
。本
書は
彼
と
同
時
代に
生
き
た
人
々
、
弟
、

友
人
、
恋
人
等
の
圓
想
、手
記
をも
と
に
研
究
に
新
た
な
光を
あ
て
る
。

の

百

合

遡

誇
り
商
い
十
八
歳
の
ヴ
ァ
ニー
ナ
。
ふ
と
出
会
った
見
知
ら
ぬ
箸
埆
と

の
一夜
の
愛
の
祝
祭

現代
フ
ラ
ン
ス
文
学
の前
衛
、
マ
ン
デ
ィ
ア
ル

グ
が
、
幻
想
を
駆
使
し
て
流麗
の
鯖
で
描
く
エ
ロテ
ィス
ム
の
極
敏
。

者

の

船

(上
・下
)
㈹

ド
イ
ツ
'向
う
船
ヒ
の
二
十七
日
を
綱
致
に
描
き
、愛
と
憎
し
み
の
ド

雄
訳
ラ
マを
通し
マ
人
聞
柑
の
悪に
挑
戦
す
る
野
心
作
。ビ
ュリ
ツ
ァ
ー
賞

金
米図
膚
鎖
¢
栄
冠
に
輝く
女流
の
世
界
的
ベ
スト
セ
ラ
ー
小
説
/

》
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第
七
回
懸
賞
小
説
発
表

本
社
恒
例
の
懸
賞
小
説
募
集
は
第
七
回
を
む

か
え
、
四
十
篇
の
力
作
が
寄
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

既
報
の
と
お
り
、
第
一
次
、
第
二
次
選
衡
を
終

え
、
最
終
候
補
作
七
篇
を
、
野
間
宏
、
井
上
光

晴
氏
に
選
衡
し
て
い
た
だ
い
た
結
果
、
下
記
の

r
三
篇
が
、
選
外
佳
作
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
な
お

今
回
も
入
選
該
当
作
は
あ
り
ま
せ
ん
。
次
回
の

.
奮
起
を
期
待
し
ま
す
。

(編
集
部
)

◇

◇

◇

,

「
或
る
作
家
の
死
」

有
地

光

(京
都
大
学
・
京
都
在
)

「
四

部

作
」

奥
野

路
介

(大
阪
外
国
語
大
学
・
生
駒
在
)

「
幻

滅
」

西
寺

雅
也

(名
古
屋
大
学
・
多
治
見
在
)

ニニ=
=

二=}

曹

割
烹
着
で洗
醐
器
の
湯
を
か
え
て
い
る
と
手
伝
い
の少
女
が
「あ
のう
、
奥

様
、
お
電
話な
の
です
が
」
と
告
げ
た
。
「山
上
さ
んは
ど
うし
た
の」
夫
人

は
、
い
?
ζは
な
し
に
没
入
し
て
い
る
そ
の
し
ご
と
にじ
ゃま
を
いれ
ら
れ
少

し
い
ら
い
ら
し
た調
子
で
、
秘
書
の
名
を
曾
っ
た
。
「あ
のう
、今
日
は
お
休

み
な
の
です
が
」と
言
わ
れ
て
夫
人
は
、
あ
あ
、
そ
う
だ
っ
た
、
と
思
った
。

万
端
に
気
を
く
は
りか
ね
る
、
ゆ
っく
り
と
押
し
よ
せ
る
よ
うな
気
の
あわ
た

だ
し
さ
を
よ
く
察し
て、
あ
ち
こ
ち
を
飛
び
ま
わ
っ
て
く
れ
、
また
家
に
いる

《
選

外

佳

作
》

さ し絵/

1纏縢灘
藤 沢 敏 孝(京大蔓術働

と
きは
電
話
の
応
対
等
々
の
雑
事
す
べ
て
を
まが
せ
き
っ
てい
る
秘
書
も
、
遮

日
の
緊
張
と
激
務
が
っ
も
り
今
日
あ
す
は
自
宅
で
休
養
を
と
って
い
る
の
だ
う

た
。だ
が
そ
ん
な
秘
書
の
不
在
に
か
え
って
よ
け
い
い
ら
いら
し
、
夫
人
は

「じ
ゃ、
ど
ん
な
砿
賭
な
の
」
「あ
の
、
何
か
大
和
目
新々
聞
と
か
」
「ま
あ

ー

そし
て何
を
言
って
い
る
の
」
「何
か
、
家
の
人を
出
し
て
く
れ
、
と
」

「今
日は
山上
さ
ん
が
休
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
は
あな
た
も
知
って
い
る
の
で

し
ょう
。
わ
た
し
が
竃
藷
に
で
て
ど
う
な
る
と
思
っ
て
いる
の
。
ど
う
せ
主
人

の
様子
を聞
く
電
話
に
き
ま
って
い
る
の
だ
わ
。ほ
ん
と
にも
う
新
悶
社
な
ん

か
、
ひ
と
ごと
み
沈
い
に
し
て
無
輝
任
な
ー

。
とも
か
く
、
忙
し
い
と
か
何

と
か
い
っ
て皐
く
切
って
お
し
ま
い
な
さ
い
。何
を
聞
かれ
て
も
答
え
て
は
だ

め
よ
。ほ
ん
と
に
山
上
さ
ん
も
早
く
で
て
き
て
く
だ
さ
った
ら
ね
」
少
女
は
秘

書
の休
養
が
自
分
の
責
任
で
あ
る
か
の
よ
う
に
レ
よん
ぽ
り
引
き
さ
が
った
。

そ
の
嵐赤
な
ゴ
ム
ひ
も
で
循
が
か
た
く
ゆ
わ
え
ら
れた
短
か
い
お
さ
げ
愛
に
、

夫
人は
、あ
あ
、
わ
た
し
は
こ
の
ご
ろ
ち
よ
っ
とじ
た
こ
と
に気
を
昂
ぷ
ら
弦

る
、お
ち
つ
か
な
く
て
は
、お
ち
つか
な
く
て
は
、と覚
え
ず
岡
高
に
な
った
こ

とを
う
し
ろ
め
た
く
感
じ
な
が
ら
湯
の
か
げ
ん
を
手
指
でた
レ
か
め
た
.
水
と

熱
渤を
手
のひ
ら
で
ゆ
っく
り
混
ぜ
な
が
ら
天
人
はク
レ
ソ
ー
ル
水
の
褐
色
の

原
液
を数
滴
そ
の
洗
面
器
に
た
ら
レ
た
。
液
は
ぬ
るま
湯
の
中
で
無
数
条
の
綱

と
な
っ
て次
第
に
ひ
ろ
が
り
、
そ
れ
特
有
の
清
潔
なに
お
いの
中
で
天
人
は
再

ぴあ
の安
堵の
内
に
自
己
を
と
り
も
ど
し
て
いた
。行
き
つく
と
こ
ろ
ま
で
き

た
よ
う
な
安
心
感
、
ど
う
に
も
な
ら
な
く
な
っ
た
と
きに
か
え
って
醸
じ
る
や

すら
ぎ
、そ
し
て
何
か
一種
の
吹
き
だ
し
た
く
な
るよ
う
なお
か
し
さ
・:
…
・

作
象
・谷
溜
喜
一が
突
然
の
病
に
臥
し
て
もう
す
でに
三月
半
は
た
った
ろ

う
が
。
と
君
って
も
叢
初
か
ら
い
ま
の
床
に倒
れた
の
では
な
い
。
あ
れ
は
昨

年
十
月
の
か
か
り
、
初
秋
だ
と
い
う
の
に
予
期せ
ぬ
郷
さ
が
各
地
を
お
そ
い
、

夜
仕
事
が
た
た
って
谷
津
は
軽
い
風
邪
に
み
まわ
れ
た
。
し
か
し
、
急
い
で
仕

上
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
の
か
、
夫
人
の心
祀
を
よ
そ
に
一日
よ
ζ
に
な

うた
だ
け
で
谷
津
は
原
稿
紙
に
む
か
い
続
け
て
いた
。
谷
津
の
仕
事
に
対
す
る

厳
格
な
態
度
は
い
ま
に
はE
ま
った
こ
と
で
はな
いが
、
こ
の
ご
ろ
は
何
か
ひ

と
つの
構
想
が
ま
と
ま
り
つ
つ
あ
る
の
か
、
仕事
以外
の
事
に
は
ま
る
で
頭
に

な
い風
であ
った
。
お
か
げ
で
そ
の
五
日ば
か
り
の
寒
さ
の
あ
い
だ
、
風
邪
も

谷
濾
か
ら
去
ら
ず
、
気
の
張
り
と
は
別
な
一抹の
疲
労
が
谷
潔
の
顔
に
隠
を
さ

し
た
。
一時
し
の
い
だ
寒
さも
秋
ら
し
い
二
、三
日を
は
さ
ん
で再
び
ぷ
り
か
え

し
、
そし
て
そ
ん
な
あ
る
日
、
谷
浬は
倒
れ
た
の
だ
。そ
う
、
そ
の
日
、
そ
れ

は
昼食
時
だ
った
.
朝
か
ら
机
に
む
か
って
い
た
谷
浬は
着流
に
羽
織
で
そ
の

少
しふ
と
フた
体
格
を
の
っそ
り
食
繕
に
お
ち
つ
け
、深
いた
め
い
き
を
つ
い

た
。
「お
つ
かれ
でし
ょう
。
あ
ま
り
無
理
を
さ
れな
い
よう
に
お
願
い
し
ま

す
」
「うん
」
と
い
った
谷
諏
の
前
に
は
白
味
噌
で
あ
え
た細
ね
ぎ
の
小
皿
と

み
つ
ぱ
の
香
の高
い
鯛
の
あ
ら
の
あ
か
だ
し
、
そ
し
て
油
の
の
った
は
ま
ち
の

造
り
がお
ろ
レた
ての
わ
さ
び
の
鼻
に
ツン
と
く
る
よ
う
な漕

し々
さ
と
と
も

に
手
瞭
よ
くな
ら
べら
れ
て
い
た
。
「あ
あ
、
も
う
は
まち
の
季
節
な
ん
だ

な
」
「え
え
1
糟
を
つ
け
て
ぐ
だ
さ
る
よ
う
に
。
か
ら
いも
のは
で
き
る
だ

け
よ
す
よ
うに
っ
て先
生
か
ら
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
が
」
「そ
う
か
い
」

谷
津
は
白
髪
のま
じ
った
頭
に
手
を
や
って
と
ん
と
ん
と
軽
くた
た
き
、
首
を

二
、
三
度左
右に
振
る
。
食
事
ど
き
に
み
せ
る
幸
せ
そ
う
な
眼
が
べ
っこ
う
縁

の
眼
鏡
の
む
こ
う
で今
日
も
光
った
。
日
々
の
常
に
自
己
を
律
レ
て
いる
静
か

な
厳
し
さ
が
食
事
どき
は
ま
る
で子
供
の
よ
う
な
無
邪
気
に
包
まれ
てし
ま

う
.
夫
人
は
そ
ん
な夫
を
見
る
た
び
に
清
鮮
な
驚
き
と
そ
し
て
、
夫だ
、
と
い

う
安
心
を
覚
え
る
の
だ
った
。だ
が
今
日
は
何
か
に
ぶ
い
つ
かれ
が
谷津
を
お

か
し
て
い
る
。
ま
だ
風邪
が充
分
と
れ
て
い
な
い
の
か
し
ら
。
「ど
う
か
な
さ

うた
の
」
「い
や
。
う
ん
、頭
が
いた
い
」
「あ
ら
っー

大
丈
夫
で
す
か」

夫
人
に
答
え
ず
谷
庫
は
笛
を
と
った
。そ
の
五
分
ほ
ど
後
だ
っ
た
。
谷
溜は
突

然
「う
ん
」
と
吃
っ
て
発
条仕
掛
のよ
う
に
ば
た
り
と
倒
れ
た
。
「眼
がま
っ

く
ら
だ
・
」

脳
溢
血
だ
った
。
一百
の
あ
いだ
和議
の
な
か
った
谷潭
は
三
日
目
に
眼を

開
い
た
。
口
を
聞
こ
う
と
した
が
う
ま
く
ゆ
か
な
い
。
右
半
身
が
不
随
と
なり

左
の
口
唇
が
た
れ
さ
が
っ
て
動か
な
いの
だ
。
か
か
り
つ
け
の
医
聞
・佐
田は

天
人
と
と
も
に
病
状
の
安
定し
た
谷
津
を
入
院
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
だ
が
谷津

は
自
由
に
な
ら
ぬ
口
も
と
を
動か
し
て
頑
強
に
そ
れ
を
拒
否
し
た
。
結
局
、谷

津
は
自
宅
に
伏
す
こ
と
に
な
り。
持
別
の
は
か
ら
い
で
一人
の
蟹
護
婦
が
病
院

(五
面
に
続
く
)

飛躍 す る旭化成 クルーフ
旭化成は.γ 一ヨン・ベンペルグ・カシくロン'
化学肥料 ・化挙調味料。火薬 ・建材その他多数の

化学製品を手がける綜合化学全社です。わが国化
学工業の開拓者として、たえず新規事業を開発 し
つつ多角経営を積極的に推進 し。今日の輝かしい
紫光を勝ちとりました。4卜後 も、新分野へのかざ

りない挑戦を続けて、旭化成グループはグ{九 、

就 職 説 明 会/日 時:7月7日

ックな躍進を期しています。
この将来を担ラ原動力は若い諸君です。豊かな創

造力と積極進取のエネルギーです。当社は、諸君
の若々しい意欲にこたえて.そ の実力が十分に発

揮できるような場を用意しています。諸君の成長
と企業の発展が有機的に結びついた働きがいのあ
る職場。これが旭化成とそのグ〃一プです。

4:00～4:55

当社王蹴 醜囎/昊護継 鍋浜鍵2欝 姦簸 讐ル
1361 --1291

㊧
トヨ4自 動車販売株試会祉

就職説明会
日時6月30日

場所 トヨタ自販大阪事務所
(地下鉄心斉橋下車)

本 社 名古屋市中材区泥江町2-2`S引)9111

東京事務所 棄京都予代田区九段2-3トヨタ飯売ピル(263)4目;

大阪事務所 大阪市南区塩町通 大阪豊田ビル(251)3543

=応 募のお問い合わせは上記までご遠慮なくお寄せください
日 昌 胃8口 墜1u響 書

6

当 社 は 直 接 ユ ー ザ ー に 車 を 販

売 す る 会 社 で は あ り ま せ ん 。

当社はトヨタ自動車の営業部門を担当する会社です。(生 産部

門がト冒タ自動車工業)。 現在、わが国第1位,世 界第10位の

自動車メーカー・}響 タは.す でにユ6年前に販売部門強化のた

め当社を設立しました。そしで.マ スセールスの実現にあらゆ

る努力を注ぎ,卜 響タは16年間に実にユ50倍以上という驚異的

な成長をとげたのですσ 、

当社は直接ユーザーへの自動車販売は手がけず、国内、海外の

販売店 ・代理店への卸売、技術 ・経営指導、広告宣伝活動、商

品企画等を行なラ会杜です。販発の基本は"人"で す6数 年後 ・

には年産100方台突破をめざすト冨タの原動力は1着い諸君です。

創 立=昭 和25年 資本金=120億 円 従業員数詔
2、400人年間売上高部2、642億円 年聞利益=37億 円
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(四面
か
ら
続
く
)

か
ら派
出
さ
れ
た
。
中
年
の
そ
の
看
護
婦
は
谷潭
宅
で
寝
泊り
を
す
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
しじ
ゅう
白
い
暫
護
服
で
小
ぶ
と
り
し
た
体
をし
め
つけ
、
「い

え
、
私
は
こ
のほ
う
が
働
き
や
す
い
の
で
す
」
と
度
の
弾
い近
眼
鏡
ご
し
に
眼

を
し
ば
た
きな
が
ら
無
表
檎
に
言
った
。
こ
う
し
て
谷
津宅
し
は
一種
独
持

の
秩
序
が
で
きあ
が
った
。
そ
し
て
そ
の
秩
序
を
さ
さ
え
るも
のは
、
生
き
て

日
々
の
活
動
を
為す
こと
に
た
と
え
ど
ん
な
に
ひ
め
や
か
であ
って
も
、
そ
の

こ
と
に
何
か
う
し
ろめ
た
さ
を
感
じ
さ
せ
る
あ
の
静
ま
り
か
え
った
静
寂
だ
っ

た
。
そ
の
欝
あ
る
静け
さは
直
ち
に
家
人
1
と
言
って
も
谷
津
の他
は
夫
人
と

手
伝
い
の
少
女
の
み
な
のだ
が
ー
を
と
ら
え
こ
み
、
互
に
眼
を
あわ
せ
ば
昭
黙

の
う
ち
に
一種
の
了
解
の光
が自
ず
とか
わ
さ
れ
、
そ
の
ぎ
こ
ち
なさ
の
故
に

頭
を
あ
わ
せ
る
の
を
避
け
あ
うよ
う
な
気
配
さ
え
流
れ
た
。

谷
漣
は
病
床
に
臥
レ
た
ま
ま食
を
う
け
つけ
ず
、
幾
本
も
の
注
射薬
と
点
滴

剤
でそ
の
体
力
が
な
ん
と
が
保
持
さ
れ
て
いる
に
す
ぎ
ぬ
日
々
が
続
い
てふ
と

っ
て
いた
体
が
目
笹
に
ほ
そ
っ
て
い
った
。「腎
臓
か
ら
蛋
白
が
お
り
は
じめ
ま

し
た
」
ひ
び
往
診
に
通
う
佐
田
の
オ
ール
バ
ック
の
丸
頑
は
い
つ
も
の
よう
に

徹
か
な
悲
衷
を
お
び
て
沈
着
だ
った
。
谷
津は
や
せ
ほ
そ
うて
ゆ
き
皮
膚は
乾

いて
黄
変
レ
た
。し
か
し
、
の
ち
に
肌
は
ど
ん
よ
り
紫
が
か
り
、舌
が
赤
色
のか

た
ま
り
に
わ
か
れ
て
き
た
。
肝
臓
の機
能
が
お
か
さ
れど
タ
ミ
ン
が
欠
乏
し
て

き
た
、
と
佐
田
は
告
げ
た
。
や
せ
ほそ
った
五
体
は
脱
水
さ
れ
て
ひ
あ
がり
、

点
滴
用
の
太
い
注
射
針
は
谷
津
の
腕
から
と
っく
に
抜
か
れ
た
ま
まだ
った
。

当
初
は
不
随
で
禾
自
由
な
口
を
勤
かし
何
か聞
き
と
れ
ぬ
こ
と
ぱ
を
吐
いて
い

た
谷
津
も
す
で
に
呼
吸
す
る
ζ
と
さ
え
力
の
いる
仕
事
と
な
り
、
眼
を
と
じた

ま
ま
数
分
に
一度
、
喉
を
び
ゆ
っ
と
なら
せて
大
き
な
た
め
い
き
を
レ
た。
そ

ん
な
あ
る
日
、
佐
田
は
黒
縁
の
眼
鏡に
指
を
かけ
な
が
ら
伏
目
が
ち
に
言
っ

た
。
「奥
さ
ん
、
ど
う
も
、
も
う
い
け
ま
せん
な
」
…
そ
れ
は
も
う
わ
か
っ

て
い
た
。
そ
う
な
の
だ
、
夫
が
倒
れ
た
あ
の
日に
も
う
わ
か
り
き
って
い
た
こ

と
な
の
だ
。
あ
の
戦
争
で
た
だ
ひ
とり
の
患子
を失
った
と
き
は
琶
の
申
の
騒

が
し
さ
に
か
え
って
悲
し
み
を
か
き
た
て
られ
た
が
、
この
夫
の
災
の
申
で
自

己
を
と
り
も
ど
レ
た
と
き
、
夫
人
は
ひ
と
つ
の静
寂
の
内
に
あ
った
の
だ
っ

た
.
そ
う
、
な
に
か
し
ら
深
淵
か
ら
湧
きあ
が
って
く
る
静
寂
、
わ
た
し
に
は

と
て
も
打
勝
て
な
い
気
配
の
静
寂
、よ
こた
わ
る
夫
の
体
か
ら
湧
い
て
で
る
そ

れ
、
わ
た
し
は
こ
の
ひ
と
の
妻
だ
、
こ
のひ
と
ど
共
に
す
ご
し
た
長
い
つ
き

ひ
、
そ
れ
が
わ
た
し
だ
っ
た
、
そし
て
今
わ
た
し
は
こ
の
ひ
と
を
静
か
に
、
こ

の
ひ
と
が
な
る
ま
ま
に
見
て
い
れ
ば
そ五
で爺
分だ
、
静
か
に
、
静
か
に
、
な

に
も
か
も
懐
か
し
く
英
し
く
な
る
のだ
。
少
し
聞
を
お
い
て
佐
田
は
初
老
の
重

い
声
で
ゆ
っく
り
醤
っ
た
。
「人
体
は健
康
に
生
き
て
お
れ
は
よ
い
の
で
す
が

、
急
に
そ
の
正
常
な
回
路
が
こ
われ
る
とも
う
手
が
つけ
ら
れ
な
く
な
る
の
で

す
。
気
を
つ
け
ら
れ
る
よ
う
幾
度
も
君
っ
ては
いた
の
で
す
が
。
1
こ
わ
れ
た

回
路
は
殆
ど
も
と
に
か
え
ら
ず
に
次
々
と
悪化
し
て
ゆ
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
医

学
上
は
打
つ
手
は
あ
る
。
レ
か
し
そ
れも
結
局
は
次
の
症
状
が
あ
ら
わ
れ
る
時

期
を
の
ば
す
だ
け
に
す
ぎ
な
い
こ
と
の
ほう
が
多
い
の
です
。
こ
う
な
る
と
医

学
は
も
う
単
純
な
認
訟
に
す
ぎ
な
く
な
り
ます
、
今
日
ζ
ん
な
症
智
が
で
た
、

今
日
は
こ
ん
な
病
状
を
黒
し
た
、
とが
。も
う
、
な
り
ゆ
き
に
ま
か
せ
る
ほ
か

は
な
く
な
る
の
で
す
」
騨
か
に
、
で
き
るκ
け静
か
に
。
わ
た
し
に
は
わ
か
っ

て
い
た
の
だ
。
も
う
わ
か
っ
て
い
た
のだ
」
わ
た
し
に
は
悲
し
み
は
な
い
、
わ

た
し
ほ
こ
の
静
け
さ
と
と
も
に
あ
なた
に近
づ
い
て
ゆ
け
る
よ
う
な
気
が
で
る

、
私
は
安
心し
切
って
いる
、
静
か
に
、
静
か
に
…
;。

静
か
に
洗
面
器
を
は
こ
ん
で
庭
に
面
し沌
塵
トに
か
か
る
と
冬
日
和
な
が
ら

吹
く
強
い
乱
風
に
の
って
人
々
の
ざ
わ
めき
が
一瞬
き
こ
え
た
。
硝
子
戸
越
し

に
そ
の
ほ
う
を
ふ
り
か
え
る
と
木
枯れ
のむ
ζ
う、
深
い
針
葉
樹
の
林
の
も
と

に
あ
る
表
門
の
あ
た
り
で
あ
る
。
昼
を
こし
た
今
ご
ろ
に
な
る
と
毎
日
、
報
道

関
擬
者
が
軍
で
の
り
つ
け
門
外
に
待
機
し
て
いる
。
佐
田
の
往
診
時
聞
を
景
知

のう
え
でで
あ
ろ
う
、
そ
し
て
彼
簿
は
き
っ
と
得
って
い
る
の
だ

夫
人
は

思
わ
ず
か
っと
し
た
.
あ
の
人
た
ち
に
はわ
た
し
た
ち
の
ζ
と
は
何
の
関
係
も

な
い
のだ
。
わ
た
し
た
ち
に
何
が
お
こ
っ
ても
あ
の人
た
ち
は
た
だ
わ
た
し
た

ち
を
観
祭
して
い
る
だ
け
な
の
だ
。
そ
し
て分
別
く
さ
く
、
す
べ
て
が
自
分
ひ

と
り
の資
任
に
お
い
て
お
こ
っ
た
か
の
よう
に
、
無
思
慮
に
書
き
は
じ
め
る
の

だ
。無
礼な
人
た
ち
ー

。
夫
人
は
思
わ
ず
こ
ぼれ
そ
う
に
な
った
ク
レ
ゾ
ー

ル
水
には
っ
とし
て
立
ち
ど
ま
った
。
白
い
足
観が
廊
下
の白
木
に
微
か
に
軋

む
。
おち
つか
な
く
て
は
。
あ
ん
な
人
達
の
こ
と
はど
う
でも
よ
い
の
だ
。
夫

人
は洗
面器
の
申
で
大
き
く
ゆ
れ
る
ク
レ
ゾ
ー
ル水
を見
つめ
て
い
た
、
大
き

く
ゆれ
る液
、
大
き
く
ゆ
れ
る
ー

。
夫
人
は突
然
ふ
き
だ
し
そ
う
に
な
っ

さ
を
信
じ
る
ほ
ど
です
。
そ
して
わ
たし
の
そ
ん
な
お
も
い
の
む
こ
う
に
、
弼

か
自
然
の
よう
な
も
の
が
、
そう
、人
間
そ
の
も
の
を
こ
の
世
に
生
み
出
し
た

そ
の
大
自
然
が
、
ひ
と
の死
の
根源
の
よ
う
に
、
す
べて
を
含
み
こ
む
よ
う
に

あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
です
.自
然
は
死
に
ゆ
こ
う
と
す
る
人
々
に
む
か
っ
て
(

土
に
か
え
れ
、
ま
た
土
にか
えれ
V
と
、
ま
る
で
(お
ま
え
は
生
き
て
何
を
す

る
こ
と湧
で
き
たか
V
と
ひ
とを
あ
ざ
わ
う
つよ
う
に
、
だ
が
、
こ
れ
が
自
然

の
捉
な
の
だ
、押
し
つけ
る
よ
う
な
説
得
の
力
で
我

に々
呼
び
か
け
る
よ
う
で

す
,
病
む
ひ
とを
前
に
わ
た
し
ほ
子
供
の
ざ
れ
ご
と
の
よ
う
な
無
駄
な
努
力を

強
大
な
自
然
に
対
し
てな
し
て
いる
よ
う
に
思
い
、
そ
し
て
か
え
っ
て
自
分
が

自
然
の
理
に
反
し
た
こ
とを
し
て
いる
の
で
は
な
い
か
と
い
う
老え
で
い
っ
ぱ

い
に
な
り
、
そ
の
とき
、わ
た
し
は
大
地
の
奥
深
く
こ
の
世
界
を
支
配
し
裁
断

す
る
大
自
然
の
根源
で
あ
る
死
の世
界
に
わ
た
し
の
身
を
お
き
た
く
な
り
ま

す
」
「ま
あ
、お
医
者
さ
ま
と
も
あ
ろ
う
あ
な
た
さ
ま
が
…
§」
夫
人
は
佐
田

の
う
レ
ろ
姿
を
見あ
げて
、
レ
か
し
ゆ
っく
り
言
った
。
わ
た
し
は
な
ぜ
こ
ん

な
見
当ち
が
い
の答
を
す
る
の
だ
ろ
う
。
…
・…
・そ
う
だ
、
谷
津
は
何
か
に
書

い
た
こ
とが
あ
った
。
:
-そ
の
K
と
い
う
作
家
の
最
期
に
私
は
たち
あ
っ

た
。知
ら
せ
を
う
け
て
肉親
や
友
人
た
ち
が
集
ま
って
い
た
。
だ
が
藥
ま
った

当
初
の溝
鮮
と
も
言
え
る
あ
の
緊
張
が
次
第
に
と
け
、
一種
の
疲
れ
たけ
だ
る

さ
が
人
を々
とら
え
初
め
てい
た
。
我

は々
な
す
こ
と
な
き
畏
い
時
聞
をほ
と

ん
ど
がま
ん
し
てそ
のま
く
ら
も
と
に
座
し
て
い
る
。
と
い
う
よ
う
な
状
態な

の
だ
った
。無
為
に
時
が
流
れ
、
そ
し
て
そ
の
時
、
K
が
突
然
雷
った
のだ
適

「お
前
たち
、お
れ
が
一刻
も
旱
く
死
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
のだ
な
.

お
ま
えた
ち
も
い
つか
は
こ
ん
な
め
に
あ
う
の
だ
ぞ
」
に
ら
み
つ
け
る
よう
に

君
う
や
せ
ほ
そ
った
K
の
こ
と
ば
は
知
る
人
の
み
が
口
に
で
き
る
紙
一鼠
を
飛

び
越
え
た
通
訳
不能
の
何
か
が
あ
り
、
我
々
は
櫻
然
と
した
。
それ
が
K
の最

期
の
こ
とぱ
だ
った
.
そ
し
て
私
は
自
分
が
死
に
臨
ん
だ
と
き
私も
Kに
な
ら

っ
て
こ
の
こ
とぼ
を
吐
こう
と
決
心
し
た
の
だ
った
>
l

K

甲野
と
い
う

若
く
死
ん
だ
作家
だ
った
。
夫
人
は
い
つ
か
甲
野
を
見
か
けた
こと
が
あ
っ

た
。
そ
0
、ま
だ
夫
人
が
若
い
こ
ろ
、
夫
の
谷
津
と
つれ
だ
って
甲
野
が
受
け

た
何
か
の
文
掌賞
の受
賞
式
に
で
た
と
き
だ
。
彼
が
人
垣
の
中
の新
聞
記
者
連

を
前
に
し
て
喋
っ
て
いる
のを
夫
人
は
遠
く
か
ら
眺
め
て
い
た。
羽
織
は
か
ま

で
武
道
指
南
の
よ
つに
髪
を
流
し
た
甲
野
は
「文
学
者
や
小
説家
な
ん
て
の
は

た
。
夫
人
は
、
静
か
に
、
と
努力
し
、
さ
さ
げ
る
よ
う
に
洗
面
器
を
は
こん
で

い
る
自
分
に
言
い
し
れ
ぬお
か
し
さ
を
醸
じ
た
。
し
か
レ
無
駄
な
のか
も
し
れ

鳳い
、
多
分
無
駄
な
の
だ
、自
分
に
何
を
言
い
き
が
せ
て
も
し
か
た
がな
い
の

か
も
し
れ
な
い
、
こ
の
洗
面器
の液
は
な
ぜ
こ
ん
な
に
ゆ
れ
る
の
だ
ろう
、
こ

ん
な
に
:
…
。
だ
が
夫
人は
そ
ん
な
自
分
に
も
蕾
集
を
覚
えた
。今
は
や
る

こ
と
は
や
ら
な
く
て
は
な
らな
い
、
た
と
え
無
駄
・

い
や
、
そん
な
こ
と

を
考
え
る
の
は
よ
そ
う
、よ
す
の
だ
。
夫
人
は
気
を
と
り
な
おし
た
よ
う
に
歩

み
は
じ
め
た
。

診
景を
お
え
だ
佐
田
は
器具
を
鞄
に
な
お
し
洗
面
器
で
手
をす
す
いだ
。
そ

の
ー

し々
い
そ
ぷ
り
によ
り
以上
の
佐
田
ら
し
さ
を
感
じ
、
夫
人は
微
笑
レな

が
ら
佐
田
の
黙
り
ζ
ん
だ
横
顧に
ち
ら
り
と
眼
を
は
し
ら
せ
た
。
数
分
のあ
い

だ
裡
護
婦
に
小
声
で
何
事
か指
示
を
与
え
て
が
ら
佐
田
は
夫
人
に少
し頭
をさ

げ
て
立
ち
あ
が
り
、
夫
人は
その
後
に
従
った
。

沈
う
つ
そ
う
な
佐
田
の
中
背
で
で
っぷ
り
し
た
影
は
廊
下
を折
れ
谷
津
の書

斎
の
前
で
音
な
く
そ
の
歩
み
を止
め
た
。
い
つ
ご
ろ
か
ら
か
、
多
く
は
谷津
の

容
態
を
天
人
に
述
へる
折
、
それ
は
谷
津
の
書
斎
で
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
必
要
の
あ
る
と
き
は
、佐
田は
今
日
の
よ
う
に
書
斎
の
前
で
ま
え
ぶれ
な

く
立
止
ま
る
の
だ
っ
た
。
こ
ζ
うえ
た
よ
う
に
夫
人
は
襖
を
ひ
ら
き
、
ひ
と
け

な
い
室
内
は
部
屋
の
爾
全
面を
占め
て
大
き
く
は
め
ら
れ
た
あ
ら
い
格
子
の障

子
戸
に
冬
日
和
の
庭
の
梅
一本
を
影
に
う
つ
し
、
そ
れ
が
映
え
て
室
内
をよ
り

薄
馳
く
感
じ
さ
せ
て
い
る
。
佐
田
のう
し
ろ
か
ら
入
った
夫
人
は
右
指
で
濃
い

紺
の
和
服
の
裾
を
た
だ
し
な
がら
足
袋
を
そ
ろ
え
て
そ
の
ま
ま
正
麗
し
た
。
寒

風
に
吹
き
と
は
さ
れ
た
婁
が
陽
光
を
さ
え切
った
の
が
急
に
く
も
っ
た
陣
子戸

の
前
に
執
舞
用
の
西
洋
机
が
浮
きだ
し
、
部
屋
の
片
す
み
に
好
み
で
造
作
レ
窺

三尺
た
ら
ず
四
方
の
囲
炉
も
、
つ
り鍵
に
か
け
ら
れ
た
鉄
瓶
の
黒
い
冷
や
か
さ

と
とも
に
久
し
く
火
気
を
断
っ
て
いる
のだ
。
佐
田
は
そ
の
ひ
と
け
の
な
さ
の

中
に
立
った
ま
ま
し
は
ら
く
沈
黙し
てい
た
が
、
夫
人
に
背
を
み
せ
た
まま
言

った
。
「ひ
と
の死
を
眼
前
に
、
わ
たし
は
い
つ
も
ど
う
し
よ
う
も
な
く
無
力

感
を覚
え
る
の
で
す
。
そ
の
人
を
次
第
にお
か
し
遙
行
す
る
死
の
相
に
な
す
術

を
知
ら
ず
、
た
だ
見
て
い
る
だ
け
に
な
っ
て
レま
う
の
で
す
。
死
は
血
管
を
や

ぷ
り
肝
蔵
を
お
か
し
栄
難
物
を
悪
意
をも
っ
て体
外
に
は
き
だ
さ
せ
体
は
幾
何

級
数
的
に
硬弱
す
る
。
た
し
か
に
も
どが
し
く、
や
り
切
れ
な
い
。
1

で
も

そ
のほ
か
に
わ
た
し
に
何
が
で
き
る
の
だろ
う
。
わ
た
し
は
殆
ど
医
学
の
無
力

こ
の
世
に
は
い
ら
ん
ごろ
つき
な
ん
で
す
よ
。
そ
ん
な
無
駄
な
輩
にま
ん
ま
を

く
わ
せ
る
ぐ
ら
い
なら
世
の中
か
ら
追
ん
だ
す
運
動
を
せ
に
ゃな
らん
の
です

よ
」
と
や
せ
た
腕
を
組
ん
で
ひと
を
驚
か
せ
て
い
た
。
帰
り
の
璽
の中
で谷
津

は
い
つ
に
な
く
レ
ん
み
り
と
「あ
いつ
は
自
分
の
本
当
に
想
っ
て
いる
こ
と
、

信
じ
て
い
る
こ
と
を
、
つ
い
つい
逆
に
君
って
し
ま
う
よ
う
な
や
つな
の
だ
。

と
言
って
も
、
自
分
の言
った
そ
の
こ
ζ
も、
同
じ
よ
う
に
信
じ
てい
る
の

だ
。
そ
れ
は
な
かな
か
でき
な
い
こ
と
な
ん
だ
よ
」
と
言
っ
た
。
夫
に考
乳
な

ぞ
聞
か
さ
れ
た
こ
と
のな
い若
夫
人
は
「そ
う
で
す
か
」
と
そ
のま
ま閾
き
流

、
し
て
し
ま
って
い
た
の
だ
った
。
…
…
あ
の
こ
と
ぽ
も
そう
な
の
だろ
う
か
、

「お
ま
え
た
ち
もこ
んな
目
に
あ
う
の
だ
ぞ
」
1

。

佐
田
は
低
い
声
で
ゆ
っく
り
続
け
た
。
「わ
た
し
は
い
つ
の
ま
に
か
この
自

然
の
も
と
に
あ
る
死
に
身
をお
込
ても
の
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
の
かも
し
れ

ま
せ
ん
。
谷
津
さ
ん
が
ま
だ
お
元
気
の
ころ
、
一度
話
を
し
た
こ
とが
あ
っ

た
。
谷
津
さ
ん
は
わ
た
し
に
突然
(
では
佐
田
さ
ん
、
あ
な
た
の
よ
う
に死
の

世
界
を
ど
ん
ど
ん
進
み
死
の
極
限ま
でゆ
く
と
、
そ
こ
に
ま
さ
に
生
そ
のも
の

が
合
成
さ
れ
麗
生
す
る
か
もレ
れま
せ
ん
ね
V
と
言
わ
れ
た
。
わ
た
しは
(そ

れ
は
多
分
、
谷
津
さ
ん
が
生き
て世
界
を
探
究
さ
れ
、
死
ぬ
ま
で
生き
て執
筆

し
続
け
ら
れ
る
の
と
同
じ
こ
と
でし
ょう
V
と
答
え
た
覚
え
が
あり
ま
す
。

ー
い
や
人
が
聞
く
と
わ
け
の
わか
ら
ぬ
禅
問
答
の
よ
う
で
し
ょ
うが
」打
消
す

よ
う
に
醤
って
佐
田
は
書
斎
の
左壁
全
面
を
占
め
る
書
棚
に
近
づ
き
、
そ
の
と

き
再
ぴ
陽
が
さ
し
て
室
内
は
ほ
ん
のり
と明
る
さ
を
と
り
も
ど
し
た
。
佐
田は

生
前
に
出
版
さ
れ
た
二
十
数
巻
に
わた
る
谷
津
喜
一全
集
の
前
に
立
っ
た
。
そ

れ
を
見
な
が
ら
夫
人
は
谷
津
の
作
品
の
ひと
つ
を
突
然
あ
り
あ
り
と
想
い
う
か

べた
。
実
際
夫
人
は
谷
津
の
作
品
はほ
と
んど
よ
ん
だ
こ
と
は
な
か
っ
た
。夫

人
は
谷
津
の
そ
の
よ
う
な
面
と
は
別
の
面
で夫
人
な
の
だ
った
。
だ
が
夫
は
わ

た
し
を
ど
う
思
って
い
た
の
だ
ろ
う
、
そし
て自
分
の
仕
事
の
こ
と
を
。
1

そ
の作
品
は
し
か
し
何
か
と
隔
題
にな
った
も
の
で
あ
り
、
夫
人
も
試
み
に
よ

ん
でみ
た
の
だ
った
。
そ
れ
は
散文
の畏
詩
だ
った
。
愛
す
る
男
女が
抱擁
し

て
いる
。
す
る
と
突
然
女
が
男
の
体内
に没
入
し
て
し
ま
う
。
女
は
の
が
れ
る

た
め
必
死
に
も
が
き
男
の
内
臓
を食
み
つ
づけ
体
内
で
次
第
に
成
長
し
、
つ
い

にく
い
つ
く
さ
れ
た
男
の内
形
と
女
の外
形が
ぴ
った
り
一致
オ
る
そ
の
と
き

(六
面
に
続
5

、

青雲の志を現 代に!
事務系一法、経済 技術系一電気、機械、物理、化学、関係学科

若い先輩達が、事務、技術各分野で駿足を伸ばし鴨フロンティアに
挑んでいます。 随時来訪歓迎

従業員 約2,500名 大阪に4工 場
全国各地に支店営業所売上高 年間

約100億円 販路は世界申に及んでいます。

東芝関連会社申、屈指の成長企業として将来が期待されています.

『音」の文 化 を 世 界 へ
スピーカーからラジオ、テレビ、トランシーバ
ー、ら更に時代の先端をゆく医療用電子機蕃と

人類の幸福に貢獄する無限の可能性を追って
進む著々しい目的集団 それが当社の姿です。

本社 大阪市旭区大宮西之町労務部 労務課 電話(951)5631代 表大阪音響株式会社
一

'

、

ノ

若 さと7ア イ ト
フレッシュな時代感覚
豊かな創造力 と知性をもつた
あなたのような人 こそ
世界の企業"オ リベッティ,'の
明 日の発展に必饗です

鋳遜
■初任絵 づゆ 率26gooo解

大鋼臨陶畦司ド31,000戸雪 〔瑚に1督乎当あり)
給与および福利厚生など℃牡員の生活全般に陽す`樽遇
・保鉦にっいて慰.日 本でも一流のホ準にあり、郎二回
の昇給、年コ回の賞与の僧社会保陰酬度寛傭し循柵 曇
括動を積犠的鵬遭めています●
●「〃 舜 ・システ勾 を撮常していますの爆 与も
職責も実力滋義でダイナミ7クに鼻遭します・

日本 オリベ ツテイ株 式会社
人事部人事選噌撮.

鯨8鵠 鱒 霊糎節πτ匡し鯛 悔祇凝

応募饗頓
O応募ご希望の方はも大学就職部を通して人鵜 考謙宛
応募書類をお逝り下さい。
●詳細は℃大学就職部.ス構入都遷考器までき閻合わ燈
下さい.

応 寡 資格
昭 和42年3邦 肉 掌 賦大 畢院 率藁 子 定者 ㎏晩事霧a警 に

閥'いを鋳 ち鴨 轟 尋ル ギ ジン 晶で フ μン テイ7蔚 神旺 籔≡

な 男す ・

僧 桑8員

へP計]帥慶 ダィ プ タィター 鴬 粟都 員腰 凄4蟻 ・文 その 位 の
学 郎專 攻 の もの

② 会 計梗 、1・D・P営 桑部 員 は会貫+学、簿 記学 専 攻 の二 と

`3)ノス テム ズ ェン ノニ ア.プ ログ ラマ ー担 当都 員 は管 理
」.学噂 蛭営 守㍉ 数 学専 攻 の こ と

℃務系杜員
・大学・大学院で会醤れ経理、経奮℃人峯勇務管理を寡
孜のこと℃特に大学院に於て鴛れた学閥的を研究粟緩
を待つものは規定以上の待遇をします●●

0■i響e量畳i
日尋二† りペ ッテ ィは1粥1年 護 立 ● わず か5年 後 の 今 日嚇全 国 に6支 社.5出 張

所 、120の 代 理店 、 約700の 特 約 店 を持 つ にい た りま した.こ の強 力 な敵売 岨

識 と先 ぺ きな 技欝 サ ー ビ スは,オ リペ ッ ナィ の タイ プ ライ ター、 加 算機 、劃 篇
義 。全 計機 を.早 くも 日本 全国 の企 桑 に、 欠 かず こ との で きな い ものに し ま し

た,亭 務 の合 理化.能 率 の向 上 一 日 本の 経 済界 が かか 尾て い るこ の課 越 を解
決 † るた めに ℃ 日本 の事 務機 械 市場 は もっ と多 くの もっ と高 度の 才 ヲベ グ ティ

製 品 を待 って い ますb二 の 期待`:応 凡 るた め 、私 た ちは優 秀 な人 材 を導 人 して

営 桑障 容 をい っ そ う拡 充 す る二 と にな り ま した.と くに 、今 後.早 急 な 開発 の
必 要 に迫 ま られ てい るIDP(情 報 の集 中 処理)の 分 野 へは 、画 期的 な進 出 を

介 だ て、 ソフ トウエ ア.す なわ ち擾 械 の もつ 基本 的能 力 を最 大限1:発 揮 させ る
プ"グ ラ ムや ノ ステ ム全 佑の 開 発充 実 にポ イ ン トをおPくこ とにな ケま した.こ
れ1:関 遮 して 、禍 度事 務樵 械 の 沸入 や組 み 合 わせ 亀あ る いは 閏昭 処趣'関 して

の企 粟 ノ ドバ イザ ー、 す な わち ノ ステ ム ズ ・エ ンジ昌 〒 の活 躍分 野が 大 き く ケ
ロー ズア ゲプ して きま したσこ の よ うな新 しい分 野 を開拓 す 翫 若 く進 取 の気 偶

に富 ん だ人物 を℃ さ らに短 期 の トレー ニ ング と実 地教 宵 によ り、 責 紅あ る地 包

にウ く貸信 と気 力 にあ ふれ た 人物 を私 た ち は待 って い ます●

679
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(五面
か
ら続
く
)

(
光
り
輝
く自
己そ
の
も
の
/
巨
大
な
卵
か
ら
う
ま
れ
た
故
の
そ
の存
在
/
現

世
の
は
て
に
突
如あ
ら
わ
れ
、
お
お
、
い
つ
か
現
世
の
は
て
に
再
び消
え
ゆ
く

も
の
は
/
大
空
にか
か
る
巨
大
な
懐
中
時
計
が
き
っか
の蘭
の
十
二時
を
さ
す

/
そ
の
と
き
と
ど
ろく
熟
音
と
と
も
に
鋭
い
光
の
先
が
空
を
切
り
/光
り輝
く

自
己
そ
の
も
の
が
現世
に
あ
ら
わ
れ
た
の
は
そ
の
と
き
な
の
だ
/
す
べ
て
の世

の
人
と
世
界
を
自
己
の内
に
も
つこ
の
湧
出
そ
の
も
の
V
が
世
界
に
あ
らわ
れ

る
。
彼
は
諸
現
世
界
を
さ
まよ
いこ
の
世
の
す
べ
て
の
苦
難
を
自
ら
体
得
す
る

の
だ
が
、
不
幸
な
る
闘、
彼
と番
う
女
は
こ
の
世
に
い
る
は
ず
は
な
く
、
うま

れ
る
べ
き
子
も
でき
ず重
な
る
不
幸
の
内
に
乏
し
く
美
し
い
、
そ
し
て
たく
ま

し
い
少
女
と
の
鯉遽
、激
し
い愛
憎
の
す
え
、
つ
い
に
(世
の
す
べ
て
の苦
し

み
、
す
へ
て
の
かな
し
み、
す
べて
の
不
幸
を
、
ぼ
く
が
す
べ
て
せお
う
こ
と

は
で
き
な
い
。
刻
々
の
こ
の時
に
う
ま
れ
い
ず
る
す
べ
て
の
災
を
ぼく
ひ
とり

で
せ
お
う
こ
と
は
でき
な
い。
世
の
す
べ
て
の
よ
ろ
こ
び
を
ぼ
く
が実
現す
る

こ
と
は
で
きな
い。
こ
の世
の
さ
さ
や
か
な
幸
福
の
す
へ
て
を
ぼ
く
は
み
と
ど

け
る
こ
と
は
で
きな
い
V
と
いう
境
地
に
い
た
り
、
平
凡
な
民
と
し
て少
女
を

妻
と
じ
子
を
もう
け
る
、
と
い
う
と

こ
ろ
で
お
わ
っ
て
いる
。
夫
が
ど
う

考
え
何
を
あ
らわ
そう
と
し
て
い
る

の
か
。
そ
れ
は
夫人
の想
像
や
思
考

の
内
に
あ
る
こ
と
では
な
カ
った
。

夫
人
は
そ
れ
を
よん
だ
こ
と
を
夫
に

告
げ
な
か
っ
たし
、
谷
津
も
そ
れ
を

知
る
は
ず
は
な
か
った
。
そ
の
う
ち

に
そ
の
記
憶
さ
え日

の々
流
れ
の
か

な
た
に
薄
れ
浦
え
てし
ま
った
の
だ

った
。
そ
う
、あ
れ
は
何
と
い
う
作

品
だ
っ
た
ろ
う
か、
な
ぜ
谷
津
は
あ

れ
を
書
い
た
のだ
ろ
う
、
わ
た
し
に

は
わ
か
ら
な
い、
何
を
書
こ
う
と
し

て
い
た
の
だる
つ
ー
だ
け
ど
わ
か

ら
な
く
ても
よ
いこ
と
な
の
だ
、
わ

た
し
は
ず
っ
とあ
のひ
と
の
妻
で
過

し
て
き
た
の
だ。
夫
人
は
、
妻
で
あ

る
、
と
い
う
こと
に、
と
て
も
口
で

は
謎
い
切
れ
な
い
豊か
な
何
か
を
感

じ
て
い
た
。
夫人
は
、自
分
が
谷
津

に
対
し
て
豊
か
な何
か
を
な
し
て

き
、
谷
津
が
それ
に対
し
て何
事
を

も
廼
わ
ず
自
分
の執
簿
を
続
け
て
き

縫
ガ籠
嫉
錘
越

充
分
し
て
き
た
、
それ
だ
け
だ
、
そ

れ
で
も
う
よ
い
の
だ
、わ
た
し
は
わ
.

た
し
、
そ
れ
でよ
い
のだ
、
よ
い
の
・5。

だ
。爵
棚
の
前に
Vち
、佐
田
は
ひ
と

り
ご
と
の
よう
に
の
べた
。
「わ
た

し
の
相
手
は
い
つも
死
です
。
そ
れ

は
無
形
で
す
。わ
た
し
は
こ
の
世
の

中
に
対
し
てわ
た
し
の
な
し
え
た
何

事
も
提
示
でき
な
い
。
-

無
の
形

を
こ
の
世
に
形
とし
て
残
しえ
た
ひ

と
は
ヰ
補
だ。
こ
の頑
強
に
俘
る
谷

津さ
ん
の
作品
群
は
た
と
え
谷
津
さ

ん
が
死し
た
後
も
永
遠
に
こ
の
世
に

残
る。
ひと
り
の
、
谷
津
と
い
う
ひ

と
とし
て
。
後
世
の
人

は々
こ
の
作

品群
を
谷
津
さ
ん
と
し
て
知
り
う
る
。
こ
の
請
作
品
の
全
体
が谷
津
さ
ん
と
し

て残
る
」
せ
つ、
夫
は
永
遠
に
残
る
、
作
品
と
し
て
夫は
消
え
る
こ
と
ほ
決
し

てな
い、
一度
そ
れ
は
こ
の
世
の
中
に
夫
に
よ
っ
て
刻
印
さ
れた
も
の
な
の

だ
、
一度
こ
の
世
の
中
に
現
わ
れ
た
作
品
は
決
し
て無
いも
の
に
は
な
ら
な
い

の
だ
.
だ
け
ど
佐
田
さ
ん
は
知
って
い
る
の
だ
ろ
う
か
、わ
た
し
が
谷
津
の
す

べて
を
知
うて
い
る
こ
と
を
、
わ
た
し
が
ゆ
っ
た
り
と
豊か
に
谷
津
を
餌
ん
で

いる
こ
と
を
。
決
し
て
作
品
に
あ
ら
わ
れ
な
い
夫
を
、そ
う
な
の
だ
、
わ
た
し

は
夫
の
全
部
を
知
っ
て
い
る
の
だ
、
そ
し
て
夫
は
き
っお

た
し
の
す
べ
て

を
知
って
い
る
、
そ
う
、
夫
の
作
品
は
そ
れ
を
知
った
上
での
で
き
ご
と
な
の

だ
、
わ
た
し
と
夫
の
あ
い
だ
だ
け
で
わ
か
り
あ
う
も
のが
あ
る
の
だ
、
そ
れ
が

ど
う
い
う
も
の
な
の
か
、
そ
れ
は
こ
と
ば
に
は
い
え
ない
。
だ
け
ど
天
の
作
品

が
あ
った
と
い
う
こ
と
は
わ
た
し
があ
っ
た
と
いう
こ
とな
のだ
、
そ
れ
を
佐

田さ
ん
は
知
って
いる
だ
ろ
う
か
、
炎
の
死
ん
だ
災
も
わ
た
し
に
は
夫
の
作

品
だ
け
が
夫
な
の
で
は
な
い
、
も
っ
と
も
っ
と
、
そ
う
、わ
た
し
の
知
る
谷
津

の
す
べて
が
谷
津
の
す
べ
て
な
の
だ
。
そ
ん
な
夫
と
わ
たし
を
佐
田
さ
ん
は
知

うて
い
る
の
だ
ろ
うか
。
「わ
た
し
は
谷
津
が
嘗
い
た
人
聞
で
は
あ
り
ま
せ
ん

わ
」
夫
人
は
思
わ
ず
そ
う
つ
ぶ
や
い
た
自
分
を
発
見
し
、
驚
いた
。
あ
あ
、
わ

た
し
は
何
を
考
え
て
い
る
の
か
。
何
を
い
お
う
と
し
て
いる
の
か
、
あ
あ
、
あ

あ
。
静
か
に
、
も
つ
よ
い
の
だ
、す
べ
て
はよ
いの
だ
、
静
か
に
、
静
か
に
。

二
十
四
巻
の
夫
の
全
作
品
、
そ
剃は
夫だ
、そ
の
二十
四
讐
目
、
一巻
、
二
巻

,.,..・二
十
四
巻
、
あ
あ
、
ζ
れ
がわ
た
し
の夫
な
の
か
、
わ
た
し
は
こ
れ
を
抱

い
て
こ
れ
か
ら
の
世
を
ひ
と
り
す
ご
す
のか
。
い
いえ
、
夫
は
ー

、
そ
の

時
、
佐
田
は
霊
を
辞
す
気
配
を
みせ
、夫
人
は
い
つの
ま
に
か
没
入
し
て
い
る

想
念
の
深
み
か
ら
は
っ
と
身
を引
いた
。
と
同
時
に
自
分
を
引
き
ず
り
こ
む
表

想
の
ゆ
く
底
しれ
ぬ深
さ
に
[瞬
の
恐
怖
を
感
じ
た
。
わ
た
し
は
何
を
考
え
て

い
る
の
だ
ろ
う
、
何
を
…
・…。

佐
田
を
送
り
出
し
て
再
ぴ庭
に
面し
た
副
下
を
歩
い
て
い
る
と
凝
門
の
あ
た

り
で
急
に
入
声
が
た
かく
聞え
てき
た
。
夫
人
は
し
か
め
つ
ら
し
い
顔
つ
きを

し
た
佐
田
が
駆け
よ
る
記
者た
ち
を
迷
惑
奪
つに
は
ら
い
の
け
て
軍
に
の
り
こ

む
姿
を
想
像
し告
矢を
浮
か
ぺた
。
「死
の
世
界
に
お
ら
れ
る
先
生
も
こ
の
世

の
雑
事
には
か
な
わ
な
い
ら
し
わ
」
思
わ
ず
吹
き
だ
し
そ
う
に
な
っ
た
自
分
に

気
つ
き
、人
に
見
ら
れ
て
照
れ
た
か
り
よ
う
に
夫
人
は
小
走
り
に
二
、
三
歩
す

す
んだ
.
そ
し
て
愚
を
つ
く
よ
う
に
柱
に
手
を
か
け
す
ら
り
と
し
た
長身
を
も

そ
っと
柱に
もた
せ
か
け
た
。
と
、
眼
前
に
書
斎
の
襖
が
半
ば
開
い
て
いる
。

夫
人
は
そ
れ
に
誘
わ
れ
る
よ
う
に
再
び
書
斉
に
は
い
り
谷
津
の
が
っし
り
し
た

机
の
前
に
立
った
。
谷
津
が
倒
れ
て
以
来
、
机
上は
誰
の手
にも
触れ
ら
れ
て

いな
い
。
そ
の
時
、
夷
人
は
、
こ
の
よ
う
に
夫
の
机
の
前
に
立
った
のは
夫
の

倒
れ
て
以
来
、
い
や
、
長
い
生
活
の
内
では
じ
め
て
では
な
いか
、と
気
づ
い

た
。
そ
れ
は
思
い
が
け
な
い
事
実
だ
っ
た
。
夫
人
は
そ
の意
外
さ
に
気
を
と
ら

れ
つ
つ机
上
に
整
え
ら
れ
た
紙
片
を
ぱ
ら
ぱ
ら
と
めく
っ
て
いた
。
あ
あ
、
夫

は
こ
の
、
今
わ
た
し
が
立
って
い
る
あ
た
り
に
腰
を
おろ
し
、
一日
中
書
い
て

いた
の
だ
わ
。
長
い
つ
き
ひ
、
ず
っ
と
書
き
続け
た
のだ
わ
、
ず
っと
ず
っ

と
、ひ
っそ
り
と
。
そ
れ
は
わ
た
し
の
知
らな
い世
界
の
こ
と
な
の
だ
ろ
う

か
。
夫
は
何
を
考
え
、
何
を
書
き
統
け
て
いた
のだ
ろ
う
。
わ
た
し
の
知
ら
な

い
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
七
つし
て
い
る
う
ち
に
夫人
は
自
分
の
め
く
って
い

る
紙
片
に
次
第
に
注
意
を
引
か
れ
て
い
た
。
それ
は
多
分
、
次
作
の
ノ
ー
ト
ら

し
く
、
い
ち
ど
乱
雑
に
書
か
れ
た
こ
と
が朱
で消
さ
れ改
た
め
て
書
き
く
わ
え

ら
れ
た
り
、
注
意
す
へき
事
々
が
太
い
円
で
か
こん
だ
り
拓
弧
で
く
る
ん
だ
り

館
蔽
譲
醜
礒
㊥蕪

総
臨
藷
航趾

身
の
力
を
こ
め
る
よ
う
に
し
て
習
護
婦
に
眼
をや
った
。
窟
護
婦
は
無
表
情
に

注
射
器
を
谷
津
の
ひ
か
ら
び
た
皮
膚
に
っ
きた
て
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
だ
っ

た
。
あ
あ
、
無
駄
な
の
だ
、
も
う
無
駄
な
のだ
、
「も
う
無
駄
な
の
で
す
わ
」

思
わ
ず
口
に
だ
し
か
け
た
そ
の
時
、
突
然
谷津
の腕
が
意
志
を
も
って
う
ご
き

看
護
婦
の
手
を
は
ら
い
の
け
た
。
驚
愕す
る醤
護
婦
を
に
ら
み
つ
け
て
谷
浬は

む
っく
り
と
半
身
を
お
こ
し
、
驚き
に眼
を
み
は
る
夫
人
に
言
った
。
「い
ま

す
ぐ
お
し
て
く
れ
、
書
か
な
く
て
はな
ら
な
い、
は
や
く
、
こ
の
ま
ま
し
て
い

た
ら
死
ん
じ
ゃ
う
よ
」

そ
れ
が
最
後
の
こ
と
ばだ
った
。
そ
の
数
日
後
、
谷
津
は
逝
った
。
佐
田
は

鋼
戯
の
な
い
谷
瀕の
こ
のよ
う
な
行
為
を
容
易
に
帽
じ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。

奇

成
化
学
科

し
て
あ
っ
た
。
そ
し
て
夫人
は
朱
の
二
窟
の
四
角
で
か
こ
ま
れ
、
殊に
注
意
を

引
く
よ
う
に
示
され
た
文
に目
を
と
め
た
。
「互
に
註
しあ
っ
て
こそ
は
じ
め

て
憎
み
あ
え
る
。互
に
愛
し
あ
って
こ
そ
は
じ
め
て
憎
み
あ
え
る
」

互
い

に
詩
し
あ
っ
て

互
に
ー
。
あ
あ
、
夫
は
何
を
考
え
て
い
る
のだ
る
つ。

わ
た
し
は
夫
にす
へ
てを
許
し
て
い
た
。
わ
た
し
は
し
っ
か
り
天
を抱
き
つ
つ

む
こ
と
が
でき
る
、夫
も
わ
た
し
に
対
し
て
そ
う
で
あ
る
に違
いな
か
った
、

夫
は
わ
た
し
の
す
べ
て鷺
'し
て
い
た
、
わ
た
しは
夫
の
腕
の
内
にし
っか
り

か
か
えら
れ
て
いた
、
夫
は
何
を
考
え
て
い
る
の
だ
る
つ
、
わ
たし
たち
は
こ

ん
な
に
も
わた
し
た
ち
なの
だ
、
夫
は
わ
た
しを
憎
む
のだ
ろう
か
、
この
よ

う
な
わ
た
した
ち
を
憎
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
、
夫
は
何
を
知
り
、
何
を
考
え
て
い

た
の
か
、
何
を
、何
を
1
夫人
は
は
っと
し
て
書
棚
を
ふ
りか
え
った
。
そ
こ

に
は
谷
津
の
命
集
が
そ
の
二十
四
巻
を
臼
く
浮
き
た
た
せ
て
い
た
。
そし
て
そ

の
時
、
夫
人
は
は
っ
きり
見
た
、
二
十
五
巻
目
の
、
末
巻
の
轡
が
二十
四巻
目

の
横
に
は
っ
き
り
そ
の
日
い姿
を
な
ら
べ
て
い
た
。
そ
し
て
、
二
十
六
巻も
、

二
十
七
巻
も
、
お
お
、
そ
の並
み
脊
る
白
い
無
隈
の
巻
は
一条
の
線
を
えが
い

て
底
な
き
暗
闇
に
お
ち
こん
でし
ま
って
い
る
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
そ
の
瓦

の
闇
、
そ
れ
は
生
きた
まま
土
中
に
う
ず
め
ら
れ
た
よ
う
な
絶
対
呼
吸
停止
の

あ
の
苦
し
さ
を
夫
人
に投
げつ
け
て
き
た
。
ま
る
で
闇
の内
奥
から
湧噛
でる

ご
と
き
そ
の無
呼
吸
の強
制
、
そ
の
中
を
突
き
す
す
む
よ
う
に
走
る
巻
々
の白

い
輝線
。
そし
て
それ
を
絶
対
に
阻
止
し
よ
う
と
迫
る
闘
。
そ
の閥
に夫
人
は

覚
え
ず
眼を
み
は
り
胸
あ
ら
く
呼
吸
し
て
い
た
。
お
と
るよ
う
にゆ
れ
る
胸
に

あ
て
た
双手
は
び
っ
し
ょ
り
と
π
の
玉
が
な
ら
び臼
い襟
元に
に
じ
ん
で
い

る
。
ああ
、
も
う
無
駄
な
の
だ
、
も
う
見
る
こ
とは
決し
て
でき
な
い
、
無
駄

な
のだ
、す
べて
は
無
駄
な
の
だ
、
も
う
よ
じ
、も
う
よ
い
のだ
、
静
か
に
最

期が
く
れ
ば
よ
い
の
だ
、
夫
が
い
な
く
な
れ
ばわ
たし
は
ひと
り
で歩
ま
ね
ば

な
らな
(φ、
あ
の
闘
の
中
を
、
も
う
決
し
て
夫
のも
のを
見
れ
な
いの
だ
、
あ

あ
、無
駄
な
の
だ
。
そ
の
時
少
女
の
声
が
聞
ヌだ
。
「奥
様
、
だ
ん
な
様
が
」

「え
っ
」夫
人
は
病
室
に
急
い
だ
。
宥
罐
婦
が脈
を
とり
、
意
識
を
失
って
い

る
谷
津は
ひ
と
し
き
り
激
し
い
呼
吸
を
呈
し
て
いた
。
「ま
あ
」
や
せ
さ
りば

えだ
谷津
の
褐
色
の
顔
相
を
見
る
に
た
え
ず
夫
人
はし
ゃ
がみ
こ
ん
だ
。
と
、

翼白
な
ふ
と
ん
の
裾
が
少
し
三
角
形
に
ま
く
れ
あ
が
っ
て
いる
の
が
眼
に
つ
い

た
。
そ
れ
を
直
そ
う
と
手
を
の
ば
し
た
時
、
夫人
は
今
ま
でつ
いぞ
感
じ
な
か

摯「■1層
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3400円 空の旅

スカイメイト試乗記

 

航
空
菓
界
は
新
幹
線
族
の
増
加

に
伴
な
吟特
に
東
京
ー
大
阪
間
ル

ー
ト
の
奨
客
激
減
の
憂
き
目
に
逢

って
い
る
。
日
本
航
空
、
全
日
空

と
も
こ
の
ル
ー
ト
で
五
十
%
以下

の
利
用
率
で
あ
る
。
こ
の
空
席
利

用
と
将
来
の
〃ジ
ェ
ソ
ト
族
"
と

目
さ
れ
る
学
生
、
鷺
年
層
に
飛行

機
の
味
を
知
っ
て
貰
う
機会
を
作

ろ
う
と
し
て
〃ス
カ
イメ
イ
ト
"

シ
ス
テ
ム
な
る
も
の
が出
来
た
。

日
本
血
空
、
全
日
空
の提
携
で現

在
申
詣
中
、
七
月
から
実
施
さ
れ

る
。
こ
の
シ
ス
テ
ムを
利
用
す
れ

ば
東
京
i大
阪
を
三千
四
百
円
で

ジ
ェ
ッ
ト
で
飛
べる
。
新
幹
線
、

ひ
か
り
二
等
を
利
用
する
よ
り
七

十
円
だ
け
高
い
勘
定
にな
る
。
但

し
二
十
二
才
迄
。

先
日
、
関
西
、策
京
の大
学

闘=;一
一寓==

8=

一一2胃ロ.3一3一一〇=

響一一=一
=一=一一一尊7
;:幽幽
=ニニ一一一
二一囎

聞約
三十
紙
の
代
表
が
試
乗
会
に

招
待
さ
れ四
十
五
分
間
、
六
千
-

八
千
好
〃雲
の
上
"
の
旅
を
味
わ

った
上
に
、
羽
田
空
港
、
日
航
整

備
工場
、
バ
イ
ロ
ソト
養
成
施
設

を
見学
、
食
事
ま
でい
た
だ
き
帰

路の
チ
ケ
ット
ま
で
用
意
さ
れ
目

を白
黒さ
せ
ら
れ
な
が
ら
ゴ
ー
ジ

ャ
スな
旅
を
味
わ
った
。
某
学
新

代表
日
く
"足
が
地
に
つ
か
な

い
"これ
だ
け
の
竃
伝
費
を
掛
け
る

ほ
ど
、
業
界
の
深
刻
な
新
幹
線
対

策
の
必
要
性
だ
け
は
よ
く
分
った

。
学
習
院
、
慶
応
な
ど
は
い
ざ
知

ら
ず
、
京
大
新
聞
代
表
の
私
で
も

「今
度
か
ら
〃ひ
か
り
"
は
や
め

て
"ボ
ー
イ
ン
グ
"
に
し
よ
う
か

噛

な
」
と
思
わ
せ
る
く
ら
い
説
得
力

が
あ
った
の
は
確
か
だ
。

自
分
の
お
金
で
ジ
ェソ
ト
に
乗

れ
る
身
分
で
な
い
人
、
あ
る
い
は

毎
日
乗
り
た
い
人
は
日
本
航
空
が

パ
イ
ロ
ソ
ト
と
ホ
ス
テ
ス
の
募
集

を
行
な
って
い
る
。
ス
カ
イ
メ
イ

ト
と
と
も
に
詳
し
い
こ
と
ほ
東
京

愁
一四
=
大
阪
逸
一二
七
一日

本
航
空
ま
で
鍛
話
で
間
い
合
せ
と

の
こ
と
で
究

酬

ー

ー

圭

妻
多

出

若ものの特権:スカイメイトで空から行こう
3.予 約はで きません。空いている席 をこ利用いただきますが日航機は

1時 問お きに飛んでいますか ら、ほとんどお乗 りになれます。

4.切 符は必ず空港 で、会員証を見せてお求め ください.区 問は東京一

大阪。深夜便はご遠慮ねがいます.

5.切 符は当日限り有効。払戻 しはio日 以内です。
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㌦ 響
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凋

大阪一東京 日航ジェットで3,400円
大阪から東京へ 東京から大阪へ、これか らは日航ジ ェットで行

ってください。新幹 線とほとんど同じ料 金で快適な空の旅。若も

の の特権 、空 の仲 間だけの特権 です.夏 休 み、冬休 みの帰省に、

旅行 に、若 ものらし く空から行 二うではあ りませんか.

7月1日 から案施 です6

ル ール があ ります 守 って くだ さい
1.仲 間になれるのは12才 一21才 まで6

2.仲 間のシルシは会員証。7月 重日から日航の支店 ・膏巣所で発行し

ます。200円 。1年 間有効。学生証な ど年令 を証明 できるものを

お見せ ください。

畷難

鍵 隅
、 灘

・魏灘

購

騰ア ・}昏 く

'

'

臨

ド
V

㍗
、

ノノ

ヴ

慧

甘

轟
賦

う
、

/

'
導

説τ灘縫翅
掛 ご ダ ぐ い"寸,㌧ 、 メ叉!'

籍護雲蜂蕊蟻
く、

,

鉄鋼業界随一の成長力と輸出力
粗鋼生産高で世界第3位 の日本、なかで も住友

金属は最近5年 間に3.7倍 という驚異的成長率で

業界のト,プにあり、きらに売上高に占める輪出

比率(30%)で も業界第1位 という抜群の国際競争

力を示すなど内外にわたってその発展ぷりはめざ

ましいものがあります。

和歌山製鉄所を中・いに銑鋼一貫体制を確立しあ

らゆる面で積極経営を推進する当社は、住友グル

ープの申枢としての強固な経営基盤の上に、世界

有数の総合鉄鋼メーカーへと躍進を続けています

資本金617億 円 従業員 約23,200人

初任給 例月基準内30,700円(学 部卒)

4時 から7月7日(木)
就 職
説明会

本社 大阪市策区北浜5→5。 新住友 ビル8階 電藷 大阪(癩)2201

支祉 東京部千代田区丸ノ内1-8・ 新住友ビル7階 電話 東京(211)2211

住友金属工業株式会社

 

◆

680



(月 曜日)昭和41年(1966)6月27日　
神の鼻の黒い穴
いいだ・もも著
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こ
う
いう
否
定

的
に
規
定
さ
れる

で
あ
る
衣
料
メ
ー
カ
ーを
め
ぐ
る
人
々

の
あ
つ
ま
り
で
す
.
社長
・馬
幕
、
デ

　

顯
籔
碁
薪
動
彩
悸
麟
一雛
嚢
腱
蘇
辣

る
なら
ば
腐
朽
し

て
し
ま
い
つ
つあ

る
、
詫大
な
生
産

力
を
生か
し
き
れ

な
い
が
た
め
に
た
だれ
き
った
現
代
資

本
主
義
の
日
本
にお
い
て
、特
殊
的
に

は
一九
六
三
年
と
い
う
「超
高
度
成

長
」
の
終
幕
に
お
い
て
人聞
は
ど
の
よ

う
に
日
日
を
送
っ
て
い
るか
、
そ
の
裏

に
あ
る
も
の
は
な
に
か
、現
代
社
会
の

(矛
眉
V
は
ど
の
よ
う
にし
て
人
人
の

生
活
を
規
定
し
て
い
る
か
を描
いた
の

が
こ
の
小
脱
で
究

ま
ど
ろ
っこ
し
い
、
映画
的
・文
章

は
ボ
ー
リ
ン
グ
場
で
映
し出
す
と
ご
ろ

か
ら
、
こ
の
現
代
上
流
社会
ア
ブ
ク
と

泥
と
そ
し
て
流
れ
と
を
舞
台
と
する
小

流
は
は
じ
ま
り
ま
す
。
登
場人
物
と
が

筋
と
が
を
再
現
す
る
こ
と
は撤
味
が
あ

り
ま
せ
ん
、
と
に
か
く
、現
代
社
会

(ロ
ス
ト
ウ
君
の
高
大衆
消
費
社
会
)

を
も
っと
も
よ
く
袈
わ
す
商
品
の
一
つ

一人
の蚤
性
に
よ
って
殺
さ
れ
ま
す
〈

テ
ロ
行為
〉
し
か
し
、
す
ぐ
次
に
は
再

び
そ
の
愚子
が
社
長
と
r)て
、
ま
わ
り

の
人
間を
再
結
集
し
ま
す
.
資
本
家
階

は
こ
う
し
て新
た
な
資
本
蓄
積
へと

向
か
いま
す
。個

の々
人
間
が
問
題
に

な
る
限
りは
闘
いは
氷
遠に
彼
ら
の
階

級
と
レ
て
の
、体
制
とし
℃
の
勝
利
に

絡
わ
る
の
で
す
。
いか
に
相
手
に
接
近

し
て
そ
こ
で反
逆
を
お
こ
し
て
も
、
ム

ダ
で
す
。
大
衆
に
よる
体
制
そ
の
も
の

の
破
壌
が
必
要
な
の
です
。
し
か
し
、

こ
の
大
衆
は
小
説
の
豊
場人
物
た
ち
が

ど
う
ち
が
っ
て
い
る
の
か
、著
え
は
ち

が
って
や
し
な
い
と
いう
こ
と
で究

す
な
わ
ち
、
大
衆
に
も
、
現
代
社会
の

毒
は
回
って
い
る
の
で
す
。
そ
こ
に
、

手
を
許
さ
な
い
確
固
た
の
信憲
の
持
ち

主
の
集
ま
り
に
よ
る
民
民
路
線
が
い
つ

ま
で
も
革
命
を
行
な
い
え
な
い
理
由
が

現
代
社
会
の
矛
盾
を
描
く

映

を
動
か
す
パ
ト
ロ
ン
、
そし
て
麻
薬
、

雑
誌
記
首
、
こ
う
材料
が
そ
ろ
った
と

こ
ろ
へ
、
十
九
歳
の女
子学
生
の
登
場

と
彼
女
の
彼
氏
た
る
反
日共
子
学
生
還

動
家
が
異
質
な
もの
とし
て、
し
が
し

現
代
社
会
そ
の
も
の
の
毒
に
いか
れ
て

い
る
点
で
は
全
く
岡
質
の人
間
とし
て

参
加
し
ま
究

彼
ら
を
結
び
つ
け
て
い
るも
のは
、

色
と
金
と
そ
し
て
何
か
です
。そ
の

「何
か
」
が
、
健
金
な
る輩
新
派
お
き

ま
り
の
階
級
意
識
では
な
く
、資
本
家

に
対
す
る
反
感
で
も
な
く
、ま
し
てや

ア
メ
蕾
な
ど
と
い
う
披
錯
のも
の
では

rl
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ラ
ー
や
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ン
チ
・
ロ
マ

ン
、
ヌ
ー
ベ
ル
・ヴ
ァ
ー
グ
、イ
ギ
リ

ス
、
イ
タ
リ
ア
の
ニ
ュ
ー
・
レ
フト
に

一共
逓
の
も
の
で
し
ょ
う
、
こ
の小
説
㊨

人
物
は
、
し
た
が
っ
て
生
産過
程
に
根

を
も
た
な
い
生
活
を
し
て
い
るわ
け
で

す
が
、
一揺
し
て
、
非
労
働
者
・反
プ

ロ
と
考
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
のは
、

そ
れ
が
現
代
資
本
主
義
の
特
質
であ
る

か
ら
で
す
。
従
っ
て
、
こ
の
人
の々
中

で
も
階
級
対
立
の
反
映
は
あ
り
、桜
レ

ー
ヨ
ン
名
長
を
め
ぐ
る
利
世
関係
のウ

ズ
は
、
第
二
次
大
戦
置
後
か
ら発
展
し

つ
い
に
、
ζ
の
小
脱
の
終
わ
り近
く
、

強

 

あ
る
の
で
す
℃
毒
を
も
った
我
々
が
、

自
邑
の
体
を
健
全
に
す
る
た
め
に
、
中

心
で
あ
る
資
本
制
社
会
を
根
底
か
ら
ひ

っく
り
か
え
す
の
で
す
。
そ
れ
は
当
然

我
々
自
身
を
ひ
ん
死
の
状
態
に
お
く
こ

と
に
な
る
の
で
支

肉
を
切
る
こ
と
に

よ
り
相
手
を
骨
か
ら
く
だ
く
の
で
す
。

°そ
の
こ
と
に
気
の
つ
か
な
い
「前

衛
」
が
あ
り
ま
す
。
彼
ら
は
自
ら
の
切

開
手
術
を
恐
れ
て
い
ま
す
.
そ
こ
で
再

び
こ
う
い
え
ま
し
ょ
う
。

有
る
べ
き
は
ず
の
も
の
が
な
い
-

言

だ
、
前
術
だ
!

(投
稿
・京
大
経
済
単
部
大
掌
賜
)

上智大

十
一
年
ぷ
り
に

学
生
総
会
成
立

互
月
二十
五
日に
十
一年
ぷ
り
の
第

二
回
学
生総
会
が
開
か
れ
た
。
し
か
し

途
中
で
流会
し
て
し
ま
う
な
ど
、
ま
だ

運
営
の
不
備な
ど
着
十
の
問
題
点
を
残

し
て
いる
。

総会
では
、
総
合
学
生
会
館
の
聞
題

に
っ
いて
は
、
大
学
院
設
置
と
現
在
の

ク
ラブ
ハウ
ス撤
廃
に
つい
て
諭
議
が

行な
わ
れ
、
総
合
学
生
会
館
設
立
促
進

婁
員会
を
全
面的
に
バ
ック
ア
ソブ
す

る
こ
とを
拍
手
をも
って
確
認
レ
た
。

食
堂値
上
げ聞
題
で
は
学
生
に
何
の
迷

絡も
な
し
に
な
さ
れ
た
こ
と
は
遣
憾
で

ある
との
声
が
多
か
った
。

レ
かし
笑
質
の
甜
論
は
な
さ
れす
、

十
一年
ぷ
り
の
成
立
で
、
税

の々
学
囚

聞
題
を
検
討
す
る
こ
と
に
有
慧
義
で
あ

った
と
いう
程
度
の
も
の
で
あ
った
。

(上
智大
学
新
聞
六
月
十
五
日
弩
か

ら
)大

納
付
金
未
払

経高

者
に
督
促
状

こ
こ
数
年
来
の
懸
案
で
あ
った
後
擾

会
民
主
化
の
手
段
と
し
て
後
援会
費
不

払
還
動
が
継
続
し
て
い
る
が
、
五月
十

八
日
付
で
事
務
局
よ
り
「学
校
納付
金

督
促
状
」
が
、
禾
払
を
行
な
っ
て
いる

父
兄
(約
七
百
余
名
)
に
発
送
さ
れ

た
。こ
れ
に
よ
れ
ば
、
納
付
金
を
納め
な

い
轡
は
、
停
学
、
除
籍
の
処
分を
行
な

う
と
い
う
も
の
で
、
ま
た
問題
な
のは

後
援
会
費
未
納
者
に
対
して
も
同
じ
処

分
を
行
な
お
う
と
い
う
も
の
で
、富
務

局
の
越
梱
行
為
で
あ
る
と
いう
声が
弾

い
。
現
在
後
援
会
費
不
払
遡助
は
継
続

中
で
あ
り
、
父
兄
を
も
含
めた
自
治
会
一

の
不
払
遡
勘
は
長
期
的
展望
を
掲
つ
こ

と
が
膜
朗
さ
れ
て
い
る
。
(高
崎
経
大

新
聞
六
月
十
五
日
号
か
ら
)
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教
組
等
革
新
諸
政
党
等
の

日

 あら
ゆ
る
強
い
反
対
を
押

し
切
って
設
置
さ
れ
た
変
則
的
教
員
養

成
機
関
であ
る
国
立
工
業
教
員
養
成
所

(以下
工教
と
す
る
)
は
工
業
教
員
充

足
の
口実
の
も
と
に
、
今
、
再
び
政
府

1ーブ
ルジ
ョア
ー
ジ
の
手
に
よ
って
手

直し
さ
れよ
う
と
し
て
い
る
。
彼
等
の

案
と
し
ては
、
現
在
全
国
九
大
学
に
所

置
さ
れ
て
いる
工
教
を
二
～
三
校
に
整

理し
、そ
れ
を
工
業
教
員
の
養
成
存目

的
と
す
る学
部
に
つ
く
り
変
え
る
こ
と

で
ある
。
工教
開
設
以来
の
闘
争
は
こ
の
文
部

省
の手
前
勝
手
さ
と
そ
こ
か
ら
来
る
工

教
の不
完
全さ
への
不
満
の
ぶ
ち
ま
け

で
あ
った
.
し
か
し
、
昨
年
京
大
、
横

国
大
工教
を
申
心
と
す
る
全
国
的
工
教

闘
争
の中
に
、
文
部
省
の
工
教
四
年
制

化
案
即ち
現行
入
試
制
度
の
改
変
、
授

業
断
減免
制
度及
び
、
奨
学
制
度
の
拡

充
に
よ
る実
質
的
就
職
制
度
、
そ
し
て

視
学
制
度
の
設定
を
み
た
時
、
更
に
は

未
釆
の
工桀
労
働
者
に
教
え
る
教
師
が

い
か
な
る教
育を
受
け
て
い
る
か
と
い

う
こ
と
を
考
える
時
、
現
在
の
工
教
闘

争
が
大
学問
題
と
、
教
員
獲
成
問
題
の

一環
と
し
てあ
り
、
そ
の
置
翼
な
焦
点

で
あ
る
乙
と
を知
ら
ざ
る
を
得
ない
の

で
あ
る。
われ
わ
れ
は
文
部
省
の
称
す

る
「工
渠教
胃髪
働」
な
る
も
の
が
工

敦
こ
のも
のか
ら
いか
な
る
経
緯
の
も

と
に
生ま
れ
た
の
か
ま
た
そ
の
憲
図
す

る
も
のは
何
か
を
さ
ぐ
り
、
わ
れ
わ
れ

はよ
り
正
確な
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
こ
の

も
と
に
工教
の
み
な
ら
ず
全
教
育
系
大

'

全
国
工
教
学
友
会
を
顧
み
て

学
及
び
工
教
付
置
大
学
、
ひ
いて
は
全

労
働
者
の
広
汎
な
る
大衆
闘
争
へと
問

題
を
発
展
さ
せ
ね
ば
な
らな
い。
そ
の

た
め
に
は
わ
れ
わ
れ
は
何故
工教
が
つ

く
ら
れ
、
何
故
工
業
教
育
学
都な
る
も

の
を
彼
等
が
提
示
し
よ
う
と
して
いる

か
を
説
明
せ
ね
ば
な
ら
な
いだ
ろ
う
。

田
の
高
度
成畏
政
策
は
、

池
朝
鮮
戦
争
を軸
に
方
向
転

換
を
し
た
日
本
経
済
の
一大
飛
躍
期
で

あ
った
高
度
成
長
、
所
術賠
増
の
美
名

の
も
と
に
生
産
機
構
の拡
大
が
行
な
わ

れ
、
企
業
の
集
中
化
が
穂
と々
進
め
ら

れ
た
。
プ
ル
ジ
ョ
ア
ージ
の閥
では
盛

ん
に
技
術
尊
新
が
呼
ばれ
新
し
い械
械

は
次
々
と
海
を
越
え
究。
巷
に
は
ベ
ビ

ー
プ
ー
ム
の
世
代
が
口
に々
「高
校
全

入
」
を
呼
ん
で
い
た
。若
く
、
し
か
も

安
い
労
働
予
備
軍
の
前に
高
齢
労
働
者

の
再
教
育
は
無
用
で
あ
り
政府
の
当
面

の
誤
題
は
、
技
術
を持
った
兵
隊
(日

経
遅
教
胃
部
門
関
係
役員
の
言
葉
)
の

獲
成
で
あ
り
、
大
衆
の
圧
力
の
強
い

「高
校
全
入
」
間
題
の
解
決
で
あ
っ

た
。
こ
こ
で
「工
菓高
校
」
中
心
の
増

設
政
策
は
必
然
で
あ
った
。
し
か
し
教

[胃
労
働
者
の
余
り
に
も劣
悪
な
労
働
条

件
は
大
学
工
学
部
の
卒業
生
を
引
き
つ

け
る
こ
と
は
出
来
な
い.
ここ
に
エ
業

科
の
高
校
教
貴
の
不足
は
慢
性
化
し

た
。
こ
の
時
点
で
の簡
題
解
決
は
簡
単

で
あ
る
。
即
ち
、
教
員
の
不
単な
労
働

条
件
を
改
め
る
こ
と
で
ある
。
し
か
し

そ
の
解
答
は彼
等
のそ
れ
ま
で
築
い

て
来
た
教
員
の
統
制
化を
根
本
的
に
覆

す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で用
意
さ
れ

拡野川

 

た
解
箸
が
工
教
に
他
な
ら
な
か
っ
た.

「イ
ン
ス
タ
ン
ト
教
員
獲
成
所
」
と
非

難
さ
れ
、
大
学
の
教
官
学
生
の反
対
を

押
切
り
、
き
わ
め
て
、
非
民
主
的
、
冒

僚
的
な
仕
方
で
三
十
六
年
六
月
に
例
を

み
な
い
変
則
的
な
ス
タ
ー
ト
を
切
った

理
由
が
そ
こ
に
あ
った
。

般
の
技
師
の
穫
成
にも
現

口

在
の
四
年
制
で
は
不足
で

あ
る
と
い
う
事
が
常
訟
化
し
て
いる
現

在
、
技
師
+
σ
の
知
謙
が
必
要
と
され

る
。
工
業
科
教
師
が
三
年
で
十分
な
養

成
が
出
来
る
の
で
あ
ろ
う
か
?1
否
1

方
的教
員
に
な
る
為
の
教
科
の
み
を
弾

制
的に
押
し
つけ
ら
れ
る
、
前
者
は
新

学
部に
お
け
る
教
科
内
容
選
択
性
に
お

け
る
工教
から
の
継
承
で
あ
る
。
彼
等

の
構
想
では
視
学
官
に
は
学
生
の
選
択

科
目
の指
定
個
人
的
な
思
考
及
び
日
常

行
動ま
でも
監
視
す
る
梱
利
を
与
え
る

就
職
の選
択
も
持
論
彼
等
の
榴
限
内
で

あ
る。
それ
は
教
育
の
袋
小
路
化
の
み

な
bず
教
青
のフ
ァシ
ズ
ム
化
で
あ
る

そ
の
袋
小路
か
ら
な
お
も
脱
出
を
計
る

もの
は
在
学
時
に
特
別
奨
学
金
、
授
業

料
減
免等
の
ア
メ
を
与
え
卒
業
時
に
返

還を
迫
る
、
つま
り
後
者
は
強
迫
の
手

段
とし
て
利
用
さ
れる
の
で
あ
る
。
そ

れ
では
何
故
現
在
の
工
教
を
そ
う
ま
で

し
て
学
部
に
し
よ
う
と
す
る
の
だ
ろ
う

か
。
企
莱
優
遇
措
置
の
も
と
に
池
田
の

高
度
成
畏
政
策
は
極
端
な
た
だ
で
さ
λ

高
い
伸
び
率
を
示
す
経
済
を
刺
激
し
必

然
的
に
日
本
経
済
を
世
界
の
荒
波
の
前

に
押
し
出
レ
些

し
か
し
池
田
時
代
の

経
済
成
長
は
不
充
分
な
内
需
を
澗
た
す

こ
と
に
あ
る
。
い
は
は
国
内
の
資
本
の

回
転
駆
を
早
め
た
ζ
と
に
よ
る
成
長
で

国
際
競
争
の
中
で
の
伸
び
で
は
な
か
っ

難

繍
縫
墾

瀦難
鷲
蕩
輔唆
監

的
に
み
て
、
そ
の
変
革
の
周期
のず
れ

一は
し
は
し
ば
で
あ
っ
た。
現在
に
お
い

て
も
こ
の
ず
れ
を補
正
す
る
こと
が
為

政
者に
と
っ
て
重
要な
る
課
題
で
あ
り

「マ
ン
パ
ワ
ー
・ポ
リ
シ
ー」
は
そ
の

た
め
の
方
針
で
あ
る。

こ
の
方
針
のも
とに
工業
労
働
者
の

質
と畳
の
確
保
の
問題
は
齢
じ
られ
て

い
る
。
そ
の
た
めに
工業
教
員
の
質
と

量
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
わ
け
で
あ

る
。
為
政
者は
現在
の工
教
を
設
立
す

る
こ
とに
よ
り
工業
教
員
の
量
を
確
保

す
る
こ
とが
でき
た
.
そ
れ
で
は
質
は

一ど
う
で
あ
ろう
か
?
1
否
1
で
あ
る
、

一般
に
「三
年制
工
教
」
では
工
粟
教

員
の
質
の
確
保に
は
不
充
分
で
あ
る
。

彼
ら
は
せ
っ
ぱ
っま
って
「必
要
な

量
」を
必
要
な
質
に
優
先
さ
せ
た
に
過

ぎ
な
い。
彼
ら
の
要
求
が
「最
低
量
の

確
保
」か
ら
「霞
底
質
の
確
保
」
に
変

った
と
き
、
工
教
の
四
年
制
化
を
彼
ら

が
叫
ぷ
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
った
。

そ
れ
では
な
ぜ
彼
ら
は
単
に
工
教
を
一

年
延
長
し
た
だ
け
の
「工
葉
教
育
学部
」

な
る
も
の
を
呼
ぷ
の
だ
ろ
う
か
?
日

本
独
占
の
発
展
に
見
倉
つ教
胃
の
改
悪

ロ

等
存に
よ
る
具
体
的
な
行
政
措
置
に
よ

「・る
迂
回
戦
術
と
、
教
育
系
大
学
の
反
動

的
教
宮
の
う
ら
ぎ
り
に
よ
っ
て
そ
の
な

し
く
ず
し
化
が
蓮
め
ら
れ
て
い
る
。
工

教
の
四
年
化
は
一連
の
教
育
反
動
化
の

モ
デ
ル
と
な
り
、
教
員
養
成
系
学
部
の

全
股
的
改
悪
へ
の
重
要
な
ス
テ
ップ
と

一な
る
こ
と
だ
.
ヌ
エ
教
の
教
授
が
全
園

的
に
工
学
部
に
依
存
す
る
こ
と
がら
し

て
特
に
工
学
部
、
さ
b
に
は
大
学
全
般

が
そ
の
禅
在
に
脳
く
、
影
響
さ
れざ
る

を
得
な
い
だ
ろ
う
.
彼
等は
す
で
に
工

教
問
題
を
こ
の
よ
う
な
教
育反
勲
化
へ

の
一環
と
し
て
と
ら
えて
い
る。

こ
こ
で
わ
れ
わ
れは
工業

こ
教
員
の資
格
とそ
の養
成

機
関
に
つ
い
て
考
え
ね
ば
なら
な
い工

業
教
員
の
対
応
者
は
未
来
の
工業
労
働

者
で
あ
る
。
彼
等
が
生
産
のメ
ヵ
ニズ

ム
に
入
る
に
当
っ
て
はプ
ロレ
タη
ヲ

ー
ト
と
し
て
の
自覚
と
可
塑性
の
あ
る

}質
の
高
い
技
術
が
必
要
であ
る
。
従
っ

て
工
業
教
育
に
竪
求さ
れ
るも
の
は
、

そ
れ
を
ほ
ど
こ
す
所
の
技術
と
一般
教

獲
更
に
そ
れ
等
を
有
機
的
に
結合
せ
し

め
る
工
策
教
粛
餉
と
であ
ろ
う
.
そ
れ

餐
舖
鐘
鞍
霧
一

理
泌
工
業
教
育
学
部
の
意
図

文
部
省
は
工
北
に
関
す
る
專門
科
目
を

一般
教
青
科
目
の
犠
牲
のも
とに
行
な

い
、
そ
の
事
に
よ
っ
て
工教
生
を
他
の

職
種
に
逃
げ
出
せ
な
い
よう
にし
、
ま

た
他
大
学
の
編
入を
通じ
て
逃
げ
る
こ

と
も
不
可
能
た
ら
し
め
る方
策
と
し

た
。
転
出
選
択
の
自
由
が笑
質
的
に
保

瞳
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
工業
教
員
の

充
足
は
困
難
に
な
る
と
い
う
こと
が
工

教
設
置
の
勤
機
で
あ
っ
た
。

こ
の
事
は
彼
等
が
現
在
考
えで
いる

工
粟
教
育
学
部
た
るも
の
の
骨子
でも

あ
る
.
つ
ま
り
先
に
述
べ誉

では

あ
る
が
一つ
に
は
視
学制
度
の投
置
で

あ
り
、
二
つ
に
は
毬
々
の特
慮制
良
の

教

養

制
改

悪

た
。
内
露
の
ゆ
き
づ
ま
り
と
世
界
技
術

の
遅
れ
は
深
刻
な
悩
み
と
な
り経
済
の

二
重
構
造
整
理
は
必
然
化
さ
れ
、独
占

は
技
術
者
の
質
の
低
化
を
嗅
い
た
。

本
主
議
社
会
の進
歩
は剰

資
余
価
値
の
追
求
の
も
とに

可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
る.

産
北
業
命
い
ら
い
、
今
日
の
ブ
ルジ
ョ

ア
社
会
の
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
のは
主

と
し
て
相
対
的
な
剰
余
価
値
の
増
大
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
か
も
知れ

な
い
。
す
な
わ
ち
そ
こ
に
は
急
速
な
る

科
学
技
術
の
進
歩
が
あ
っ
た
。
もち
ろ

ん
そ
の
進
歩
は
当
然
の
ζ
と
と
し
て
生

産
糧
造
の
術
革
を
健
し
、
ま
た
そ
の
変

は
教
育
行
政
体
系
の
中
央
集
梶
化
、
勤

[務
評
定
、
学
習
指
導
要
項
改
訂
、
教
科

書
検
定
等
に
よ
って
一応
高
校
以
下
の

段
階
で
は
完
了
し
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
れ
も
教
員
餐
成
制
度
を
握
ら
な
い
限

り
完
全
に
冥
の
あ
る
も
の
と
は
な
ら
な

い。
こ
の
線
に
そ
って
昭
和
三
十
二
年

の
中
教
審
答
申
や
教
凝
雷
答
申
は
な
さ

れ
た
が
、
こ
れ
を
ス
テ
ッ
プ
と
す
る
文

部
省
の
攻
撃
は
大
掌
そ
の
他
の
反
対
に

よ
り
鵡
農
レ
なか
っ些

し
か
し
三
十

八
年
の
主
要
学
大
で
の
カ
リ
キ
ュラ
ム

改
定
の
動
き
、
三
十
九
年
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
「基
準
」
編
成
、
科
目
と
教
管
定

数
の
「省
令
」
、
四
十
年
免
許
法
放
悪
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体
の
い
い仮
面
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る

彼
等は
現
工教
設
立
に
関
し
て
我
々
を

一度
裏
切
った
。
そ
れ
は
学
問
に
対
す

る
裏切
り
で
も
あ
った
こ
と
も
彼
等
は

知
る
べき
で
あ
る
。
彼
等
は
工
業
教
育

学
部
設立
に
関
し
て
も
再
び
そ
の
裏
切

り
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
℃
文
省
の
檎

力
の
前
に
沈
黙
を
守
る
他
の
大
学
は
そ

の
共
犯
者
で
あ
る
。

我
つは
、
反
動
文
教
政
策
を
唱
え
る

文
部
省
に
対
し
て
、
同
時
に
大
学
の
裏

切
り
者
起
対
し
て
、
ま
た
そ
の
同
諭
者

に
対
し
て
断
固
闘
わ
ね
ぱ
な
ら
な
い
.

教
の
設
置
は
、
は
じ
め
か

工
ら
聞
這
って
い
た
。
従
っ

て
こ
れ
に
対
し
て
も
我
々
は
闘
争
を
組

ま
ね
ば
な
ら
な
い
r
し
か
し
、
ζ
の
問

題
は
工
教
員
養
成
の
本
題
と
一応
別
個

塗
問
題
と
レ
て
考
え
る
こ
と
が
必
要
で

あ
ろ
う
。
こ
の
間
題
を
考
え
る
場
合
に

は
、
現
在
も
工
教
が
存
在
し
て
い
る
。

〒
藪
を
卒
業
し
て
実
際
に
教
壇
に
立
っ

て
い
る
も
の
が
い
る
。
そ
れ
等
の
者
を

如
何
にす
る
の
か
?
と
い
観
点
か
ら
う

問
題
を
立
て
袖
は
な
ら
潅
い
か
ら
で
あ

ロ

,る
。・工
教
卒
渠
生
、
在
学
生
は
そ
の
カ

リ
キ
ュラ

麓化
冒
ら
い
う
て
充

分
教
科
を
マ
タ
ー
出
来
な
い
、
ま
た

の

一
環

樫
を保聾

てい奄

義

ロ
む　
あ
　
ゆ
に
　
う
エ
　
　
　
の
ぬ

鐸

舞

羅

誕

譲

一疑

襲

難

畷墾

%

は必然的に工学部の奇形児を生み
我々
はこの嚢

態を全て否定し

出
さ
ざ
る
を
郷
な
い
だろ
う
。
我

が々

う
る
形
態
を
温
求
せ
ね
ば
な
ら
な
い
.

学
問
と
U
て
工
業
教
育
の発
展
を
胎
ず

こ
の
様
な
工
教
の
弊
欝
は
現
工
教
に
一

る
時
、
我
々
は
掌間
の発
展
の法
則
に

年
を
追
加
し
な
だ
け
σ
機
関
設
置
で
解

従
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即ち
現
在
我
々

決
出
来
る
間
題
で
は
な
い
。
解
決
は
エ

ヘ

へ

の
な
す
べ
き
事
は
具
体
的な
研
究
の
場

学
部
無
条
件
編
入
に
歌
っ
て
、
は
じ
め

を
持
つ
事
1ー
工
学
部
又
は教
育学
部
に

て
可
能
と
な
る
の
だ
我
々
は
工
教
設
置

工
巣
教
胃
学
講
座
を
設
置
す
る事
であ

し
た
文
部
省
と
、.そ
れ
に
遣
従
し
た
大

る
そ
こ
か
ら
体
系
の
確
立
、分
化
、
教

学
当
局
に
対
し
て
モ
の
責
任
を
追
求
し

授
関
係
の
成
立
を
期
待
す
べき
であ
る

我

の々
闘
争
を
勝
利
さ
せ
ね
ば
な
ら
な

い。し
か
レ
なが
ら
、
我
々
の
闘
争
は
文

部
省
の
攻
撃
に
対
し
て
徹
底
的
に
立
ち

は
れ
て
し
ま
って
い
る
り
　
ヰ
　
　
ほ

堂
繋
羅
馨
蟹
鞍
舞

簿
食
謹
蝶
灘
鞭
鱗

蛎

欝鰹
榛
難
襯

.噸

、

脇鰭
繋
鷲
膿

よ
り
再
び
闘
争
を
胆
署
しよ
う
と
し
て

い
る
。
我
々
が
工
教
闘
華
を
考
え
る
時

日
和
見
主
親
と
セ
ク
ト
t
義
の中
に
勝

利
を
見
出
す
事
は
不
可能
で
ある
.
全

て
の
者
は
工教
問
題
を教
員
餐
成
制
度

改
悪
の
一環
と
し
て
促え
、
工教
闘
噴

に
於
い
て
全
国
的教
青共
闘を
実
現
せ

ね
ば
な
ら
な
い
と
いう
こ
とを
知
って

い
た
だ
き
た
い
。
(工
教
三
回生
、
工

教
自
治
会
中
執
)

我
々
は
工
業
教
育
学
部
と称
す
る
奇
形

児
を
つ
く
っ
て
は
なら
な
い
。
専
間
性

の
過
剰
分
化
の
い
き
過
ぎ、
木
毛
な
一

一般
教
養
等
の
問
題
を
かか
え
で
いる
に

「せ
甕

の
所
工
義
塁

禦

ら
出
る
べ
き
で
あ
る
。

文
部
省
が
工
第
教
育
学部
設
腰
を
予

定
し
て
い
る
大
学
は
東京
工業
大
学
、

名
古
屋
工
業
大
学
、
広
島大
学
の
三
校

で
あ
る
。
そ
の
内
東
京
工梁
大
学
、
名

古
屋
工
業
大
学
の
二
校は
秘
極
的
に
そ

の
受
入
れ
を
希
望
し
て
いる
。
何
故
だ

ろ
う
か
?

工
教
設
置
時
に
於
いて
は
各
大
学
の

一部
の
者
達
に
何
等
かの
利
害
関
係
が

あ
っ
た
の
は
今
と
な
って
は
公
然
の
秘

密
で
あ
る
。
そ
れ
と
圃
じ事
は
工
業
教

育
学
部
設
立
に
関し
て
も
皆
無
で
な

い
。
東
京
工
業
大
学は
榎
数
学
部
制
と

な
る
事
が
計
圖
さ
れ
て
いる
し
、
名
古

屋
工
業
大
学
で
は
学
部統
合
計
圃
を
実

質
化
し
よ
う
」無
命
で
ある
。
文
部
省

の
意
凶
が
明
白
に
現れ
て
いる
今
、
何

勅

一盤
厭養
科
帽
な
ど
は
、
そ
の
人
の
思

考
の
経
歴
に
鯨
応
さ
せ
て
広
く
、
よ
り

自
由
に
よ
り
畳
窩
に
撰
択
せ
ら
れ
る
べ

き
で
あ
る
の
に
、
そ
の
教
授
に
当
っ
て

は
皆
無
に
等
け
い
。
従
っ
て
一般
に
い

そ
義

審

孟

追
求
に
お
け
る
可

舞

は
そ
の
馨

整

す
る
の
か
[房
」
③
サ
ム
エ
ル
ソ
ン
「肇

占

?
彼
等
の
雷
う
押
想
の
工業
教
育
学
部

一と
は
何
な
の
か
?
実
を言
う
とそ
れ
も

生
協
書
籍
部

①
増
田
与
諸
「イ
ン
ド

ネ
シ
ア
」
(岩
波
壷
盾
②
大
河
内
一男

習
「経
済
掌
令
築
-
b
(筑
暉
番
房
)

③
「惟
界
の
大
恩
想
・へ
ー
ゲ
ル
」

(洵
出
曾
房
)
@
側
界
の
名
醤
「レ
ー

ニ
ン
」
(中
央
公
齢
社
)
⑤
サ
ム
エ
ル

ソ
ン
【経
済学
(上
)
」
(岩
波
轡
店
)

ナ
カ
ニ
シ
ヤ
書
店

①
「世
界
の
名
著

レ
ー
ニ
ン
」
(中
央
公
論
社
)
②
「世

一界
の
思
想
・
ヘー
ゲ
ル
」
(河
出
轡
)

(岩
波
書
屑
)
Φ
大
河
内
一男
著

「経
済
学
介
集
正
」
(筑
囲
書
房
)
目
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において、特色のある・しかも有力な塊位
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・①…採用人員

②・・初任給(円)

③ ・・試験 日、条件

設備、その他

ら

ロ

き

っ
ほ
り
の

機
械
系
学
科
及
び
精
密
工
学
科

▽
機
械
系
学
科
及び
精
密工
学
科
△

石
川
島
幡
磨
重
工
策
、東
洋
ゴ
ム
工
業

パ
イ
オ
ニ
ア
、
三凌
金属
、
ヤ
マ
ハ発

動
機
、
住
友
機
枇
工
業
、荏
原
製
作

所
、
オ
リ
ン
パ
ス
光
学
工業
、
日
本
エ

ア
ゾ
ー
ル
、
日
本
電
気
、日
本
鷹
儒
竃

謡
公
社
、
日
本
パ
ル
プ
工
業、
日
立
機

魁
工
菜
、
小
松
製
作
所
、ア
ルプ
ス
篭

気
、
大
阪
音
響
、
帝
人
、
ダイ
キ
ン
工

業
、
シ
チ
ズ
ン
時
計
、
ブ
ラザ
ー
工業

田熊
汽
鍾
製
造
嘱
藤
倉
電
線
、
日清
紡

績
、
三菱
重
工
業
、
八
州
電
力
、
日本

製
鋼所
、住
友
金
属
工
粟
、
東
京
三洋

電機
、冒
士
製
鉄
、
日
本
鋼
冒
、
日本

国
有
鉄遺
、日
立
製
作
所
、
共
立
農機

、
プリ
ジ
スト
ン
タ
イ
ヤ
、
ト
ヨ
タ
自

動
車
工
業
、B
本
I
B
M
、
高
丘
工
業

、
東
洋
通儲
機
、
三菱
油
化
、
大
日
日

本
電
線
、
神
鋼
質機
、
古
河
電
気
工
業

、
日
本
ど
ク
タ
ー、
冨
士
コ
工
築
、
松

下
電
器
産
業
、
三菱
製
紙
、
ヤ
ン
マ
ー

デ
ィ
ー
ゼ
ル
、東
京
軌
空
計
器
、
平
野

金
属
、
日
立
糟
機
、川
崎
重
工
業
、
禾

軍
建
設
、
東
京
芝
浦電
気
、
本
州
製
紙

、
日
本
無
線
、
山
陽パ
ル
プ
、
島
田
理

化
工
業
、
片
山
工
粟
、日
産
車
体
工
機

、
住
友
電
気
工
粟
、畳
和
工
業
、
三
覆

電
気
、
三
井
造
船
、
安
川電
機
製
作
所

、
近
畿
コ
カ
コ
ー
ラボ
ト
リ
ン
グ
、
早

川
電
機
工
業
、
安
立
電機
、
ト
ヨ
タ
自

動
鼠
販
売
、
敷
島紡
績
、日
本
碍
子
、

芝
涌
製
作
所
、
稟
芝
ベ
ノク
マン
、
審

士
通
信
機
製
週
、
神
鋼
フ
ァ雫

ラ
ー

島
津
撰
作
所
、
自
動
軍
機器
、
住
友
ゴ

ム工
業
、
日
産
自
助
軍
、新
車
工
策
、

沖
電
気
丁棄
、
大
阪
瓦
斯
、立
石
電
橿

目
立
化
成
工
業
、
日
本
鉱
粟
、川
崎
製

鉄
、
近
畿
車
両
、
荏
原
イ
ン
フ
ェ
ル
コ

畏
瀬
産
桑
、
東
京
貿
易
、
旦
瓦オ
イ
ル

シ
ー
ル工
菜
、
岡
崎
工
業
、
大
和
製
衡

新
日
本無
線
、
津
田
駒
工
業
、新
技術

開
発
亭
業
団
、
京
阪
電
気
鉄
道
、
帝人

製
桟
、本
国
技
研
エ
策
、
キ
ャ
ノ
ンカ

メ
ラ
、
日本
航
華

工
策
、
日
本精

工
、
マイ
シ
ン
精
機
、
畳
和
産
業
、神

戸
工
業
、ダ
イ
ハツ
〒棄
、
酒
井
鉄
工

所
、リ
コ
ー時
計
、
い
す
冥
自
動
軍
、

昭
和
電
工、
臼
製
産
策
、
日
立
遺
船
、

東京
計
器製
造
所
、
新
明
和
工
業
、
、

日
本
電
装
、日
本
揮
発
油
、

松
下
電
工
、
日野
自
動
慮
、
ン
ヤ
ノ
メ

ミ
シ
ン
、
畳
田
工機
、
大
福
機
工
、
佐

撹
保
鴛
T秦
、森
永乳
業
、
三
五
、
日

本
ア
ビオ
ト
ロ
ニク
ス
、
エ
ノ
ソ
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
石
油
w神
戸
製
謬

、
富
士

デ
ィ
ー
ゼ
ル
、富
士
電
機
、
日
本
輸
送

機
、
日
本
通
還
、住
友
軽
金
厨
工
業
、

日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル
、大
隈
鉄
工
所
、
新

湯
鉄
工
所
、
セ
ー
ラ
ー万
年
筆
、
佐
野

安
船
渠
、
奥
村
組
、
住友
商
事
、
安
宅

産
業
、
魁
気
化
学
丁粟
、
ミ
ノ
ル
タ
カ

メ
ラ
、
日
立
建
材
、
三覆
化
成
工
葉
、

信
越
化
学
工
業
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
工

粟
、
タ
ケ
ダ
理
研
工
業、
稟
洋
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
、
八
幡
製鉄
、
防
衛
庁
技

術
研
究
本
部
、
王
子
製紙
、
モ
ー
ビ
ル

石
油
、
日
本
製
箔
、
川崎
軌
全
機
工

業
、
北
辰
電
機
製
作
所
、
スカ
イ
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
、
東
洋
通
儒
機
、
宇
部興
産

、
犀
木
自
動
車
部
品
、
三
井
三池
鶴作

所
、
大
阪
翼
空
機
器
製
作
所
、西
華
産

業
、
愛
知
製
鋼
、
近
幾
日
本鉄
遵
、
中

国
蟷
力
セ
ン
ト
ラ
ル
硝
子
、
穂
山曹
達
、川

崎
電
機
製
遣
、
昭
和
ア
ル
ミ
ニウ
ム、

酸
水
素
油
脂
工
業
、
日
本
海
事
協会
、

日
本
ビ
ニ
ロ
ン
、
明
治
鉱
粟
、
隠プ
レ

ー
キ
工
業
、
井
上
護
誤
工
業
、
日阪
製

作
所
、
野
村
総
合
研
究
所
、
日
本
毛
織

日
本
原
子
力
事
業
、
日
本
光
学
工
業
、

B
商
、
名
古
屋
鉄
遭
、
八
幡
金
属
加
工

東
北
金
厨
工
菜
、
石
川
島
コ
ー
リン
グ

日
本
高
周
波
工
業
、
能
率
風
呂
工
業
、

東
洋
工
策
、
富
士
写
頁
フ
イ
ル
ム
、住

友
化
学
工
業
、
山
武
ハ
ネ
ウ
エ
ル
計
器

ト
キ
コ、
リ
ュ塗
、
日
本
専
売
公
社
、

東
洋
電穣
製
造
、
東
洋
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

日
立
マク
セ
ル
、
日
立
金
属
工
業
、
三

協
製
機製
舞

、
三
ツ
星
ベ
ル
ト
、
吉

田
工業
、
福
井
糟
錬
加
工

購
海
電
気鉄
道
、
稟
京
都
人
事
委
員

会
、
津
田
製作
所
、
長
野
県
人
事
委
員

会
、
永
大
産菜
、
慶
和
調
温
工
業
、
東

亜
港
湾
T葉
、大
日
本
文
真
、
ネ
ノ
ス

ル
旦
不
、自
衛
隊
、
多
摩
川
糟
戯
、
三

覆
鈴
箪
、
ソ
ニ
ー、
日
新
電
機
、
古
林

紙
工
、
旭
光
精
工
、光
洋
糟
工
、
大
倉

商
事
、
住
友
精
密
工業
、
住
友
金
属
鉱

山
、
横
浜
ゴ
ム
、
伊藤
忠
商
事
、
新
日

本
工
犠
、
日
本
尿
工
刀研
寄

、
渠
田

工
業
、
興
国
化
学
工
果
、
田村
電
機
製

作
所
、
日
本
レ
ミ
ン
ト
ン
ユ
ニバ
ノ

ク
、
特
殊
製
鋼
、
新
菱
冷熱
工業
、
三

菱
レ
イ
ノ
ル
ズ
ア
ル
ミ
ニウ
ム、
兼

松
、
汽
卓
製
造
、
香
川
県
人畜
委
員

会
、
神
戸
市
人
事
委
員会
、サ
ン
ケ
イ

新
聞
大
阪
本
社
、
玉
川
機械
金属
、
東

武
鉄
道
、
テ
ィ
ア
ノ
フ
、
牧野
フ
ラ
イ

ス
製
作
所
、
天
尾
製
作
所
、ジ
ャパ
ノ

ク
ス
、
愛
知
県
人
事
委
員
会
、
谷
田製

作
所
、
立
川
ス
プ
リ
ン
グ
、
広
島
県人

事
委
員
会
、
新
潟
県
高
等
工
学
院
。

一
大
阪
府
市
教
育
委
員
会
、
兵
庫
県教

育
倭
員
会
、
埼
き
県
教
育
委
員
会
、朝

日
新
聞
社
、
円
井
製
作
所
、
理
研
ヒ
ス

ト
ン
リ
ン
グ
、
日
本
駕
子
開
発
、
東洋

5

熱
工
業
、
太
平
工
策
、極
東
貿
易
、
三

菱
商
事
、
造
幣
局
、
日本
フ
ル
ハー

フ
、
建
材
社
、
中
山
製
鋼所
、東
亜
特

殊
電
機
、
棄
洋
高
肚
工
業
、
星和
電
機

穂
島
県
人
事
委
員
会
、
日本
エ
ンジ
ニ

ア
リ
ン
グ
、
宮
野
鉄
工
所
、
双信
竃機

渡
辺
組
、
藁
洋
讐
具製
作
所
、多
田野

製
作
所
、
シ
ル
バ
i
編
桟
、
北海
道
教

青
委
員
会
、
福
島
県
教
育
委
員会
、講

談
社
、
エ
業
技
術
院
電
気
試験
所
、日

持
金
属
工
業
、
関
棄
自
動
車
工
業
、
日

本
針
布
、
有
信
精
器
工
葉
、
堺
化
掌
工

粟
、
梛
訳
謂
機
製
作
所
、
旭
工
菜
、
日

本
共
同
マ
ノ
チ
、
目
立
還
輸
、
大
機
ゴ

ム
工
業
、
目
本
紙
業
、
田
葉
井
製
作
所

、
進
和
貿
易
、
日
本
鍔
管
工
業
、
遠
州

一製
作
、
日
本
写
翼
印
刷
、
明
星
犠
気
、
三
菱

8

工

業

化

学

科
●

▽
工業
化
学
料
△

【日本
ペ
イ
ン
ト
】
①
若
干
②
二
万
七

千
③未
定
【菓
洋
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
】
①

不
明
②
二万
六
千
③
夫
竃
【
神
戸
竃

機
】
①1
②
二万
四
千
③
夫
定
【住
友

化
学
工
築】
①1
②
三
万
一千
⑤
未
定

【昭
和ア
ル
ミ
ニウ
ム
】
①
1
②
ニ
カ

五
干
③
未
定
【酸
水
素
油
脂
工
業
】
①

-
③
二万
五
千
③未
定
【日
本
毛
織
】

①
-
②
二万
七千
⑲夫
定
【日
本
光
学

工
漿
】
Φ
1
②
二万
九
千
③
末
定
【倉

敷
レ
イ
ヨ
ン
】
①1
②
三万
三
-③
未

定
【日
高
】
①
来定
②
二万
五
千
③
未

【旦
傘定
ニ
ロビ
ン】
①1
③
二万
四

千
③
未
定

【日
本
工
ク
ス
ラ
ン
工
粟
】
①若
干
⑭

二
乃九
干
八百
③
未
定
【日
立
製
作

所
】
①1
②
二万
四
千
③
夫
定
【第
一

工
粟製
薬
】
①
-
②
二
万
六
千
③
未
定

【田
岡染
料
製
遺
】
①
1
②
二
万
七
千

③
未
定
【電
々
公社
電
気
通
儲
研
究

所
】
①1
ω
一万
③
未
定
【三
菱
江
戸

川
化
学
】
①1
②
二万
九
千
③
未
定

【日
本
バ
ルブ
】
①
2
②
二
万
八
千
③

未
定
【日
滴
紡績
】
①-
②
三万
③
未

定
【ア
ル
ノ
ス
電気
】①
1
②
二万
五

千
③
未
定
【ト
ヨ
タ自
動
軍
工
業
】
①

-
②
③
未
定
【富
士
農鉄
】
①
-
②
三

万
一千
③
未
定
【日本
鋼管
】
①
1
②

三
万
③
未
定
【三
菱
金
属
工粟
】
①
1

②
②
三
万
③
夫
定
【大
日
日本
電
線
】

①
1
②
二
万
九
千
③
未
定
【古
河電
気

≡
≡
㎜

=
≡
=
一≡
一一=一=
≡
≡
一一一≡
=
一≡
≡
≡
≡
三
≡
一一冨
一=
≡
≡
≡
三
一}【一一≡
=
=峯

一二…
一…
≡
一毒
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憲

北
学

工

誕

騒

①杢
②二万五L

 ③六
月
二十
日
面
接
、
七
月
試
験
【旭

化
成
工業
】
Φ
修
1
②
奨
学
金
一万
五

干
③し
め
切
り
六
月
二
十
四
日
【旭
硝

子
】
①技
系
2
0
⑭
三
万
③
未
定
【荒

川
林
産
化掌
工
菜
】
①
2
②
二
万
七
干

③
六
月十
五
日
【旭
継
化
エ
業
】
①
1

②
二万
八千
③
六
月
十
五
日
締
切
【石

川
島幡
磨重
工菓
】
①
1
②
二
万
五
千

千
五
百
③
六
月十
四
日
【伊
藤
憲
商

一事
】
①
不明
②
二万
六
千
五
百
③
不
明

【宇
部輿
麗】
①
1
④
二
万
六
千
③
六

星
ル日
締切
【エ
ノソ
・ス
タ
ン
ダ
ー

ド
石
油
】
①1
④
三
万
③
六
月
締
切

【大
阪
ガ
ス
】
①4
④二
乃
九
千
⑧
未

蘇

明
宕
原
華

①
-
②
二
万
八

●

.輪 ち1

鱗梛

 

学

科

定
【大
子
製紙
】
①1
②
二
万
七
千
③

一六
月
十
六
・七
日
【花王
石
鹸
】
Φ
4

①
修
三
万
三
千
五
白
③未
足
【川
崎
重

8

幡

燃

料

化

学
科

▽
燃
料
化
学
科
△

【旦
瘡紡
績
】
①
若
干
②
三万
【日
本

鋼
営
】
①
修
ま
た
は
学
1
②修
三万
五

千
学
三
万
【三
菱
油
化
】
Φ
修
また
は

掌
若
十
②
修
三
万
二
干
学
二
乃
八千

【旭
化
成
】
①
修
ま
た
は
学
-
②
修
三

万
二
午
学
二
万
八
干
【日
産
化
学工

業
】
①
1
②
二
万
八
千
【ダ
ン
ロ
ノ

ブ
】
学
修
博
の
う
ち
ー
②
学
三万
六千

～
四
万
【花
王
心
鹸
】
①
博
また
は
修

1
～
2
⑭博
四
力
ニ
モ
修
三
力
三千

【康
曲
燃
料
工
菓
】
Φ
修
ま
たは
学
着

唖
②修
三乃
二
千
学
醤方
【ト
昌
タ自

動
衷
】
①修
ま
た
は
芋
⊥
②
未
定
【住

友
篭
気
工
巣
】
①
化
学
系
よ
り
修ま
た

は
学
1②
修
三万
二干
学
二
乃
九千

ε

【日
本
石
油
】
①
②
不
明
【住友
ゴ
ム

工
業
】
①
1
～
2
②
二
万
八千
【榮
燃

石
油
化
学
】
①
修
ま
た
は
学
1
②修
三

万
三
干
学
三
万
【大
阪
瓦
斯
】
Φ修
ま

た
は
学
1
②
修
三
万
二
千
学
二万
九
千

【東
洋
コム
】
①
修
又
は
学
1
②修
三

力
一干
学
二
万
七
千
【帝
人
】
①修
着

}十
②
未
矩
【ダ
イ
セ
ル
】
①
修
又は
学

-
②修
三
万
二
干
4
二
力
九
干
【川
崎

製
鉄
】
①
-
②
三
力
二
千
【三
井
石
油

　化
掌
】
①
修
又
は
学
1
②
奨
学
生
【日

本
鉱
業
】
孤
干
②
三
万
【エ
ノ
ソ
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
壱
油
】
①
修
又
は
学
1
⑦修

三力
六
千
学
三
万
【昭
和
亀
工
】
①修

2学
-
②
修
三
力
八
千
学
三
万
二千

【松
下
鼠
工
】
①
-
②
ニ
カ
五
干
【口]

蔦
● 甲

3、

忌漕●.の ●'■
も∫直.

雲
●

化
工
機
、
東
光
、
日
鉄
鉱
業
、
億
淵
紡

績
、
村
田
製
作
所
、
日
本
ス
ピ
ンド
ル

製
造
、
害
士
写
算
光
桟
、
昭
和
電
線
電

緩
、
日
本
信
号
、
日
本
寓
空
技
術
、ウ

シ
オ
鷺
機
、
東
京
ブ
ラ
イ
ウ
ノ
ド
、
三

輿
線
材
工
菜
、
山
口
県
人
事
委
員
会
、

日
本
電
炉
、
日
本
シ
ェ
ー
ク
プ
ル
ー

フ
、
太
平
洋
工
業
、
パ
ロ
マ
、
日
本
電

子
、
増
田
製
作
所
、
帝
国
ビ
ス
ト
ン
リ

ン
グ
、
福
井
製
作
所
、
名
古
屋
市
人
事

委
員
会
、
オ
リ
エン
タ
ル
モ
ー
タ
i
、

三機
工
菓
、
ニチ
ボ
ー
、
B
本
大
洋
海

底
電
線
、
日
本
電
子
計
算
、
十
条
製
紙

ジ
ェ
コ
ー、
日
本
楽
器
製
造
、
大
日
本

一印刷
、
スタ
ン
ダ
ー
ド
工
業
、
竹
中
工

務
』
、新
東
工
業
、
ワ
シ
ノ
機
械
、
栗

}本
整
所
・日
奢

成
ゴ
ム
・
雷

自

勤
織
機
製作
所
、呉
造
船
所
、
三
菱
製
一

四

工
業
】
①
1
②
二万
八
干
③
そ
の
都
度

【三
菱
製
紙
】
①1
～
2
②
二
万
七

午
③
未
定
【旭
化
成
工渠
】
①
-
②
未

定
③
そ
の
都
度
【松下
電
器
産
業
】
①

1
②
二
万
五
千
③
未定
【花
王
石
鹸
】

①
着
干
②
二
万
八千
③未
定
【日
産
化

学
工
菜
】
①
1
②
二万
八
干
③
嘗
類
次

第
早
急
【本
州
製
紙
】
①1
②
二
万
六

千
③
朱
定
【ダ
ン
ロ
ノブ
】
①
1
②
三

万
九
干
③
夫
定
【東京
芝
浦
電
気
】
①

1
②
二
万
団
千
③
推
薦
後
【山
陽
パ
ル

プ
】
①
1
～
2
②
二
万九
千
③
未
定

【仕
友
鷹
気
工
業
】
①
1
②
二万
九
千

③
推
薦
次
第
【聚
芝
ベ
ッ
グ
マン
】
①

1
②
二
力
五
干
③
未
定
【大
日本
塗

料
】
①
1
～
2
②
二
万
五
千
③未
定

【旭
硝
チ
】
Φ
-
②
三
万
③
未
定
【住

友
ゴ
ム
工
業
】
①
1
～
2
②
二
万七
干

③
応
募
あ
り
次
第
【東
洋
ゴ
ム
工粟
】

懸
讐

燃難

●
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工
樂
】

①
1
②
二万
h
千
八
百
④
爪
店
【川
崎

製
鉄
】
①
-
ω
三
万
二
千
(四
十
二
年

度
)【関
西
電
力
】
①
1
②
一一万
五
千
五
首

③六
月
十
五
日
【カ
ゴ
メ
】
①
1
②
二

万
七
千
③
{倉
二
十
一日
締
切
【キ
ノ

コ
ー
マン
偲
油
】①
3
④
二万
八
千
(四

十
年
度
)
【極
東
貿
易
】
①
着
干
②
二

万
六
千
【粟
田
工
業
】
①
1
②
③
不
明

【神
戸
製
鋼
所
】
①
-
②
三
万
④
未
定

【神
戸
醒
機
】
①
1
②
二
万
四
千
五
酉

③未
足
【興
国
化
学
】
①
着
干
②
二
万

四干
③七
月
二日
【山
陽
パ
ル
プ
】
①

1
～2
二万
九
千
③
不
明
【
三
洋
電

機
】
①1
②
二万
五
千
⑬
未
定
【笹
倉

機
械
製作
所
)
①
不
明
②
二
万
四
千
③

不
明
【神
鋼
フ
ァゥ
ド
ラ
ー
】
①
1
②

三
万
③
未
定
【昭和
電
工
】
①
4
②
三

乃
二
干
③
木
定
【塩
野
義
製
薬
】
①
1

本
揮
発
油
】
①
修
又
は
学
1
②修
二万

九
千
学
二
万
六
千
【丸
着石
油化
学
】

①
②
不
明
【千
代
田
化
工建
設
】
①修

学
と
も
ー
②
修
三
万
学
二万
二万
六
千

【住
友
商
事
】
修
又
は
学
1
②修
三万

一千
学
二
万
七
千
【電
信
化
学
工
業】

①
修
学
と
も
ー
②
修
三
万
一千
学
三万

【ラ
イ
オ
ン
油
脂
】
①
未
疋
②
二
万七

千
【東
洋
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
】
①1

②
未
定
【モ
ー
ビ
ル
石
油
】
①
ー
②
三

万
【三
菱
化
成
工
巣
】
①
修
と
学
2
②

修
三
万
一千
学
二
万
八
千
【田
岡染
料

製
蓮
】
①
②
と
も
不
明
【徳
山
曹
逆
】

①
1
②
未
定
【日
商
】
①
1
②
二
力
五

千
【愈
敷
レ
イ
ヨ
ン
】
①
修
ま
た
は
掌

1
②
修
三
万
五
千
.み三
力
二
千
【右
レ

産
業
】
①
②
と
も
人
疋
【東
洋
製
罐
鋼

板
綜
合
研
究
所
】
の
②
と
も
不
明
【字

部
興
産
】
①
修
ま
た
は
校
-
⑦
人
定

～
2
②③
不
明
【新
電
元
工
業
】
①
1

一②
二万
六
千
③
七
月
中
旬

【住友
鷲
気
工
業
】
Φ
1
②
二
万
九

千
③末
足
【住
友
機
械
工
業
】
①
3
②

二千
九
千
③
末
定
【庄
友
商
事
】
①
1

ω
二万
七干
③
朱
定
【住
友
化
学
】
①

1
②
三万
一千
五
百
③
不
明
【セ
ン
ト

ラ
ル
硝子
】
①
1
②
二
万
七
千
③
禾
足

【大
日本
塗
料
】
①
1
～
2
②
一鵡力
五

十
五百
③六
月
三日
締
切
【田
岡
染
料

製
造
】
①1
②二
万
八
乃
③
不
明
【第

一工
築製
薬
】
①
1
～
2
②
二
万
六
千

七
萄
③不
明
【武
田薬
品
工
業
】
①
1

②
二万
九
千
八
百
③未
定
【大
日
本
印

刷
】
①1
②二
万
四
千
五
百
③
六
月
十

三
日
締切
【千
代
田
化
工
業
建
設
】
Φ

2
②
二万
九
千
八
百
③
未
定
【鷹
気
化

学
工
業
】
①2
②
二
万
八
千
③
不
明

【帝
人
】
①-
～2
②
三万
三
千
③
末

定
【東
亜
燃
料
工
業
】
①1
②
三万
二

千
③
未
足
【東
洋
ゴ
ム
工
業】
①1
②

二
万
七
千
③
未
定

【徳
山
曹
達
】
①
1
②
二
万
八
千
八
白

蟹

【住
友
化
学
工
菓
】
①
修
ま
た
は
学
-

②
修
三
万
五
千
学
三
乃
一工-
【日
本
ペ

イ
ン
ト
】
①
修
ま
た
は
学
1
②
末
定

【呉
羽
化
学
⊥
業
】
①
修
ま
た
は
学
1

②
未
定
【伊
藤
忠
商
事
①
禾
定
②
二
乃

入干
【β
本
合
成
ゴ
ム
】
①
1
～
2
②

二
力
八
干
【日
本
化
薬
】
①
修
ま
た
は

掌
②
修
;
力
一干
学
二
力
七
下
【大
阪

府
】
①
②
と
も
不
明
【三
洋
化
成
】
①

修
ま
た
は
学
②
修
三
万
三
千
学
二
万九

千
【日
本
原
子
力
研
究
所
】
①
博
修
戸

②
学
二
万
九
千
【日
立
製
作
所
】
O
修

又
は
学
1
②
悉
陽

【丸
酋
凸
油
化
≠
】
①
1
②
二
力
ハ千

【日
本
カ
ー
バ
イ
ド
】
①
修
1
②
三
万

ハ千
【製
鉄
化
学
工
業
】
Φ
博
修
デ
②

諸
三
力
一千
【丸
善
行
油
】
①
修
又
は

学
②
学
二
万
八
千
【三
菱
右
油
】
①
修

又は
掌
②
修
三
万
五
千
学
三
万
一干

醗騰議
鋼
新
興
造
桟
、
笹
倉
機
械
製
作
所
、
藤

永
田造
船
所
、
八
幡
エ
コ
ン
ス
チ
ー

ル
、芝
電
気
、
新
日
本
電
気
、
井
上
電

機
製
作
所
、
害
士
電
気
化
学
、
大
阪

府
、飛
島
建
設
、
輿
和
、
松
下
精
工
、

岡
谷
鋼機
、
共
和
電
業
、
日
本
冶
金
エ

策
、ミ
ツ
ミ
電
機
、
害
士
輸
送
機
工

業
、井
関
農
機
、
巣
洋
プ
ラ
ス
チ
ノ

ク
、神
奈
川
県
人
事
委
員
会
、
島
根
県

人
事委
員
会
、
北
九
州
市
人
事
委
員

会
、
特許
庁
、
肖
京
印
嘗
騨
、
製
鉄
化

学
工
業
、東
洋
綿
花
、
バ
プ
コ
ノク
日

立
、
稲
村建
設遭
路
、
三
重
交
通
、
金

石
舎
研
究所
(詳
細
は
学
科
磯
務
嵜
照

会
中
)

③
ハ月
二十
四
日
【松
下
電
工
】
①
ー

②
二万
五
千
③末
定
【三
菱
金
厨
工

菜
】
①-
②
二
万
九
千
五
百
③
未
定

[
【三
壷
油
化
】
①
②
二万
八
千
③
六
月

申
に
決
足
【三麦
製
紙
】
①
～
②
二
万

七
干
未
足
【三井
遠
船
】
①
1
②
二
万

四
千
③
なし
【三菱
重
工
業
】
①
1
②

二
万
五千
五
自
③未
定
【三
菱
江
戸
川

化
学
】
①1
②
③不
明
【三
井
石
油
化

学
】
①
1
②
三万
二千
③
未
定
【三
凝
一

化
成
】
①
1
②
二万
七
干
七
百
③
未
定

【三
菱
化
∫
機
】
①
不明
②
二万
四
千

③
六
月
三
十
日
締
切
【三嚢
曲事
】
①

毛
干
②
二
万
七
千
③な
し
【森
永
乳

業
】
①
1
②
③
不
明
【モ
ー
ビ
ル
石

油
】
①
-
②
三
万
③
六
月
二十
一日

【横
洪
ゴ
ム
】
①
菩
t
②
二万
八
千
五

百
③
不
明
【名
占
屋
塗
料
】
G不
明
②

三
万
③
七
月
五
日
【日本
バ
ル
ブ
工
業

】
①
2
②
二
万
八
千
③
不
明
【日
本
鋼

讐
】
①
1
②
三
万
③
未
定
【日澗
紡
頑

】
①苔
セ
⑭
三乃
③
未
足
【日
本
I
B

M
】
O君
汗
②③
小
明

【日産
化
≠
ー
業
】
①
1
⑭
二
万
八

工
③人
走
【日
東
電
照τ
菜
】
①
若
干

②
人
疋
③禾
疋
【目
本
鉱
業
】
①
着
十

②
一力九
千
八
白
③
禾
定
【新
潟
鉄
工

所
】①
不明
②
二力
六
千
③
六
月
下旬

【日本
掘
発
油
】
①
1
②
二
万
六
千
③

汰
鬼
【日
本
ペ
イ
ン
ト
】
①
1
②
二
万

七
干
③入
疋
【日
本
良
空
管
技
術
】
①

る
十
④
二力
七
可
③
六
月
三
十
日
締切

【日本
合
成
コム
】
①
1
②
二
万
八千

③
人
矩
【日
本
原
子
力
研
究
所
】
①
若

嵩

翁
③
七
月
二
+
百
冒
本
製

作所
】
①-
O⑧
不
明
【日
立
遣
船
】

①
入明
⑭
ニカ
ハ千
円
③
不
明
【日
立

.・クセ
ル
】
①1
②
一乃
四
千
③
未
走

【爵
唖製
鉄
】
①1
0
二万
一千
③
未

店
【畠セ
フイ
ル
ム
】
①
1
②
三
万
一

F
⑬
人
定
【本
州
製
紙
】
①
1
②
二
万

六
千
③
ハ月正
旬

①
1
②
二
力
七
千
③
未
定
【巣燃
石
油

化
学
】
①
1
②
三
万
③
禾
疋
【大
阪
瓦

斯
】
①
1
②
二
万
九千
③轡
類受
付
後

早
急
【日
立
化
成
工
巣
】
①1
②
二万

五
干
③
未
定

【川
崎
製
鉄
】
①
1
②
三万
二千
③

未
症
【ダ
イ
セ
ル
】
①
1
②
二万
九
千

③
未
定
【日
本
碍
子
】
①
1
②
二万
七

千
③
未
定
【ブ
リ
ジ
ス
ト
ン
タ
イヤ
【

①
1
②
二
万
六
千
③
未
定
【荒
川
林産

化
学
工
漿
】
①
2
②
二
万
七
千
③
即
日

【大
塚
製
薬
】
①
2
②
修
二
万
五
千
③

未
定
【日
本
ビ
ク
タ
ー
】
①
1
②
二万

五
千
③
来
定
【日
本
揮
発
油
】
①
1
②

二
万
六
千
⑭
未
定
【鷺
気
化
学
工
業
】

①
1
②
二
万
八
千
③
推
薦
あ
り
次
第

【住
友
商
事
】
①
-
②
二
万
六
千
③
未

定
【安
宅
産
業
】
①
若
十
②
二
万
五
干

③
未
定
【畏
谷
川
香
料
】
①
着
干
②
二

万
七
干
③
未
定
【関
西
ペ
イ
ン
ト
】
①

-
②夫
定
③
推
薦
あ
り
次
第
【エ
ノ
リ

スタ
ン
ダ
ー
ド
石
油
】
①
1
②
三
万
③

未
足
【三洋
寛
気
】
①
1
②
二
万
五
千

③兼
定
【大
阪
習
蟹
】
①
若
丁
②
二
万

五千
③未
定
【三
井
石
油
化
学
工
禦
】

①1
②
三万
二
千

【松
下
電
工
】
①
1
②
二
万
五
千

【不
二
鉱材
】
①
1
②
二
万
五
千
③
随

時
【三謹
化
成
工
桑
】
①
-
②
三
万
③

推
罵
あり
次第
【昭
和
電
工
】
①
-
②

三
万
二千
⑤
随
時
【干
代
田
化
丁
建

設
】
①
1
②
二万
六
千
③
推
薦
あ
り
次

第
【鍛
洋
エン
ジ
ニア
リ
ン
グ
】
Φ
1

②
三
万
一千
【神
戸
製
鋼
所
】
①
-
④

三
万
【八
幡製
鉄
】
①
1
②
修
三
力
四

千
③
朱
定
【土子
製
紙
】
①
1
②
二
万

七
千
【日
本板
硝
子
】
①
1
②
三
力
三

門 干儲 門
越 モ
化i
学 ビ
エ ル粟
石蕊 邑

鞠
万(∂九三

千万

【栗
田工
菜
】
Φ
1
②
二
万
四
干
【大

日本
化
成
】
①
1
②
三
万
【セ
ン
ト
ラ

ル
硝子
】
①
1
②
二
万
七
千
【宇
部
貝

産
】
①～
②
二万
箕
千
【多
木
製
肥
所

】①
～
②
二万
六
千
③
随
【時
日
本
ゼ

オ
ン
】
①～
②
二
万
七
干

【帝
人】
①5
②
三
万
二
干
【神
東
塗

料
】
①
～
②
二万
五
千
【敷
島
紡
紋
】

①
5
②
三
万
二干
【伊
藤
忠
商
事
】
①

未
定
②
二万
六
干
③
遣
って
連
絡
【大

日
本
イ
ンキ
化
掌
工
業
】
①
夫
定
②
二

万
五
千③
別途
定
め
る
【畏
瀬
産
業
】

「Φ
若
十
②
二
万
五千
③
未
定
【日
本
鉱

菜
】
①
未
定
②
三万
【纏
山
口
達
】
①

～
②
未
定
③
推
薦あ
り
次
第
【西
箪
産

業
】
①
若
干
②
二
刀五
千
【日
本
オ
イ

ン
シ
ー
ル
】
①
著
干②
二万
六
千
【日

¥
マク
セ
ル
】
①
～
②
二万
四
千
③
遣

って
連
絡
【日
本
ク
ロ
ス工
葉
】
①
多

②
二
万
八
千
【福
井
精
瀞加
工】
①
5

②
二
力
三
千
【三
羨
鉛矩
】
①1
～
2

一②
二
乃
八
千
【ソ
ニ
ー
】
①5
②
二乃

繭懸
蕪
籍

術
】
①
1
②
二
万
七
千

【三洋
化
成
工
菜
】
①
2
ω
三万
③

申
し
込
み
次
第
【昭
和
電
線
電概
】
①

1
ω二
万
七
千
⑬
坦
っ
て
連
絡
【横
浜

コ
ム】
①
枠
な
し
②
二
万
八
千
③
書
類

捷
出
後
通
知
【鐘
淵
紡
績
】
①
-
～
2

一②
三万
二千
【日
本
合
成
ゴ
ム
】
①
1

⑭
二万
八千
【大
日
本
印
刷
】
①
-
②

「二万
四
千
【保
土
谷
化
学
工
業
】
①
1

②
二万
八干
【大
阪
府
庁
】
①
着
干
②

二万
六
千
【白
水
化
学
工
築
】
①
1
②

二万
七千
【本
田
技
研
工
葉
】
①
1
②

三万
一干
【倉
敷
紡
緻
】
①
-
②
二
万

八
干
【極東
貿
易
】
①
着
十
②
ニ
カ
六

千
【稟
洋
曹
達
工
業
】
①
1
②
三
万
二

千
【三
菱
化
工樵
】
①
1
②
二
力
四
千

【ユ
シ
ロ化
学工
葉
】
①
1
②
二
万
五

干
【東
京
三洋
電
犠
】
①
-
②
二
万
五

千
【パ
ロ
マ】
①3
②
二
力
五
千
【大

昭
和
製
紙
】
①2
②
二万
六
千
【康
栄

化
学
】
Φ
2
②
二万
四
千
【名
古
屋
塗

料
】
①
-
～
2
②
三乃
【藁
洋
高
圧
工

業
】
①
未
定
②
三万

【三
井
金
属
工巣
】
①
-
り
三
力
二
千

【大
阪
チ
タ
ニゥ
ム製
造
】
①
-
～
2

②
二
力
四
千
【キ
ノセ
イ
薬
品
工
桑
】

①
10
②
修
二
万
八
干
【ダ
イ
キ
ン
工

一業
】
①
1
砂
二
力五
千
【窩
⊥
電
気
化

学
】
①
1
②
二
万四
千
【製
鉄
化
掌
工

一業
】
①
1
②
三万
一千
【稲
畑
産
業
】

①
-
②
二
万
五
干
【リ
コー
】
①
1
②

二
万
六
千
【持
田
製薬
】
①
着
十
②
二

万
八
千
【ラ
サ
工業
】
①
2
②
二
万
五

千
【石
原
産
業
】
①
1
②
二
力
八
千

▽
教
胃
学
部
△

【一光
石
油
】
①着
十
②
=力
六
千
③

六
月
十
日
～
九
月
三十
日
【奥村
組
】

①
1
②
二
万
五
干
以
上
③
寮完
備
【大

同
製
鋼
】
①
1
～
2
⑭
二万
'ハ千
③
七

月
五
日
【女
田
生
命
】
の
2
砂
二力
七

千
③
退
戯
金
右
【日
本
銀
打
】
①着
十

②
朱
疋
【万
兵
臥
】
①
若
で
②
二
力五

千
③
六
月
二
六
日
【森
水
乳
菓
】
①-

②
二力
九
千
h
百
②
七
月
二
日
【塩
野

義
製
薬
】
Φ
3
②
未
疋
6ー
ム
疋
【中
目

新
聞
】Φ
若
十
②
二
万
h
千
三
白
③
七

月
三日
【三井
生
命
】
①
3
②
二万
七

千
酉
③
八
月
五
日
【内
田
濟
行
】
①若

干
②
二力
六
千
以
⊥
③
七
月
八
日
【学

習
研
究
柱
】
①
若
十
②
二乃
九
干
五
百

以
上
⑱
玉定
【サ
ンケ
イ
新
聞
】
①
着

f
②
二
乃
六
干
五百
③
七月
二日
【朝

日
新
聞
】
①
着
セ
②
二万
七
千
五
百
③

七
月
三
日
【カ
ゴ
メ駆

①1
②二
万

七
干
③
二
月
七
日
【ト
ヨ
タ自
動
革
】

①
若
干
②
一万
九
千
③
八
月
二〇
日
【

N
H
K
】
①
着
干
②
未
定
③ヒ
月
三日

【毎
日
新
聞
】
Φ
着
十
②太
止③
七
月

三日
【パ
プ
リ
カ
愛
知
】
①着
十
②
二

力
二
干
③
七
月
}六
日
【目本
ク
ロス

】
①
1
②
二
万
八
干
三百
③七
月
一八

日
【講
談
杜
】
①
者
十
Q
三力
二下
③

{七
月
+
七
日

お役に立つみなさまの

:腫
■一.

畿:

】口 ζ・
詞
直 明

rr

)
一 一 一 一

口資本金220億 円
口店舖数 国内202店

海外4店
口行員数 約14,000名

遮 絡 先 … 三 和 銀 行 人 事部
大阪市東区伏見町4電 賭(202)2281

東京総務部

寒京都千代国区丸の内1丁目
電賭(216)30ii

才能 と実力を
フルに生かせる職場
《 和 銀行》
世界のピープルズ ・バソク《サンワ》は、諸君の着いエネルギーに期待しています。

●就職説明会7月4日(月)午 後1時 よ り

日本興業銀行は創立以来60余 年、常に産業金融の リーグーとし
て一貫 した歩みを続け、長期皐業資金の供給 に中心的な役割を

果たして きました。開放経済時代を迎凡、さらに厳 しい国際競

争に臨まんとしている日本産業の、よき理解者、協力者として、

典銀の役割は今後 ますますその重要性をましていくてしょう。
鴇明翻 宰3罵 ■資零血冨200億円 ■本店昌粟京紹子代田区丸の内卜8Tピ し216僑025書
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【堺
村
組
】
①
不
明
②二
万
五
千
円
以

上
③
未
定
5
人
推
薦
、独
身
寮
有
り

【リ
コ
ー
駆

①
不
明③
約
二
万
六
千

円
③
未
定
、
6
人推
薦
六
月
二
十
六

日
応
募
締
切
【万兵
臥
】
①
不
明
②
二

万
三
千
円
③
六
月
二士
ハ日

男
子
は

一年
聞
全
員
入
寮
寄
宿
會
有
り
【キ

ッ
セ
イ
薬
品
工
桀
眠
】①
不
明
②
二
万

八
午
円
③
不
明

交通
費
支
給
【日
本

経
済
新
聞
社
大
阪
本社
】
①
7
②
不
明

③
七
月
二
日
【朝
日新
聞
大
阪
本
社
】

①
若
干
名
②
糸
二
万
七干
五
百
円
③
七

月
三
日
【学
習
研
究
祉眠
】
①
着
干
名

②
約
三
万
円
④
太
定
、英
語
・国
語
・

心理
学
専
攻
者
【中
日
新
聞
】
Φ
苫
干

名
②
二万
五
千
三
百
円
③
七
月
三
日
、

交
通
賢支
給
【興
国
化
学
工
業
駆

①

着干
名
②
約
二万
四
千
円
③
七
月
十
四

日
、交
通
費
支
給
【ヨ
不ミ
ヤ
照
】
①

木
明
②
二万
五
千
円
③
七
月
下
旬
、
交

通
費住
宅手
当
支
給
寄
宿
舎
有
り
【セ

喜

ン
エ琶

①
2
②
二
万
五
干
円
[ヒ
グ
チ
照
】
①不
明
②
約
二万
藷

一定
【読亮
新
閲社
】
①
若
十
名
②
二
万

七
千
五
百
円
③七
月
三日
【帝
人
羅
】

①
不
明
②
二
万九
干
三百
円
③
未
窟
、

心
理
学
専攻
【共
同
通
儒
社
】
①
着
十

名
②
不
明
③
七月
二日
、
5
人
推
薦
【
「

サ
ン
ケ
イ新
閲天
阪
本
祉
】
①
若
干
名

一名
②
二
万
六壬
ハ百
円
③
七
月
二
日
【

③
七月
二十
三日
、
寮
育
り
【日
本
銀
一

行京
都
支
店
】
①
若
†
名
②
③
不
明
【

三
共
生興
】
①
2
②
三
万
円
③
七
月
八

日
【熊
本ト
ヨタ
目
動
単
臥
】
①
不
明

②
一万九
千
円
③
八
月
二
十
日
【高
島

屋
目
発
工業
猷
】
①
8
②
二万
三
千
五

百
円
③
七
月十
六
日
【カ
ゴ
メ
照
】
①

1
②
二
万
七干
円
③
七
月
七
日
、
心
齪

学
ま
た
は社
会
学
専
攻
者
、
独
身
寮
有

り
【タ
ン
ロ
ノプ
ラ
バ
i
神
戸
研
究
所

】
①
3
②
男チ
三万
六
工-円
～
五
万
九

[千
円
女
.+
三万
円
～
三万
七
千
円
③
未

③
未
定
、
祭有
り
【三協
精
機
製
作
所

】
Φ
i
②約
二万
七
千
円
③
七
月
六
・

七
日
、
産業
心理
学
再
攻
者
【N
H
K

大
阪
中
央放
送
局
】
①
②
不
明
③
七
月

三
日

男
子
のみ
【毎
日
新
聞
社
】
Φ

着
干
名
②
不
明
③七
月
三日
【時
事
通

[儲
社
】
①
不明
②
一万
九
千
円
③
七
月

二
十
日
、
地方
海
外
派
遣
も
有
り
【パ

プ
リ
カ
愛
知
"
】
①不
明
②
二万
二
千

円
③
七
月
十六
日
【京
都
儒
用
金
屡
】

①
不
明
②
二
万五
千
円
③七
月
七
日
、

男
子
三
名
推
薦

理

学

部

【新
日
本
無
線
】
①
2
(物
)
②
二
万

日
本
電
子
計
算
】
①不
明
(数
物
宇
球

認
輪
難
翫
㌶
難
艶
難
肝護
麗
誌

林
製
薬
】
①
不
明
(化
、勤
、
植
)
②

不
明
③
不
明
【酸
水
粟油
脂
】
①
不
明

(化
)
②
学
部
二
万
五干
七
百
五
十
、

修
士
二
万
九
干
四
百
四十
③
不
明
【住

友
生
命
】
①
不
明
(数
)
②
三万
③
仕

事
内
容
は
電
気
計算
機関
係
【愛
知
教

育
大
】
①
-
(球
)
②
不明
③
6
月
B

旦
柿切
【日
本
ワ
イ
ス】
①
不
明
(化
)

②
三
万
一干
③
不
明
【安
田
倍
託
銀

行
】
①
2
(数
)
②
二万
六
千
五
百
③

不
明
【日
本
臓
器
】
①
不明
(化
)
②

不
明
③
不
明
【旭化
成
工業
】
Φ
不
明

(化
)
②
三
万
二
干
三百
三十
③
不
明

【帝
人
】
①
不
明
(物化
)
②
俵
士
三

万
六
千
八
百
、
学
士
三万
二干
六
百
③

不
明
【八
幡
製
鉄
】①
不
明
(物
ωの
)

②
不
明
③
修
士
の
学
生
が
盟
ま
し
い

【本
田
技
研
】
①
不
明
(数
物
)
②
学

士
三
万
、
修
士
三
万
五千
二百
③
不
明

【ウ
シ
オ
電
機
】
①
不
明
(物
)
②
二

万
三
千
～
二
万
四
千
五百
③不
明
【キ

ッセ
イ
薬
品
】
①
不
明
(化
)
②
二万

八
千
③
不
明
【持
田
製薬
】
①
不
明
(

化
)
°②
二
万
五
千
③
不
明
【冨
士
製
鉄

】
①
不
明
②
不
明
④
不
明
【朝
日
新
聞

】
①
不
明
②
不
明
⑤
6目
24
日
締
切
【

●

一干
九
百
③
不
明
【日
本
特
殊
化
学
】
①

不
明
(化
)
②
二万
五
千
③
不
明
【サ

ン
ケ
イ
新
聞
】
①不
明
②不
明
③
6
月

20
日
継
切
【窩士
機
枇
】
①
不
明
(物

化
)
②
不
明
③
6月
30
日
締
切
【日
本

質
子
】
①
不
明
(化
)
②
不
明
③
不
明

【大
阪
有
機化
学
工策
】
①
不
明
(化

一)
②
二
万
五千
③不
明
【学
轡
研
究
社

】
①
不
明
②
三
万五
百
③
6
月
30
日
紺

切
【照
圓
井
製作
所
】
①
不
明
(物
)

②
二
万
六
千
③
6
月30
日
締
切
【紙
賃

生
堂
一
①
不
明
(化
)
②
二万
八
千
九

日本で

印刷開始!

7月 か ら ラ イ フ が 東 京 で

印 刷 ・発 送 さ れ ま す
ニュース報遵kカ ラー写真をふんだん
}こ用いる魅力ある編集一ライフが独自
に開発した方法です。東京での印刷で
7月から、新鮮な紙面が発行と同時に
日本の読者にお居けできます
第1号7月6日 発売

特価80円

 

百
五
+
③
b
月
20
目
締切
【照
本
ト
ヨ

タ
目
動
隼
】
①不
明
②
一万
九
干
③
7

月
10
細
切
【日
本竃
儲
電
話
公
社
】
①

不
明
(物
)
②
不
明
③
b
月23
日
締
切

【毎
日
新
聞
】
①
不明
②
不明
⑬
6
月

}13
日
～
b
月
28
目受
付
【ア
イ
カ
工
業

】
①
2
(化
)
②
不明
⑤
不明
【渡
辺

組
】
①
不
明
(物
化
数
)
②不
明
③
7

月
20
日
締
切
【東
京生
命
保
険
相
互
会

社
】
Φ
不
明
(数
)
②
二万
七
干
③
8

月
31
日
締
切
【惜
越
化
学
工
菜
】
Φ
不

明
(化
)
②
不明
O独
室
直
接
抽
選
(

奨
学
生
)
【科
学技
術
庁】
Φ
不
明
化

数
物
宇
球
)
②
二万
三千
含
③
7
聖

15
目
【小
林
コ
ー
セ
ー】
Φ
不
明
(不

)
②
二
万
六
千
③
不明
【防
衛
庁技
術

研
】
①
苦
干
名
(物
・
宇
・球
)
②
)

明
③
胡
問
予
足
5月
30
日

・ノ岬'6P

,°膚 び。の

§

…,● し

 

【杏
林
薬
品
】
Φ数
名②
二万
九
千
二

百
③
締
切
六
月
二十
日
【科
研
化
学
】

①
男
若
十
名
②
二万
七
千
六
百
以
上
③

寮
社
宅
有
【スズ
ケ
ン】
Φ
男
1
②
二

万
七
千
六
百
五
十
以上
【台
糖
フ
/
イ

ザ
i
】
Φ
男
30
②
三万
五
百
③
六
月
八

日
。寮
有
【三
菱製
紙
】
Φ
1
～
2
②

約
二
万
七
干
③崇
社
宅
有
【山
之
内
製

殉1 川 葦

 

薬
】
①
男
石
十
名
②
ニカ
九
千
五
画
五

十
③
六
月
中旬
・寮
有
【大
塚
製
薬
】

Φ
男
2
②
不
明
⑮
六月
二十
日
【大
阪

機
化
学
工
業
】
Φ
男4
⑭
二万
五
千
有

③
籍
宿
會
有
「三共
】
①
男
右†
各
②

二
万
九
干
四首
③七
月
初
め
・締
切
六

月
二
十
五
口
【山
菱商
店
】
不
明
【小

野
楽
品
工
巣
】
①
男
∠
～
6女
ー
～
2

②
男
二
万
六
千
百
女
二万
三千
百
③
締

社
宅
有
【新
日
本
薬
品
】
①男
3
②
三

万
～
五
万
③
一次
八
月
十
五日
・
二次

八
月
二
十
五
日
、
締
切
七月
三十
「

日
能
率
給
支
給
制
度
有
【ラ
イオ
ン歯

鰐
】
①
男
1
②
二
万
九
千
五百
以
上③

六
月
二
十
七
日
、
締
切
六
月
二十
四日

}社
宅
有
【京
阪
藁
品
・ヒ
グチ
】
①男

20
②
不
明
③
寮
有
【吉
層
製
薬
】
Φ男

5
～
10
②
二
万
八
千
六
十
③
適
格企
菜

}年
蓮

寮
薯

㎜
【三
墓

①
3
②
三
力六
華

③

"
鷲

"

・

.
%

6

孟

℃
儀
○
■

げ

'●・、!

い馳"舳

聡
島・艦

欝

跨

.
轟

♂.喫結 ぎ'°忌 ぎ㌔"°
　

二撚 黛協陶:{

筆
記
面
接
六
月
中
旬
。寮有
【日
本
メ

ル
ク
万
有
】
①
約
・・
②
二
万
八壷

⊥

月
二
十
日
・寮
有
【工
iザ
イ
】
Φ
男

2
④
二
万
八
千
四
百
程展
③
寮
脊
【遡

沢
薬
品
工
菜
】
Φ男
4
②
二万
九
千
百

③
退
職
企
業
年
金制
度
有
【塩
野
義
製

薬
】
①
男
3
2
二
万
九千
以上
ω
寮
有

【稲
畑
産
菓
】
①
男着
f
名
②
三力
千

③
繁
有
【輿
和
・興
和
新
薬
】
Φ
男
b

女
-
～
2
名
②
二
万
七千
以上
③
六
月

二
十
四
日
八
時
半
・締切
六
月
二十
一

日
祭
有
【ダ
ン
ロ
ソブ
・
ラバ
ーカ
ン

パ
ニ
ー
リ
ミ
テ
ソ
ド
神
戸研
究
所
】
①

女
1
助
手
2
②
三
万
三千
～
三万
③
縛

切
七
月
七
日
【痔
製
薬
】
①
5
②
二万

二
千
以
上
③
繁
有
【資
生
堂
】
①
男1

～
2
②
二
万
八
千
九
百
五十
③締
切
六

月
二
十
日
寮
宥
【荒
川
林
産化
学
工業

】
Φ
男
3
女
2
②
未
確
疋
③
祭有
【住

友
劇
事
】
Φ
舅
1
②
二
万
七
干
以
上③

撫
有
【日
本
新
藁
】
①
男
-
女
-
～2

②
男
二
万
六
千
五
百
以
上女
二万
三千

以
上
③
寮有
【留
国
臓
器
製薬
】
①2

②
男
二
万
七
千
女
二
万
四
干
五百
③締

零

末
呈

・
セ
イ
薬
。畢

.Φ
男
30
砂
二
万
八
千
三百
③
紺
切六
月

三
十
日
・寮
有
【杏
林
製
藁
】
Φ
1②

未
足
③
男
子
繁
有

一
【武
出
桑
品
工
莱
】
Φ
男
5
～
b
②
二

,

璽

●

φ
●

万
九
千
七
告
六
十
以
上
③
寮
有
【森
永

乳
粟
】
Φ
1
②
二
万
九
千
五
百
③寮
社

宅
有
【森
下
仁
丹
】
①
不
明
②
二
万四

千
③
禦
枇
宅
脊
【日
本
栄
彊
化
学
】
①

-
～
2
②
男
二
万
五
午
八
百
六
十
女
二

万
四
干
六
百
六
十
③
締
切
七
月
十
五日

【住
友
化
学
工
業
】
Φ
1
②
三
万手
五

百
以
上
【全
薬
販
売
】
①
30
②
未
足
【

共
同
商
事
】
①
若
十
名
②
二
万
三千
五

百
③
九
月
二
十
=
日
十
時
、
締
切
八
月

二十
団
【藁
洋
醸
造
】
①
2
ゆ
二
万五

百
以
上
③
寮
仕
宅
有
【田
辺
製
桑
】
①

一男
d
③
木定
③
寮
社
宅
有
【オ
リ
ンジ

ャバ
ン
】
①
男
者
十
名
②
二
万
六千
③

}締
切
八
月
三
十
一日
・外
勤手
当制
度

【日
本
臓
器
製
薬
】
不
明
【日本
ワ
イ

ス
】
Φ
男
10
ψ
三
万
干
③
二
次九
月
十

五
日
、
紬
切
六
月
三
十
五
日
【持
田
製

薬
】
①
男
ゐ
女
15
②
男
二
万
五
千
女
二

万
三
千
②
七
月
二
十
六
日
九
時
、
締
切

七
月
九
日
寮
社
宅
有

【グ
レ
ラ
ン
製
薬
】
①
男
若
十
名
②
未

定
③
六
月
二
十
二
日
乙
ろ
、
締
切
六
月

±

日
【長
瀬
産
菜
】
①
-
～
2
②
二

万
五
干
五
百
【堺
化
学
工
業
】
①
不
明

②
二万
七
干
五
百
十
三
以
上
③
禦
社
宅

有
【花
王
石
鹸
】
①
-
～
2
②
三
万
三

千
五
百
以
⊥
【和
光
堂
】
①
男
2
②
二

万
六
干
以
上
③
六
月
下
旬
、
締
切
六
月

二十
三日
寮
有
【バ
イ
エ
ル
楽
品
】
①

男
2
～
3
②
三
万
③
七
月
初
め
、
締
切

六
月
二
十
五
日
寮
有
【日
本
ブ
リ
ス
ト

ル
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
ズ
】
①
男
20
②
三
万

③
第
二
・四
上
耀
休
目

文学界
7月号
一

家
厭
と
いう
も

の
を
慧識
す
ると

き
、
い
つも
一種

の
や
り
きれ
な
さ

:① …採用人員 ゜

②…初任給(円)

:③ …試験 日、条件

設備、その他

が
則
の
片
隅
に
つ
き
ま
と
う
。
そ
の中

に
生
ま
れ
、
そ
の
中
に
育
っ
て
いな
が

ら
、
他
人
の
世
界
に
留
っ
て
い
よう
と

す
る
と
き
、
つ
ま
り
単
独
者
であ
る
こ

と
を
主
張
す
る
と
き
の
、
あ
のや
り
き

れ
な
さ
で
あ
る
。
し
か
し
、
と
きお
り

郷
愁
と
い
う
や
つ
が
心
の
奥
底
に湧
き

出
る
。
お
互
い
が
異
次
元
の
世界
に居

る
よ
う
な
錆
角
に
陥
り
そ
う
な
、
人
と

一の
交
わ
り
の
孕
レ
さ
の
中
に
突
然
噴
出

す
る
郷
愁
、
心
と
心
の
ふ
れ
あ
い
の
希

求
。
「残
照
」
(高
橋
光
子
)
は
、不

思
戯
な
人
、
困
った
人
と
し
か
い
い
よ

う
の
な
い
父
に
対
す
る
娘
の
懇
展
に
、

接
近
し
た
い
の
だ
け
れ
ど
敢
え
て
壁
を

「壊
し
て
父
の
世
界
に
割
り
こ
む
こ
と
が

一でき
な
い
も
ど
か
し
さ
と
、
そ
れ
か
ら

生
じ
る
や
り
き
れ
な
さ
を
う
ま
く
麦
現

工
　

葵
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韻

①-②修
三万五千
㍊
〃薩
警

雛
題

 八百
【旭
硝
子
】
①
1②
三万
【旭
電

②
三
万
八
千
、
三万
二
千
【仕
反
化
学

化
工
漿
】
①
1
②
三万
【荒
川
林
産
化

工
策
】
ω修
ま
た
は
学
1
⑭三
乃
上

学
工
業
】
Φ
2
②
二
万些
+
【石
原
産

千
、
三
万
一千
【住
友
ゴ
ム
E
漿
】
①

業
】.①
1
②
二
万
八千

【伊
藤
忠
間
修
学
と
も
ー
～2
⑭三
カ
一千
、
ニ
カ

事
】
①
未
足
②
二万
六
千
【宇
部
興

八
千
【住
友
商事
】
Φ
修
字
と
も
ー
り

産
】
①
学
又
は
修
1
②学
二
万
五
千
修

三
万
、
二
万
六千

【住
友
ス
リ
ー
⊥

二
万
九
千
【エ
ソ
ソ
スタ
ン
ダ
ー
ド
石

ム
】
Φ
1
②
三
万
【住
友
電
翼
二
築
】

油
】
①
1
②
三
万
【大阪
瓦
斯
】
Φ
学

①
修
ま
た
は
学1
②三
乃
二
千
、
二
力

1
修
1
②
二
万
九
千
、
三万
二
千
【花

九
工-
【製
鉄化
学
工菜
】
①
修
学
と
も

王
石
鹸
】
①
修
若
十
②
三万
三
千
【鋪

1
②
三
万
三千
、
三万
一千
【第
【工

淵
紡
績
】
①
修
1
～
2学
1
～
2
②
三

業
製
薬
】
①修
学
と
も
ー
②
二
力
九

万
二
千
、
三
万
【関西
ペイ
ン
ト
】
①

千
、
二
万
六千
【大
日
本
イ
ン
ヰ
】
Q

修
1学
1
②
三
万
二千
、
二
万
七
干

修
学
と
も
着
十
②
二万
五
千
【人
日
本

【川
崎
製
鉄
】
①修
又は
学
②
三
万
六

穐
料
】
Φ
1
～2
Q二
万
五
千
【干
代

千
、
三
万
二
千
【神東
塗
料
】
①
1
②

随
化
工
超
設
】
①修
学
と
も
ー
〇
三
ヵ

二
万
五
干
【杏
林
製薬
】
①
1
②
二
万

、
二
万
六
千
【電気
化
掌
工
業
】
①
修

六
千
【倉
敷
レ
イ
ヨン
】
①
修
又
は
学

学
と
も
ー
⑭
三
力
[干
、
二
刀
八
干
【

1
②
三
万
五
千
、
三万
二
千
【倉
敬
紡

東
洋
箇
比
工業
】
①未
疋
②三
ヵ
三
千

織
】
Φ
1
②
二
万
八千

、
三
万
【授
瀬産
業】
の
右
ヒ
ωニ
カ

【興
羽
化
学
】
①
修-
学
1
②
三
万

五
千

四
千
、
二
万
九
干
【興
国
人
絹
パ
ル

【名
古
屋
ゴ
ム
】
①1
ψ
二り
四
千

プ
】
①
修
また
は
学
1
②
二万
九
千
、

【名
古
尾
冷
科
】
①-
～
2
∪
三
力

二
万
五
千
【三
洋
化成
工
漿
】
①
修
2

▽
高
分
子
化学
科
△

掌
2
②
三
万
三
干
、
二万
九
干
【山
励

F日
本
翫
"
電
話公
社
】
①
尚化
、
工

鍛

化
よ
り
修
又
は学
1
【出
本パ
ル
プ
ェ

業
】
①
2
【目
消
紡
楓】
①
1
～
2

【旭
化
成
工
漿】
①
鯵
1
【ゴ
黄
咽

化
】
ゆ
修
学
とも
ー
【ノ
ン
ロ
ノ!
】

ω
2
【日
産化
字工
乗】
ω1
【興
凶

人
絹
パ
ル
ゾ
】
①修
又
は学
1
【一二黄

製
紙
】
①
1
～
2
【花
上
も
鹸
】
Φ
診

又
は
博
1～
2
【山口
。、ル
ゾ
】
Φ
レ

又
は
学
1
～
2

【ト
ゴ
タ
国
動車
工
柔
】
の修
ま
た

は
学
1
【大
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ら
れ
る
父
(絶
体

者
)
で
は
な
く
、
全
て
が
過
去
の
思
い

出
と
し
て
の
、
日
本
的
感
情
の
世
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'、幡 製 鐵
東京都千代田区丸の内 置の8第 一鉄鋼ピル2階
本社社長室人事部人事課 電言舌東京(212)4ill(大 代表)
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とあなたの力を十分に活かしたい
思いませんか?
すぐれた品質の製品は世界に伸びています。みなさんの若い

先輩も、世界を舞台に活躍しています。自分のカを十分に活
かしたいと思われる方はく就職説明会〉にお越 しください。

〈7月12日(容)午 後2時 から 法経6号 教室〉

先輩15名 労務課長(29年 卒)と人事係長(32年卒)が ご説明い
たします。

村 田 機 械 株 式 会 社
京都市南区吉祥院落合町103TEL68-9141(大 代表)

層

鋼 線とコンクリー トの新 しい結 合P・S・ コ ンクリー トは、土 木 ・建築 の分野において

画期 的な空間処理 とデザインを可能 にし、飛躍的な合理性と経 済性をもたらしました.
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寓 悌 大 畠齢 薪 闘

プアイ トマ ン

を求 む!

住 友林業は住友グ〃一プに属し躍進 しつつある

総合木材企業であ る。 その歴史は遠く17世紀の昔

住友家が別子銅山を開発した時 に始まり、今 日に

至っている.約40,000haに わたる山林経営 をはじ

め木材商事活動 も活発で、国内材の取 り扱いでは

名実ともに業界Nα1の 地位 を占めている。また外

材の輸入においては、アメリカ,フ ィリピン等の

国々で若い社員がその技術 を生か して、着実な業

績をあげ、年々取 り扱い量が急増 している。一方

事業の多角的発展を期 して設けた建材部は新 しい

建築材料の分野で今後の活躍が期待 される。

とくに昨年は子会社、スミリン合板工業(株)を

設立 し、原木から合板、および その二次加工品ま

での製造販売の一貫体制を確立 したことは特筆 し

たい。

このように総合木材企業 として多角的に発展 し

つつある当社は、常に明日の飛躍を支える若いカ

を必要 としている。

積極的に仕事にたちむかい、未来をきりひらい

ていく若々しいファイトマンー これこそ当社の

求める人材である。

●設立/昭 和23年(創 業元禄4年)資 本金/12

億円 年閏売上高/230億 円

◆
本
社
/
大
阪
市
東
区
北
浜
5
の
22
(新
住
友
ビ
〃
》

r
E
L
(2
0
三
2
3
2
1
(大
阪
代
き

住
友
林
業

o

出身:法 学部

勤務:小 舟町支店T
el東京(661)3111

加 藤 盛 君

出身:法 学部
勤務:備 後町支店
二Te1大阪(261)7571

今年京都大学から巣立った

8人 の

フ レ ッシ ュマ ン

山本 淳志 君

出身!法 学部

勤務:丸 ノ内支店
Te1東 京(281)3731

その登かな創造力

たくましい実行力

井 澗進 弥 君

出身:経 済学部
勤務:千 住支店
Te陳 京(888)3131

桐 田光修 君

出身:経 済学部
勤務;梅 田支店
Te1大 阪(313)1351

甲田 奏君

出身:経 済学部
勤務;浅 草橋支店
Tel東 京(851)3116

そして清新はつらつとした若さが

あすの輝かしい富士を築く

吉 川 正 君

出身:経 済学部
勤務:京 都支店
Te1京 都(22)7291

四 方啓勝君

出身:経 済学部
勤務:雷 門支店
Tel東 京(841)9621

④富士銀行
大阪市東区今橋5の23の1本 店大阪事務所(202)2251
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第1289号 (鎗3種B脇 3鷺 調rB二 六:藁 繍序 闘 昭和41年(冒966)6月27日(月 躍日) (12、

若ルしい意欲 とバ4タ ジディ頓。当社にはこの好ましい社風があります。各職場は明朗

日立 電線 マ ンは灘ll
の能力を十二分に発揮し活躍しています。人材の尊重は、日立電線の伝統的な社風です。

索 とえ、組織がかぎりなく巨大化しても、あるいはオー釣メーション化が進展しても、

その基盤 となるのは人材です。

有言実行派難繋饗鰻
朋日の発展のカギもまた同じです。

みなさんのもっ豊かな創造力とすぐれた行動力がそのまま生かされる会社。日立電線 と

はそのような会社です。着いみなさんには末来があります。かぎりない可能性があります。

で あ る灘1購 二雛 繋婁灘凝

京 大 新 聞 ・親 学 会 共 同編 集

京大をうける人のために
全 国 書 店 で 好 評 発 売 中300頁 ・320円(送料別) 1

あなたの未来 を追一
就職説明会ご案内

日時7月5日(火)
午後3時 ～3時55分

法経第5教 室

あなたの抱負を聞かせてく
ださい。若いみなさんは、

それぞれ未来について大 き
な希望 と計画をおもちのは

ずです。やがて社会入 とし

てその目標に向かって遙進
されることで しょう。苦難

にも積極的に対処し、それ

で き る

を乗 り越 え、かぎりない努力を続ける。あふれる豊かな情熱 と創造

力。そこに若人の美 しい姿があり、働 く者の大 きな喜びがあります。

三菱銀行は、このような意欲ある若人にふさわしい職場です。長い

伝統 と信用の上に立って、常に経済界の り一ダーとして前進する三

菱銀行。その明日を担ラのは若いあなた七す。

哉場です

ソ 連 ・ヨ ー ロ ッパ 美 術 ・歴 史 の 旅
'

会員 募 集

月 日 都 市 名 交通機闘 揃 用 月 日 都 菰r名 ・交通機関 摘 用一
7月27日 新 潟 覆キ弓ソ連船にて出発

一
13日ミ ラ ノ 蕩謬 ジエ・職

28日 ナホ トカ 列 翼 通関後夜行寝台列車 14日 フローレンス ノ聖 ス

29日 ノV蝿揖ス ク SU26 ジ呂ット機でモスクワへ 15日 プロ ・一レン ス
一終日市内見学

30B
/'
モ ス ク ワ トレチャコフ芙術館 16日 ロ ー マ ノ哩 ス ローマ市内美術鏑亀ど見学

　 一 A

3Hヨ モスク ワ 列 車 市内見物 17日 口 ■晒 マ 終日市内見学1
8月4B レーニングラー1? 剃 軍 エルミタージ樗物餌など屍学 18日

19日

ペ ニ ス巳
ぺ 昌 ス

バ ス り_

市 内 見学
2日 ワ ル ソ ー・ 市内見学 20日 ミュンヘン バ ス
3日 ドレスデン 市内見掌 21日 ウ ィ ー ン バ ス 午前中市内見学
4日 ベル リン 列 車 22日 ウ ィ ー ン 盗日市内」兇亭
5E{ ベル リン 列 車 ズーレム薄物簸など見学

23日 モス クワ SUO18 ジェット機でモスクワへ
6日 アムスチルダム 蟹立美術館など見弟 24日 モス クワ SUO2」 山発時閥まで自由行動
7日 ホックオブホーフンド 蕉 吏図鉄遵汽船で出発 25日 ノV禽ロ フス ク 列 単

8日

9日

ロン ドン
バ リ 隔

列 軍
船
国立博物館など見診
市内見字

26El

27日

ナホトカ

船 中

バイカル尾バイカル帰で相購へ

10日

11日

バ1リ 幽

デ ィジ コン バ ス
ベルサイユ宮殿など見学
ロアール河畔の古城めぐり 28日 横 澱

嘗
解1虞

12日 ミ ラ ノ ♂虞 ス スイスの属彙をたのfし靱 } 亀

一 卜 」 L」 h」

◎葺集人員380名(定 員次第綴切り)
@訪偶国名8ン連、ポーランド、ドイツ、イギ卸漏亀

7Pランス、イタリ帥、オーストリ7
⑥期 闘8昭和41年7月解昌向8月28日
@湖監経碧8¥368.ooor
◎維経費に含蜜れる◎の
1.船 還 質 ・,
2.蕊 空 運 蟹
3.剃 】瞑 巡 賞
」Lその噛 交通鷺 淵幽に9惨 る交魎貨・一卿
5.轍 泊 賛 全行程ホテルの宿泊畳

(一室2名)
6。食 事 費 用
▼.観 光 鷺 用 各地における脱光人鵬料僧

よびガイド料
翫 会 合 貴 用 出発の打合せ説明会なぎ●

簑用
9.各 国出国欝査貴
… 遙縦鷺 嘲魯 畠

、・!蝉 ㌃ 二

◎即申込方法
参加御希望の方は別紙申込書に
御記入、御捺印の上¥30,000
を添えて下記へ御申込み下 さ
い。(御 申込金は総経費に含み
゜ます)残金は御出発1週聞前ま

でに納入願います。
●脚申込先
京大、同志社大、立命館大、府
立医大、府立大各生協(京 都地
欧 学生協会館)ブ レイガイド
係まで

インツー リス ト代理店

蝶難国際平和旅行社
ρ一 肱ザ 璽 ・ ら議 ℃"ρ ・
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